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年
頭
の
あ
い
さ
つ

建
設
省
道
路
局
長

藤
川

寛
之

1

平
成
六
年
の
道
路
行
政
を
ふ
り
か
え
っ
て

道
路
局
路
政
課
長

有
賀

長
郎

3

特

集
/
新
た
な
道
路
の
空
間
機
能

新
た
な
道
路
の
空
間
機
能

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
官

内
山

重
基

6

地
下
空
間
を
活
用
し
た
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

道
路
局
企
画
課

1 2

地
下
空
間
を
活
用
し
た
駐
車
場
整
備

道
路
局
企
画
課

藺

道
路
空
間
に
お
け
る
軌
道
系
の
交
通
施
設

道
路
局
路
政
課
課
長
補
佐

牧

哲
史

第

阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
立
体
道
路
制
度
の
活
用

阪
神
高
速
道
路
公
団
業
務
部
業
務
課
長

小
川

征
史

笠

ハ湊
町
南
出
路
の
事
例
･
泉
大
津
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
事
例
〉

高
速
道
路
に
お
け
る
雪
氷
対
策
の
事
例

へ道
路
管
理
の
実
態
報
告
〉

日
本
道
路
公
団
仙
台
管
理
局
技
術
部
保
全
第
一
課
課
長
代
理

野
村

永
治

粥

〃

仙
台
管
理
局
技
術
部
施
設
第
二
課
課
長
代
理

蒲
倉

善
長

東
京
湾
岸
新
ル
ー
ト
の
開
通
に
つ
い
て

首
都
高
速
道
路
公
団
計
画
部
企
画
課

今
泉
伸
一
郎

邸

シ
リ
ー
ズ
/
あ
の
道

こ
の
道

水
戸
街
道
を
訪
ね
て

茨
城
県
土
木
部
道
路
維
持
課

留

圈
時
･
時
･
時
!

鴎

-
本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お
一

-
い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

-

…が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

一

…
ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

…

“時
の
も
の
で
す
。



　
　

　

　

　
　
　
　
　

辯
き
簾

"新
た
窓
道
路
ゆ
控
間
機
能

き
天

斯
彊
愈
道
路
の
空
間
機
能

　
　
　

＼

,奉
ぜ

建
設
省
道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
官

内
山

重
基

＼~

一
は
じ
め
に

る
o

道
路
は
、
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
る
施
設
と
し
て
、

人
の
交
通
、
物
資
の
輸
送
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
道
路
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
本
来
の
目
的
を
阻
害
し
な
い
範
囲
に
お
い

て
、
電
気
･
通
信
･
ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
市
民
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
公
益
施
設
や
、
地
下
鉄
･
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
･
新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
の
公
共
交
通
機
関
、
さ

ら
に
は
沿
道
の
私
的
な
経
済
活
動
等
に
必
要
な
様
々
な
施

設
の
収
容
空
間
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
役
割

は
益
々
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
最
近
で

は
、
情
報
基
盤
整
備
に
お
い
て
も
、
道
路
空
間
の
有
効
利

用
が
積
極
的
に
検
討
さ
れ
て
お
り
、
道
路
の
持
つ
役
割
の

多
様
さ
と
重
要
性
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
次
第
で
あ

こ
の
よ
う
な
道
路
空
間
の
利
用
は
、
ほ
と
ん
ど
が
都
市

部
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
施
設
が
道

路
の
上
空
及
び
路
面
下
を
利
用
し
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
次
の
都
市
施
設
の
道
路
空
間
の
利

用
に
つ
い
て
、
実
例
等
を
紹
介
す
る
。

御

道
路
の
上
下
空
間
の
建
築
物
等
の
利
用

②

高
架
道
路
の
路
面
下
の
、公
園
･駐
車
場
等
の
利
用

③

地
下
街
･
地
下
駐
車
場
等
の
利
用

燭

地
下
鉄
･
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
利
用

㈱

地
下
埋
設
物
件
等
の
利
用

二

各
種
都
市
施
設
の
道
路
空
間
利
用

=

道
路
の
上
下
空
間
の
建
築
物
等
の
利
用

①

立
体
道
路
制
度
に
よ
る
建
築
物
等
の
利
用

都
市
部
に
お
け
る
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

用
地
費
の
高
騰
や
代
替
地
の
取
得
難
等
に
よ
る
用
地

取
得
の
難
航
が
あ
い
路
と
な
り
、
な
か
な
か
事
業
が

進
捗
し
な
い
例
が
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
あ
い
路
を
打
開
し
、
道
路
事
業
の
進
捗

を
図
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
良
好
な
市
街
地
環
境
を

確
保
し
つ
つ
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
促
進

す
る
た
め
、
道
路
の
新
設
･
改
築
と
併
せ
て
道
路
の

上
下
空
間
に
建
築
物
等
を
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

い
わ
ゆ
る

｢立
体
道
路
制
度
｣
を
創
設
し
、
平
成
元

年
三

月
に
施
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
ま
で
に
、
道
路
法
第
四
七
条
の
五
の
規
定
に

基
づ
き
、
道
路
の
区
域
の
上
下
の
範
囲
を
定
め
て
、

自
動
車
専
用
道
路
と
建
物
と
の
一
体
的
な
整
備
を
図
っ

た
代
表
的
な
例
と
し
て
、
表
-
の
も
の
が
あ
る
。



表 1

路 線 名 道路管理者名 概 要

〔道路供用済〕

関西国際空港線 (大阪府り

んくうタウン地区)

阪神高速大阪池田線 (大阪

市梅田地区)

東京外郭環状道路 (埼玉県

和光市)

〔詳細検討中〕
阪神高速大阪堺線 (大阪市

湊町地区)

日本道路公団 ･

阪神高速道路公団

阪神高速道路公団

日本道路公団

阪神高速道路公団

前島J C T の高架下に、 道路一

体建物を建築。
ビルの中心部の空間を貫通する

構造で、 出路ランプを整備。
掘割構造の高速道路の上部に人

工地盤を築き、 住宅 ･都市整備

公団の団地を建築。

出路ランプと複合交通センター

ビルを、 道路一体建物で整備。

な
お
、
阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
立
体
道
路
制
度

の
事
例
に
つ
い
て
は
、
各
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

写真 1 大阪市梅田地区

表 2

路 線 名 道路管理者名 概 要

首都高速5号池袋線 (東京
都東池袋地区)

首都高速6号向島線 (東京
都箱崎地区)

阪神高速東大阪線及び街路

(大阪市船場地区)

阪神高速大阪池田線 (大阪

市中ノ島地区)

首都高速道路公団

阪神高速道路公団

･大阪市

阪神高速道路公団

高架道路の出路ランプと複合ビ

ルを、 一体的に整備。
高架道路と空港ターミナルビル

を、 一体的に整備。
高架道路と商業ビルを、 一体的

に整備。
高架道路と新聞社の社屋ビルを、
一体的に整備。

②

占
用
制
度
に
よ
る
建
築
物
等
の
利
用

て 物 三 が 占
、 の 二 全 立 建

一 条 面 体 築 制
2 体 の 的 道 物

立
体
道
路
制
度
創
設
以
前
、
又
は
道
路
管
理
者

が
全
面
的
な
権
限
を
取
得
し
た
後
に
、
道
路
法
第

三
二
条
の
道
路
占
用
許
可
に
基
づ
き
、
道
路
と
建

物
の
一
体
的
な
整
備
を
図
っ
た
代
表
的
な
例
と
し

て
、
表
2
の
も
の
が
あ
る
。



イ

通
路
等

認
め
ら
れ
る
も
の
、
歩
行
者
を
含
め
た
地
上
交
通

目
的
と
し
て
、
道
路
管
理
者
自
ら
が
、
駅
舎
等
と

道
路
の
上
空
で
建
物
を
連
結
す
る
通
路
、
又
は

の
緩
和
等
に
寄
与
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
許
可
し

連
結
す
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
や
、
地
下
鉄
･

道
路
の
地
下
を
横
断
す
る
通
路
に
つ
い
て
は
、
道

て

い
る
。

路
法
第
三
二
条
の
道
路
占
用
許
可
に
基
づ
き
、
許

ま
た
、
歩
行
者
を
含
め

可
基
準
に
従
っ
て
、
公
共
性
･
公
益
性
が
あ
る
と

た
地
上
交
通
の
緩
和
を

場
を
整
備
し
て
い
る
例
も
あ
る

(イ
ラ
ス
ト
)。

③

道
路
空
間
を
有
効
利
用
し
た
道
路
休
憩
施
設
の
設

置

イラスト 大阪市曾根崎地区

首
都
高
速
道
路
羽
田
線
上
り
線
の
平
和
島
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
は
、
本
線
の
上
空
に
築
い
た
人
工
地
盤

に
、
休
憩
所
と
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
た
も
の
で

あ
る

(写
真
3
)
。

ま
た
、
東
京
外
郭
環
状
道
路
の
新
倉
パ
ー
キ
ン
グ

地
下
駐
車
場
等
と
連
結
す
る
地
下
歩
道
･
地
下
広

写真 2 大阪市船場地区



エ
リ
ア
は
、
高
架
構
造
の
本
線
の
路
面
下
の
中
二
階

の
部
分
に
、
休
憩
所
と
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
た

も
の
で
あ
る

(写
真
4
)。

②

高
架
道
路
の
路
面
下
の
利
用

高
架
構
造
の
道
路
の
路
面
下
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
道

路
法
第
三
二
条
の
道
路
占
用
許
可
に
基
づ
き
、
占
用
許
可

基
準
に
従
っ
て
、
公
共
的
･
公
益
的
な
利
用
計
画
を
優
先

さ
ま
総

　　　
　
　

　　
　　　
　

し
な
が
ら
、
公
園
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

･
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等

の
運
動
場
、
月
極
の
駐
車
場
、
駐
輪
場
、
事
務
所
や
店
舗

等
の
建
築
物
の
設
置
を
許
可
し
て
い
る

(写
真
5
)。

都
市
部
の
道
路
の
高
架
下
に
お
い
て
は
、
物
理
的
に
可

能
な
箇
所
は
、
ほ
と
ん
ど
何
ら
か
の
施
設
に
有
効
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
高
架
道
路
の
路
面
下
の
道
路
占
用
許
可
に
あ
た
っ

写真 5 高架下利用の例

写真 3 平和島パーキングエリア

写真 4 新倉パーキングエリア



て
は
、
偶
発
的
な
占
用
申
請
に
よ
る
無
計
画
な
利
用
を
抑

制
し
、
道
路
沿
線
の
土
地
利
用
状
況
や
、
土
地
形
態
と
の

整
合
を
図
っ
た
計
画
的
な
利
用
が
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
に

は
、
高
架
下
利
用
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

③

地
下
街
･
地
下
駐
車
場
等
の
利
用

①

地
下
街

道
路
の
地
下
空
間
を
利
用
す
る
地
下
街
に
つ
い
て

は
、
｢地
下
街
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て

(S

四
九
･
六
･
二
八
地
下
街
中
央
連
絡
協
議
会
通
知
)｣

に
基
づ
き
、
関
係
機
関
に
お
い
て
、
そ
の
計
画
性
･

安
全
性
等
が
調
整
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
道
路
法

第
三
二
条
の
道
路
占
用
許
可
に
基
づ
き
、
許
可
し
て

い
る
。

現
在
工
事
中
の
も
の
に
、
大
阪
市
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

地
下
街

(H
二
着
工
)、
京
都
市
御
池
地
下
街

(H

三
着
工
)、
大
阪
市
長
堀
地
下
街

(H
四
着
工
)、
広

島
市
紙
屋
町
地
下
街

(道
路
管
理
者
施
行
部
分
H
五

着
工
)
が
あ
る
。

②

地
下
駐
車
場

道
路
の
地
下
空
間
を
利
用
す
る
地
下
駐
車
場
に
は
、

道
路
附
属
物
と
し
て
道
路
管
理
者
が
設
け
る
も
の
と
、

道
路
管
理
者
以
外
の
者
が
、
道
路
法
第
三
二
条
の
道

路
占
用
許
可
を
受
け
て
設
け
る
も
の
と
が
あ
る
。

道
路
管
理
者
が
設
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
各
論

を
参
照
さ
れ
た
い
。

道
路
占
用
許
可
を
受
け
て
設
け
ら
れ
た
地
下
駐
車

場
は
、
全
国
で
七
〇
箇
所
(H
五
･
二
現
在
)
で
あ
る
。

④

地
下
鉄
･
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
利
用

①

地
下
鉄

鉄
道
事
業
法
、
又
は
軌
道
法
に
基
づ
き
道
路
空
間

を
占
用
し
て
い
る
地
下
鉄
の
状
況
は
、
表
3
の
と
お

り
で
あ
る
。
詳
し
く
は
各
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等

軌
道
法
に
基
づ
き
、
道
路
空
間
を
占
用
し
て
い
る

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
･
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
状
況
は
、

表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。
詳
し
く
は
各
論
を
参
照
さ

れ
た
い
。

表 3 地下鉄の道路占用状況 (全国)

鬆総㈹ 用

畑

上
日鰡

⑭
%

暸 備 考

鰓 彌 榔 幌1具･
AVH

同未開業区間を含んだ値である。

表 4 都市モノレール等の道路占用状況 (全国)

事業形態 鰻
如

総㈹ (B)内道路占用

km

◎
%

餅 備 考

都市モノレール 閻 獺 ◎ 約部
琥

新交通システム 鰻 鰈 磁
ガイドウェイバス 鎚 鯛 螂

饉)未開業区間を含んだ値である。

位単

新交通システムを建設した道路の例



表 5 公益物件の道路占用状況 (全国)

公益事業名 灘 靴 ㈹ (B)内道路占用 @
%

･一･③ 備 考

電気事業 柱電 牀 鰡 秘 蜘 H 6
.

3 現在

鱗 千km 筑 36 鰡電気通信事業 電柱 躰 鈎 538 御 駈環H
纖 千km 640 627 知

ガス事業 饑 " 188 鰡 棚 皺14･
自生H

水道事業 皺 " 467 467 ◎ 琥郎H下水道事業 器 " 210 210 蹴 "

(がり水道事業は、 導水管を除いた値である。

③

地
下
埋
設
物
件
等
の
利
用

道
路
の
上
空
や
地
下
の
空
間
に
は
、
電
気
･
通
信
･
ガ

ス
･
上
下
水
道
の
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
フ
･
ラ
イ
ン
や
、
熱
供

給
管
･
廃
棄
物
処
理
管
･
有
線
放
送
線
等
が
道
路
法
第
三

二
条
の
道
路
占
用
許
可
に
基
づ
き
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
公
益
物
件
を
共
同
で
埋
設
す
る
た
め
の
共
同
溝
の
整

備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
共
同
溝
や
、
電
線

類
を
地
中
化
す
る
た
め
の
キ
ャ
ブ
･
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
、

道
路
の
地
下
空
間
を
利
用
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
電
線
共
同
溝
に
つ
い
て
も
法
制
化
の
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

共
同
溝
及
び
電
線
共
同
溝
に
つ
い
て
は
、
各
論
を
参
照

さ
れ
た
い
。

公
益
事
業
者
が
道
路
空
間
に
敷
設
し
て
い
る
公
益
物
件

の
状
況
は
、
表
5
の
と
お
り
で
あ
る
。

三

お
わ
り
に
あ
彪
つ
て

道
路
は
貴
重
な
用
地
が
提
供
さ
れ
、
道
路
利
用
者
の
負

担
で
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
都
市
部
に
お
い

て
は
、
日
照
･
通
風
･
緑
化
等
の
環
境
確
保
か
ら
も
、
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
は
み
出
し
自
動
販
売
機
の
よ

う
に
、
無
い
よ
り
は
道
路
上
に
有
っ
た
ほ
う
が
便
利
で
あ

ろ
う
と
い
う
よ
う
な
発
想
や
、
収
益
性
が
見
込
め
る
か
ら

と
の
発
想
に
よ
る
道
路
空
間
の
利
用
に
は
歯
止
め
を
懸
け

つ
つ
、
市
民
生
活
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
や
公
共
的
な
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
利
用
に
対
し
て
、
道
路
交
通
機

能
を
阻
害
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
計
画
的
･
合
理
的
に

道
路
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
根
幹
的
な
社
会
資
本
で

あ
る
道
路
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
場
合
、
道
路
及
び
道
路
空
間
を
利
用
す
る
都
市
施

設
の
安
全
性
の
み
な
ら
ず
、
普
段
は
忘
れ
が
ち
な
、
火
災

時
や
地
震
時
等
に
お
け
る
避
難
路
等
と
し
て
の
道
路
の
防

災
機
能
の
確
保
に
も
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

現
代
は
、
道
路
空
間
無
く
し
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
広

域
的
な
都
市
施
設
の
整
備
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、
建
築
物
等
と
の
一
体
的
な
整
備

も
、
よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

道
路
行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
今
後
と
も
更
に
適
正

な
道
路
管
理
の
も
と
、
道
路
空
間
が
安
全
で
快
適
な
市
民

生
活
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
写
真
等
を
お
借
り
し
た
関
係
者
の
方
々
に
お

礼
を
申
し
上
げ
て
、
お
わ
り
と
し
た
い
。



　
　
　　　
　

痔

簾

/
新
た
な
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整
備
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一
は
じ
め
に

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
、
経
済
の
持
続
的
発
展
、
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
等
の
我
が
国
の
直
面
す
る
課
題
に
対
応

し
、
真
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
等
情
報
通
信
基
盤
の
早
急
な
整

備
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
等
の
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
よ
り

高
速
、
大
容
量
の
映
像
を
中
心
と
す
る
情
報
通
信
が
本
格

化
し
、
テ
レ
ビ
会
議
、
在
宅
勤
務
、
遠
隔
医
療
、
遠
隔
教

育
等
が
可
能
に
な
り
、
地
域
間
の
時
間
･
距
離
の
制
約
を

大
幅
に
縮
小
さ
せ
、
国
土
構
造
の
自
由
度
を
高
め
、
高
度

情
報
化
社
会
の
実
現
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

米
国
に
お
い
て
は
、
｢N
I
I
構
想

(全
米
情
報
通
信

基
盤
)
｣
と
し
て
、
全
米
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
、

テ
レ
ビ
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
話
等
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
デ

ジ
タ
ル
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接
続
し
、
全
て
の
米
国
民

が
、
必
要
な
情
報
を
必
要
な
時
に
、
必
要
な
場
所
で
、
適

正
価
格
で
入
手
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
。
官
民
の
役
割
分
担
と
し
て
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

等
は
民
間
部
門
が
所
有
、
管
理
し
、
政
府
は
、
適
切
な
税

制
と
規
制
政
策
を
通
し
て
民
間
の
投
資
を
促
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
米
国
企
業
の
世
界
的
競
争

力
の
向
上
、
雇
用
の
創
設
、
結
果
経
済
の
成
長
、
国
民
生

活
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
本
年
五
月
一
九
日
、
通
産
省
の

産
業
構
造
審
議
会
が

｢高
度
情
報
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
報

告
、
五
月
三
一
日
、
郵
政
省
の
電
気
通
信
審
議
会
が

｢21

世
紀
の
知
的
社
会
へ
の
改
革
に
向
け
て
｣
を
答
申
、
六
月

一
七
日
、
建
設
省
の
情
報
政
策
推
進
委
員
会
が
｢情
報
化

に
対
応
し
た
国
土
基
盤
･
生
活
空
間
づ
く
り
｣
を
中
間
報

告
、
さ
ら
に
八
月
二
日
に
は
、
政
府
に
高
度
情
報
通
信
社

会
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
本
格
的
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

の

高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
本
部
･
有
識
者
会
議

推
進
本
部
･有
識
者
会
議
合
同
会
議

第
一
回

(9
/

20
)、
第
二
回

(12
/
聡
)
開
催

有
識
者
会
議

第
七
回
ま
で
開
催

②

郵
政
省

･
平
成
五
年
三
月

電
気
通
信
審
議
会
に
諮
問

｢21
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

の
あ
り
方
に
つ
い
て
｣

･
平
成
六
年
五
月

答
申

①

二
〇
一
○
年
ま
で
に
、
全
家
庭
へ
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
整
備
。

い
き、



二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
、
県
庁
所
在
都
市
内
の
五
割

地
域

二
〇
〇
五
年
ま
で
に
、
人
ロ
一
〇
万
人
以
上
の
都

市
の
全
地
域

②

情
報
通
信
基
盤
を
社
会
資
本
と
し
て
位
置
づ
け
。

③

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
の
テ
ン
ポ
に
併
せ
た
地

下
収
容
空
間
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

④

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
に
よ
る
市
場
効
果
を
五

六
兆
円

(二
〇
一
〇
年
)
と
試
算
。

(
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
市
場
全
体
で
は
、
一
一
ニ
ニ
兆
円
)

③

通
産
省

･
平
成
六
年
五
月

｢高
度
情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
公
表

公
的
分
野
の
情
報
化
の
推
進
、
民
間
部
門
の
情
報
化

の
た
め
の
環
境
整
備
が
必
要

○
教
育
、
研
究
、
医
療
･
福
祉
、
行
政
等
の
分
野

に
お
け
る
情
報
化
の
推
進

○
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
各
種
制
度
の
見
直
し
等

に
よ
る
高
度
情
報
化
社
会
の
実
現
の
た
め
の
環

境
整
備

○
人
材
育
成
、
市
場
環
境
の
整
備
等
に
よ
る
高
品

質
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
供
給

の
た
め
の
環
境
整
備

の

建
設
省

･
平
成
六
年
六
月

｢情
報
化
に
対
応
し
た
国
土
基
盤
･
生
活
空
間
づ
く

り
･ー
人
中
間
と
り
ま
と
め
)
-
.｣

資料 1 21世紀の高度情報化社会の実現に向けて

2 1世紀への豊かな社会
企業のリエンジニアリング
国際競争力の向上
リーディング産業の育成

･ A R T S (次世代道路交通システム )
･高齢化への対応
･国際的競争分野の向上

よる取りの取り

轢を備麹一言繃情区鰯鬱議

際競争力の向上
、 2 1世紀の高度情報化社会の裏国際競争力の向上、 2 1世紀の高度情報化社会の実現

○
民
間
の
整
備
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
を
収
容
す

る
空
間
と
し
て
道
路
等
を
活
用

(電
線
共
同
溝
の
整
備
な
ど
)

○
社
会
資
本
の
情
報
化
と
し
て
次
世
代
道
路
交
通

デ

の

1l

の
量

0
ー
-

く
容
欠

多
大
可

等
な
不

像
能
要

映
可
必

光ファイバー網の整備

映像 多くのデータを伝送
可能な大容量の伝送媒体が

シ
ス
テ
ム

(A
R
T
S
)
の
実
用
化
な
ど

○
情
報
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
、
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
な
ど

(資
料
-
)



二

道
路
の
地
下
空
間
に
整
備
す
る
イ
ン
フ
ラ

｢電
線
共
同
溝

(C
･
C

･
B
O
X
)｣

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
、
キ
ャ
ブ

シ
ス
テ
ム
等
に
よ
り
、
そ
の
整
備
を
推
進
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
昭
和
六
一
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
の
第
一
期

電
線
類
地
中
化
計
画
で
一
、
0
0
0
虹
、
平
成
三
年
か
ら

平
成
六
年
ま
で
の
第
二
期
電
線
類
地
中
化
計
画
で
一
、
0

0
0
如
の
地
中
化
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(資
料

2
)
0高

度
情
報
化
社
会
の
早
期
実
現
や
、
電
線
類
の
地
中
化

に
よ
る
歩
行
者
空
間
の
確
保
、
良
好
な
都
市
景
観
の
形
成

(単位 : k m )

第一期電線類地中化計画
(S6l~ H2 L O 0 o k m )

2 , 地中化方式別延長

敏 キ ャ プ 単独地中化 自治体管路 要 請 者 合
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Û

RU
テリ
ハb
n〕
14
1ユ
RV
RU
RU

リム
ハリ
ー鼻
14
14
11
14
月4
9ム

合 7 1 2 9 0 1 2 4 6 1 4 1
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第二期電線類地中化計画
(H3~ H6 L o o o k m )

等
の
ま
ち
づ
く
り
、
道
路
空
間
の
適
正
利
用
等
の
観
点
か

ら
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
電
力
線
等
を
ま
と
め
て
道
路
の
地

下
空
間
に
収
容
す
る
施
設
と
し
て

｢電
線
共
同
溝

(C
･

C
･
B
O
X
)｣
が
必
要
で
あ
る

(資
料
3
)。

電
線
共
同
溝
は
、
従
来
の
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
、

構
造
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
、
電
力
や
通
信
の
需
要
等
地

域
の
状
況
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
歩
道
の
な
い
道
路
で
の
整
備
や
、
他
の
地
下
埋

設
物
が
輻
輳
し
て
い
る
場
合
の
整
備
も
可
能
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
共
同
溝
は
、
通
信
線
、
電
力
線
、
ガ
ス
管
、
水

道
管
、
下
水
道
管
等
の
い
わ
ゆ
る
幹
線
を
、
主
と
し
て
道

路
の
車
道
の
地
下
に
収
容
す
る
大
規
模
な
施
設
で
あ
る
。

一
方
電
線
共
同
溝

(又
は
従
来
の
キ
ャ
ブ
)
は
、
通
信
線
、

電
力
線
な
ど
の
電
線
類
の
う
ち
ユ
ー
ザ
ー
ま
で
の
配
線
を
、

主
と
し
て
道
路
の
歩
道
の
地
下
に
収
容

(車
道
の
地
下
で

も
不
可
能
で
は
な
い
)
す
る
小
規
模
な
施
設
で
あ
る
。
従
っ

て
、
共
同
溝
が
整
備
さ
れ
て
も
、
電
柱
や
、
架
空
の
配
線

は
残
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
併
せ
て
電

線
共
同
溝
の
整
備
は
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

三

電
線
共
同
溝
の
全
体
構
想

都
市
内
に
お
い
て
は
、
情
報
･
通
信
線
、
電
力
線
を
対

象
と
し
た
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
都
市
間
に

お
い
て
は
、
道
路
管
理
の
高
度
化
の
た
め
の

｢道
路
管
理

用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
｣
の
敷
設
に
併
せ
て
整
備
す
る
。

資料 2 電線類地中化の実績

1 . 地中化の年度別実績

(単位 : k m )
500



電
線
共
同
溝
整
備
事
業
は
、
道
路
管
理
者
が
、
電
力
･

通
信
事
業
者
等
と
調
整
し
つ
つ
、
整
備
計
画
を
策
定
し
、

計
画
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

電
線
類
の
地
中
化
の
効
果

電
線
共
同
溝
の
整
備
に
よ
る
効
果
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
%①

渋
滞
の
緩
和

道
路
の
掘
り
返
し
工
事
が
減
少
し
、
渋
滞
緩
和
に

役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
一
般
道
路
の
渋
滞
に

よ
る
時
間
損
失
は
年
間
約
一
二
兆
円
に
も
及
び
、
工

事
渋
滞
の
割
合
は
一
三
%
、
さ
ら
に
こ
の
う
ち
の
七

六
%
を
占
め
る
占
用
工
事
に
よ
る
渋
滞
は
、
電
線
共

同
溝
の
整
備
に
よ
り
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
。

②

電
柱
衝
突
等
の
事
故
の
減
少

電
柱
衝
突
事
故
が
減
少
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

電
柱
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
交
差
点
で
の
見
通

し
が
良
く
な
り
、
交
通
標
識
等
も
見
や
す
く
な
る
。

な
お
、
平
成
五
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
社
会
的
損
失

の
合
計
は
約
四
･
一
兆
円
、
電
柱
衝
突
事
故
の
損
失

だ
け
で
、
年
間
二
、
五
〇
〇
億
円
と
推
計
さ
れ
て
い

ろ
%

③

歩
行
の
快
適
性
の
向
上

電
線
共
同
溝
の
整
備
に
よ
り
歩
道
が
広
く
使
え
る

た
め
、
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
安
心
で
快

適
な
歩
行
が
可
能
と
な
る
。
な
お
、
電
柱
一
本
当
た

り
幅
五
○
釦
の
歩
行
者
な
ど
の
空
間
を
阻
害
し
て
い

る
と
仮
定
す
る
と
、
約
四
〇
万
如
の
電
線
共
同
溝
の

整
備
に
よ
り
、
約
二
五
兆
円
に
相
当
す
る
路
面
が
有

2 ー① キャブシステム
本体建設費 浄勺6億円/ km

費　
,、 I

　　
　　 　

国 ★｣ ｣
歩箙 卿辺 1mm 歩道

　　　　　　　　 　　　　　
電気(変電所間等の幹聽) 電気(ユーザーまでの配球)
25万V線等 6000 V驗等電話(電話局間等の幹線) 電話(ユーザーまでの配球)電話(電話局間等の幹線)

霊
期 (3m舩度)

約 3 0 ~ 4 0 億円/ km

　rI6B-IL
2 ー② 電線共同溝(C･C･BOX)
本体建設費 ;約 2億円/ km



効
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る

(資
料
4
)。

化
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
問
題
を
排
除
し
、
電
力
の

が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
景
観
は
見
違
え
る
ほ
ど

④

電
力
･
通
信
の
信
頼
性
･
安
全
性
の
向
上

安
定
供
給
や
通
信
の
信
頼
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も

す
っ
き
り
と
美
し
い
も
の
と
な
る

(資
料
6
)。

架
空
線
は
消
防
活
動
等
に
著
し
い
支
障
を
き
た
す

と
と
も
に
、
台
風
や
地
震
等
の
災
害
時
に
は
、
電
柱

倒
壊
、
変
圧
器
落
下
、
電
線
切
断
等
が
生
じ
る
だ
け

で
な
く
、
感
電
や
火
災
、
通
信
網
の
寸
断
等
の
二
次

災
害
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
電
線
類
の
地
中

料資

電力会社名 (国名) 100マイル当たり事故率

(地中 / 架空比)

回

糟

圓
鰈

枇

鰈
枇
回
檜

づ
撹
鰈
電

ツ
赦
錨
薊
の

少
尹
動
づ
篇

彰露
燕

お
菊
第
膊
銘

ハU

Û

Û
nv
nv

住宅 ･都市整備公団資料 (平成 5年 1月)

安
定
供
給
や
通
信
の
信
頼
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
地
中
線
の
事
故
率
は
、
架
空
線
に
比
べ
、

概
ね
1
/
3
程
度
で
あ
る

(資
料
5
)。

⑤

都
市
の
景
観
の
向
上

海
外
の
先
進
諸
国
に
比
べ
、
日
本
の
ま
ち
づ
く
り

の
遅
れ
は
景
観
に
も
現
れ
て
お
り
、
電
線
類
や
電
柱

資料6 電線類地中化の事例 (大分市 国道10号)

,

鰤

　

　

　

す
っ
き
り
と
美
し
い
も
の
と
な
る

(資
料
6
)。

五

0
･
C
･
B
O
X
の
平
成
七
年
度
予
算

安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
の
確
保
と
景
観
の
整
備

等
を
図
る
た
め
特
に
電
線
類
の
地
中
化
を
図
る
必
要
が
高

い
道
路
の
区
間
に
お
い
て
、
道
路
の
地
下
に
二
以
上
の
電

線
管
理
者
又
は
道
路
管
理
者
の
電
線
を
収
容
す
る
電
線
共

同
溝
を
整
備
す
る
事
業
制
度
を
創
設
す
る
。

こ
の
場
合
、
補
助
率
及
び
国
庫
負
担
率
に
つ
い
て
は
、

1
/
2

(指
定
区
間
内
の
一
般
国
道
の
う
ち
、
北
海
道
に

あ
っ
て
は
2
/
3
、
沖
縄
に
あ
っ
て
は
鮠
/
m
)
と
す
る
。

た
だ
し
、
道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
伴
う
も
の
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
係
る
補

助
率
及
び
国
庫
負
担
率
と
す
る
。

電
線
共
同
溝
整
備
事
業
に
お
け
る
電
力
･
通
信
事
業
者

の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
単
独
地
下
埋
設
相
当
分
を
も
と

に
算
出
す
る
。

ま
た
、
電
線
共
同
溝
整
備
事
業
の
創
設
に
あ
わ
せ
、
電

線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(仮
称
)
の

制
定
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
電
線
類
地
中
化
設
備

に
関
す
る
特
別
償
却
制
度

(特
別
償
却
率
一
0
%
)
に
つ

い
て
、
適
用
期
限
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、
電
線
共
同
溝

の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
新
た
な
法
制
度
に
よ
る
整
備

計
画
に
基
づ
く
電
線
共
同
溝
に
入
溝
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
現
行
の
地
域
要
件
に
か
か
わ
ら
ず
地
中
化
設
備

(光



電
線
共
同
溝

八
四
一

七
年
度
要
求
事
業
費

二
九
五

六
年
度
事
業
費

-
÷
八
五

倍

率

(単
位
"
億
円
)

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
、
電
力
線
等
)
に
係
る
特
別
償
却

の
対
象
と
す
る
よ
う
拡
充
す
る
。

さ
ら
に
、
電
線
共
同
溝
整
備
事
業
に
係
る
建
設
負
担
金

及
び
関
連
施
設

(ケ
ー
ブ
ル
、
関
連
機
器
等
)
の
整
備
に

対
す
る
道
路
開
発
資
金
及
び
日
本
開
発
銀
行
の
低
利
融
資

制
度
を
創
設
す
る
。

な
お
、
都
市
内
に
お
い
て
は

イ

商
業
業
務
地
区

口

学
校
、
図
書
館
、
病
院
、
福
祉
施
設
、
行
政
機

関
等
の
公
共
的
施
設
周
辺
地
区

ハ

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
、
ま
ち
の
玄
関
口
の
道
路
等
良
好
な
景
観
を
保

全
又
は
形
成
す
る
地
区

等

で
重
点
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
延
長
に
し
て
約
四
0

○
如
整
備
す
る
。

ま
た
、
都
市
間
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
の
高
度
化
実

現
の
た
め
、
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
に
併
せ

て
約
三
〇
〇
如
整
備
す
る
。

六

七
年
度
予
算
額

※
電
力
線
、
通
信
線
等
を
ま
と
め
て
地
中
化
す
る
電
線
共
同
溝
整

備
費
と
道
路
管
理
用
光
ケ
ー
ブ
ル
収
容
施
設
の
整
備
費
を
計
上
。

※
六
年
度
事
業
費
は
従
来
の
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
事
業
費
を
計
上
。

七

お
わ
り
に

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
は
、
高
度
情
報
化
社
会
の
実

現
だ
け
で
な
く
、
生
活
大
国
に
ふ
さ
わ
し
い
基
盤
づ
く
り

に
も
大
い
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
関
係
機
関
、
地
方
公

共
団
体
、
電
力
･
通
信
事
業
者
等
と
連
携
し
つ
つ
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
こ
の
施
策
を
大
き
く
展
開
し

て
い
く
に
は
、
解
決
す
べ
き
課
題
等
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、

二
一
世
紀
の
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
へ
の
期
待
は
多
大
な

も
の
が
あ
り
、
二
一
世
紀
に
向
け
、
｢情
報
｣
を
生
活
･

経
済
の
主
軸
に
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
建
設
省

と
し
て
も
必
要
な
制
度
の
整
備
･
事
業
の
実
施
、
研
究
･

開
発
等
を
一
層
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
関
係
各
位

の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。



特
"
簾
)新
た
な
道
路
の
空
間
機
能

地
下
室
間
を
活
期
し
起
駐
車
場
整
備

建
設
省
道
路
局
企
画
課

一

駐
車
の
実
態

六
、
0
0
0
万
人
を
超
え
る
人
々
が
免
許
を
持
ち
、
概

ね
六
、
0
0
0
万
台
の
車
が
動
き
、
道
路
は
、
あ
ら
ゆ
る

国
民
生
活
、
経
済
社
会
活
動
を
支
え
る
根
幹
的
な
社
会
資

本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
動
車
交
通
は
、
都
市

活
動
を
維
持
す
る
上
で
も
最
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
特
に
地
方
都
市
に
お
い
て
は
、
く
る
ま
社
会
が
定
着

し
、
交
通
手
段
と
し
て
も
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
動
車
交
通
は
、
走
行
だ
け
で
な
く
目
的
地
で
の

停
止
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
｢走
行
の
場
｣
と
し

て
の
道
路
と
、
｢停
止
の
場
｣
と
し
て
の
駐
車
場
の
整
備

は
、
交
通
対
策
の
両
輪
と
し
て
と
も
に
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
動
車
の
保
有
と
利
用
の
増
加
に
対

し
て
、
地
価
高
騰
、
用
地
不
足
、
駐
車
場
経
営
の
採
算
性

の
低
下
等
に
よ
り
、
駐
車
場
整
備
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
増
大
す
る
駐
車
需
要
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。

全
国
的
な
駐
車
実
態
は
、
五
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
自
動
車
起
終
点
調
査
に
よ
り
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
成
二
年
の
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス

で
は
、
ピ
ー
ク
時
瞬
間
で
は
約
一
〇
〇
万
台
の
車
が
市
街

地
部
で
路
上
駐
車
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る

(資
料
1
)。

路
上
駐
車
は
大
都
市
で
特
に
著
し
く
、
東
京
都
内
及
び
大

阪
府
内
に
お
け
る
瞬
間
路
上
駐
車
台
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一

七
万
三
千
台
、
二
九
万
四
千
台

(平
成
五
年
、
警
察
庁
調

べ
)
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
違
法
駐
車
の
占
め
る
割
合
は
八

割
を
超
え
る
o

一
方
、
不
特
定
の
利
用
者
の
駐
車
需
要
に
対
応
す
る
一

時
預
か
り
駐
車
場
の
整
備
水
準
が
概
ね
一
〇
〇
万
台
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
駐
車
需
要
は
二
〇
〇
万
台
、
一
時
預
か
り

駐
車
場
の
整
備
水
準
は
約
五
割
と
推
測
さ
れ
る
。

二

路
上
駐
車
の
問
題
点

こ
の
都
市
に
お
け
る
著
し
い
路
上
駐
車
は
、
様
々
な
問

題
を
引
き
起
こ
す
。
二
車
線
道
路
で
は
約
四
○
%
交
通
容

量
が
低
下

(資
料
2
)
し
、
交
通
渋
滞
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
駐
車
車
両
に
よ
る
見
通
し
の
悪
化
等
の
た

め
、
都
内
の
事
故
の
う
ち
約
四
○
%
が
路
上
駐
車
が
原
因

と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
路
上
駐
車
は
地
域
の
社
会

.

経
済
活
動
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
特
に
地
方
都

市
の
中
心
の
商
店
街
等
で
は
、
駐
車
場
不
足
等
に
よ
り

買
い
物
客
が
駐
車
場
の
あ
る
郊
外
型
店
舗
に
移
る
な
ど
、

中
心
市
街
地
の
活
力
の
低
下
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
住
宅
地
に
お
い
て
も
、
慢
性
的
な
車
庫
不
足
に
よ



資料 1 ピーク時駐車需要

届出駐車場

ころ爺霧島 r等64o万台モ
一

針

車庫がわりの駐車需要 都市計画駐車場
駐車場等640万台 付置義務駐車場

駐車需要 専用駐車場
その他

{… 一 対こ…計〕 路上15o方 仁 義 総

資料 2 交差点部の交通容量低下

単路部片側車線数
(駐停車帯を除く)

交通容量 (台/ 時) 駐車による交通

容量の低下率 %駐車なし 駐車あり

1上
りみ
ろくU

1'000

1'700

2 ,350

600

1,200

1,900

- 40

- 29

- 19

出典 :㈱国際交通安全学会 ｢駐車対策に対する提言 (1986年)｣

資料 3 これまでの駐車場に係る施策一覧

年度 駐車場に係る制度の創設、改正等

昭和48年 ･有料道路融資事業制度 (無利子貸付制度) の創設
昭和60年 ･道路開発資金 (低利子貸付制度) の創設
平成元年 ･道路法等の改正 (H 元,6 .28公布 H 元.11.22施行)

(立体道路制度の創設)

平成2年 ･道路交通法及び車庫法の改正 (H 2 .7 .3 公布 H 3 ,7 , 1施行)

(反則金の引き上げ、使用者の責任制度の導入等)
･駐車場付置義務に係る標準条例の大幅な改正 (H 2 ,6 ,11通達)

(特定用途建築物の付置義務強化等)
･総合設計の活用による容積率の一層の緩和 (H 2 .11.26通達)

平成3年 ･道路法の改正 (H 3 .5 .2 公布 H 3 .11. l施行)

(自動車駐車場利用者からの料金徴収を可能)

･駐車場法の改正 (H 3 .5 ,2 公布 H 3 .11, 1施行)

(付置義務地域の拡大、建築物に対する付置義務強化、駐車場整備地区におけ

る駐車場整備計画の策定の義務化等)
･駐車場付置義務に係る標準条例の改正 (H 3 .1 1. 1通達)

O E特定用途建築物の付置義務対象の引き下げ 3,000 m2 - 2 ,000話)

･第 5 次特定交安事業五箇年計画における駐車場の新規工種への追加

･特定交安事業による駐車場への補助制度の創設

･民間の共同駐車場への補助制度の創設

･公営住宅の助成対象に駐車場を追加

･駐車場整備に対する住宅金融公庫の割増貸付制度の創設

･税制の拡充

平成4年 ･都市計画法及び建築基準法の改正 (H 4 .6 .2 6公布 H 5 .6 ,26施行)

(住居系用途地域における駐車場に係る建築規制の大幅緩和等)
平成5年 ･第11次道路整備五箇年計画の策定 (H 5 .5 .28閣議決定)

･駐車場整備推進機構の設立 (H 5 .7 ,14設立認可)

り
通
路
に
ま
で
車
が
置
か
れ
、
住
環
境
が
阻
害
さ
れ
て
い

る
ば
か
り
で
な
く
、
消
防
車
の
到
着
が
遅
れ
消
火
活
動
が

で
き
な
い
な
ど
深
刻
な
事
態
も
生
じ
て
い
る
。

三

総
合
的
な
駐
車
対
策
の
推
進

こ
の
た
め
、
平
成
二
年
に
は
、
道
路
交
通
法
及
び
自
動

車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

に
よ
る
反
則
金
の
引
き
上
げ
等
を
行
う
と
と
も
に
、
デ
パ
ー

ト
･
事
務
所
等
の
特
定
用
途
の
建
築
物
に
対
す
る
附
置
義

務
を
強
化
す
る
た
め
の
標
準
条
例
の
改
正
、
総
合
設
計
制

度
の
活
用
に
よ
る
容
積
率
の
一
層
の
緩
和
措
置
、
住
居
地

域
に
お
け
る
車
庫
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
建
築
基
準
法

の
規
制
緩
和
等
、
一
連
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
平
成
三
年
に
は
、
従
来
か
ら
の
施
策
に
加
え
、

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
一
般
建
築
物
に
対
す
る
附
置
義
務
強
化



や
附
置
義
務
地
域
の
住
居
地
域
等
へ
の
拡
大
等
を
内
容
と

す
る
駐
車
場
法
の
改
正
、
駐
車
場
整
備
促
進
税
制
の
拡
充

等
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
三
年
度
予

算
に
お
い
て
は
、
主
に
商
店
街
対
策
と
し
て
実
施
す
る
民

間
の
共
同
駐
車
場
へ
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

交
通
安
全
の
観
点
か
ら
新
た
に
道
路
事
業
に
よ
る
駐
車
場

補
助
制
度
に
着
手
す
る
等
駐
車
場
整
備
に
関
す
る
予
算
措

置
の
拡
充
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
駐
車
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
施

策
の
創
設
及
び
改
正
が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(資
料
3
)。

四

道
路
事
業
に
よ
る
駐
車
場
整
備

道
路
事
業
に
お
い
て
は
、
総
合
的
･
計
画
的
な
対
策
の

た
め
の
駐
車
場
整
備
計
画
策
定
調
査
補
助
、
民
間
駐
車
場

の
整
備
促
進
の
た
め
の
道
路
開
発
資
金
に
よ
る
低
利
融
資

制
度
、
公
共
駐
車
場
の
整
備
推
進
の
た
め
の
有
料
融
資
事

業
等
に
よ
る
無
利
子
融
資
制
度
及
び
交
通
安
全
施
設
等
整

備
事
業
に
よ
る
補
助
制
度
、
並
び
に
駐
車
場
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
の
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
へ
の
補
助
制
度
に

よ
り
、
総
合
的
に
駐
車
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
七

年
度
事
業
費
は
、
駐
車
場
整
備
九
九
六
億
円
、
駐
車
場
案

内
シ
ス
テ
ム
四
八
億
円

(資
料
4
)
。

れ
た
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
で
あ
る
。
駐
車
可

能
台
数
は
一
〇
〇
ー
二
〇
〇
台
と
比
較
的
小
規
模
な
駐
車

場

(有
料
融
資
事
業
等
は
一
〇
〇
台
以
上
)
を
対
象
と
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
補
助
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
採
算
に
難
の
あ
っ
た
駐
車
場
も
整
備
可
能
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
道
路
の
地
下
空
間
を
活
用

し
た
駐
車
場
の
整
備
が
大
幅
に
進
む
こ
と
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る

(資
料
5
)。

五

地
下
駐
車
場

都
市
の
中
心
部
な
ど
で
は
、
土
地
の
有
効
利
用
等
を
図

る
観
点
か
ら
、
道
路
、
公
園
等
の
公
共
施
設
の
地
下
空
間

を
活
用
し
て
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
日
本
で
は
市
街
地
の
地
価
が
著
し
く
高
く
、
新
た

な
適
地
を
得
る
の
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

地
下
空
間
の
有
効
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
八
年
か
ら
有
料
融
資
事

業
等
の
無
利
子
融
資
制
度
に
よ
り
駐
車
場
整
備
を
進
め
て

き
た
が
、
地
下
駐
車
場
の
建
設
に
は
莫
大
な
資
金
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
事
業
採
算
の
観
点
に
よ
り
、
必
ず
し
も
道

路
地
下
に
お
い
て
整
備
が
推
進
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
を
解
決
し
た
の
は
、
平
成
三
年
に
創
設
さ

資料 4 平成 7年度道路事業による駐車場整備
関係予算 (単位 :億円)

区 分 緻
費

度
業

年7
事

度
費

年
業

前
事

倍 率

場
等
企
業
金
ム

業
ぞ
事
蚕
テ

事
努
誰
“
ス

資

通
併

発

ン

融
髪
整
事
轆

路
交
等
酵
朝

道

E
精
各
頴

料

袈
謬

扉

場

有
特
施
道
車

駐

駐

邨
243

弼
200

48

鯛
249

457

226

48

的
堀

第

89

00

箇所数 (完成箇所数)

萱観融資事業氏蕊4 8 ~ }
沿道地下

l 遭路地下 l 公困地下 l l 立体式 l
3 0 (1 5 ) 16 (l o ) 4 (0 2 9 (2 3 )

5 0 (2 6 )

特定麩歌事業｣ H 3 ~ } 河川地下
公園地下 沿道地下

道路地下 立体式

7 1 9 (2 ) 5 (3 ) 2 5 (1 1)

資料 5 駐車場の整備箇所別の分類 (平成 7年 1月現在)



ま
た
、
地
下
に
お
い
て
、
駐
輪
場
、
地
下
鉄
、
融
雪
槽

等
と
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
空
間
を
有

効
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(資
料
6
)
。

地下鉄等との一体整備 (平成 7年 1月現在)

都市名 箇所名 地下鉄路線名

市

市

市

市

区

浜

沢

阪

戸

港
横
藤
大
神

鰯
場
下
場

車
地
車
場

場
駐
前
駐
車

車
下
駅
下
駐

駐

地

台

地

岬

金

町

南

橋

田

目
元
湘
桜
和

綴づい楸讓
線

1
線

海

号
線
営
絡
営

7

21
市

連

市

団
M
浜

福

戸

営
M
横

片

神

5 箇所

(平成 7年 1月現在)

都市名 箇所名 造構 駐車場 駐輪場

市

市

区

市

原

市

市

市

市

市

市

市

市

州

奥

沢

模

橋

都

田

槻

戸

戸

子

島

九

中
藤
相
豊
京
吹
高
神
神
米
広
北 競

前
前

園

前
前

公

園

駅

駅

前

公
南
駅
駅
前
地
前

公

台

原

駅

柳

西

駅

田

岬

駅

天

駅

町

南

模

橋

町

田

槻

長

田

子

新

尾

浜
湘
相
豊
出
吹
高
新
和
米
西
折

下
下
体
下
下
下
体
下
下
下
下
体

地
地
立
地
地
地
立
地
地
地
地
立

ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ

ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ

六

地
下
駐
車
場
の
出
入
口
の
確
保

(沿
道
建

築
物
と
の
接
続
)

駐
車
場
の
出
入
□
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
問

題
が
あ
る
。
幅
員
の
狭
い
道
路
に
あ
っ
て
は
、
道
路
や
出

入
□
を
設
け
る
こ
と
は
困
難
な
場
合
が
多
い
。
道
路
の
幅

員
が
狭
く
な
く
と
も
、
道
路
の
車
線
を
減
ら
し
て
出
入
ロ

を
設
け
る
場
合
に
は
、
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
や
、
交

差
点
と
の
関
係
、
沿
道
と
の
関
係
等
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
沿
道
の
建
築
物
内
の
通
路
や
敷

地
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
駐
車
場
の
出
入
り
ロ
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
沿
道
の
建
築
物

内
に
設
け
た
駐
車
場
と
出
入
口
を
共
用
す
れ
ば
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
利
用
し
や
す
く
な
る
こ
と
、
駐
車
場
の
規
模
が
拡

大
し
、
利
用
効
率
が
向
上
す
る
こ
と
、
交
通
処
理
上
も
よ

り
適
切
な
も
の
と
な
る
こ
と
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。
現

に
、
道
路
･
建
築
物
内
に
そ
れ
ぞ
れ
出
入
口
が
あ
る
場
合
、

入
口
は
道
路
･
出
口
は
建
築
物
内
に
あ
る
場
合
、
入
口
も

防災施設との一体整備 (平成 7年 1月現在)

都市名 駐車場名 事業名

札幌市 札幌駅北口地下駐車場 雪寒事業 (融雪槽)

出
ロ
も
建
築
物
内
に
あ
る
場
合
な
ど
、
様
々
な
事
例
が
あ

る
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
建
築
物
内
に
は
立
体
道
路
区
域

を
設
定
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
担
保
が

あ
る
場
合

(地
方
公
共
団
体
が
床
を
取
得
す
る
な
ど
)
に

は
設
定
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
平
成
五
年
度

よ
り
、
道
路
地
下
等
の
駐
車
場
と
民
間
駐
車
場
と
の
接
続

を
推
進
す
る
た
め
、
民
間
主
体
が
整
備
す
る
駐
車
場
本
体

や
接
続
部
分
に
対
す
る
道
路
開
発
資
金
の
低
利
融
資
制
度

と
し
て

｢官
民
一
体
型
駐
車
場
整
備
事
業
｣
を
創
設
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る

(資
料
7
)
。

一興



七

地
下
空
間
を
利
用
し
左
新
左
な
技
術

今
後
、
道
路
等
の
地
下
空
間
を
活
用
し
た
駐
車
場
整
備

を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
建
設
費
の
低
減
、

経
済
的
な
施
工
法
の
開
発
、
機
械
式
駐
車
装
置
の
導
入
に

よ
る
収
容
効
率
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
地
下
の
駐
車
空
間
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、

管
理
の
省
力
化
、
安
全
性
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
平
面

往
復
方
式
と
い
わ
れ
る
機
械
式
駐
車
装
置
の
適
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

平
面
往
復
方
式
駐
車
装
置
の
一
例
と
し
て
は
、
入
庫

(出
庫
)
の
際
に
降
車

(乗
車
)
す
る
入
庫
バ
ー
ス

(出

庫
バ
ー
ス
)
と
格
納
部
と
の
間
を
昇
降
移
動
す
る
入
庫
リ

フ
ト

(出
庫
リ
フ
ト
)
で
構
成
さ
れ
る
。
格
納
部
は
複
数

の
格
納
段
か
ら
な
り
、
各
格
納
段
に
は
車
両
搬
送
用
の
台

車
が
あ
り
、
台
車
走
路
の
両
側
に
は
自
動
車
を
納
め
る
格

納
ま
す
が
配
置
さ
れ
て
い
る

(資
料
8
)。

平
面
往
復
方
式
駐
車
装
置
は
、
下
記
の
と
お
り
処
理
能

力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
o

①

入
庫
位
置
と
出
庫
位
置
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、

入
庫
動
作
と
出
庫
動
作
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
C
"る
0

②

利
用
者
が
入
庫

(出
庫
)
し
て
い
る
間
に
機
械
を

動
作
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

入
庫
リ
フ
ト

(出
庫
リ
フ
ト
)
の
昇
降
動
作
と
格

納
空
間
に
あ
る
各
台
車
の
走
行
動
作
を
並
行
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

④

制
御
技
術
の
向
上
や
セ
ン
サ
ー
技
術
の
進
歩
に
よ

り
台
車
や
リ
フ
ト
に
よ
る
車
両
の
高
速
搬
送
が
可
能

で
あ
る
。

ま
た
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

①

車
と
人
と
の
動
線
が
分
離
さ
れ
駐
車
場
内
の
事
故

が
減
少
す
る
。

②

利
用
者
が
自
ら
駐
車
場
場
所
を
探
す
必
要
も
な
く

｢前
進
入
庫
･
前
進
出
庫
｣
で
あ
る
こ
と
か
ら
誰
で

も
簡
単
に
駐
車
で
き
る
。

③

入
出
庫
バ
ー
ス
と
自
動
車
の
格
納
庫
が
完
全
に
分

離
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
薄
暗
く
、
排
気
ガ
ス
臭
い

と
い
う
地
下
駐
車
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
も
の

で
あ
る
。

資料 8 平面往復方式駐車装置の構成



④

従
来
の
機
械
式
よ
り
高
速
で
出
庫
で
き
る
こ
と
か

ら
、
待
ち
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
平
面
往
復
方
式
駐
車
場
は
、
資
料
8
の
よ
う

に
、
台
車
走
路
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は

細
長
い
形
状
の
土
地
が
適
し
て
お
り
、
道
路
地
下
空
間
を

活
用
す
る
場
合
に
た
い
へ
ん
効
果
的
で
あ
る
。
道
路
幅
員

が
狭
い
場
合
で
あ
っ
て
も
効
率
よ
く
収
納
が
可
能
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
今
後
、
道
路
地
下
で
こ
の
技
術
が
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
、
現
在
道
路
事
業
に
よ
り
整
備
し

て
い
る
平
面
往
復
方
式
駐
車
場
の
箇
所
の
イ
メ
ー
ジ
図
を

示
す

(資
料
9
)。

八

こ
れ
か
ら
の
駐
車
場
整
備

土
地
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
都
市
の
中
心
部
で
駐
車

場
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
･
公
園
･
河
川
の

上
下
空
間
な
ど
公
丑
完
工
間
の
有
効
活
用
、
地
下
鉄
、
物
流

拠
点
、
防
災
拠
点
等
と
の
一
体
的
整
備
、
公
共
駐
車
場
と

民
間
駐
車
場
の
共
同
整
備
･
接
続
整
備
、
立
体
道
路
制
度

の
活
用
に
よ
る
建
築
物
一
体
整
備
等
を
図
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
整
備
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
後
は
、
駐
車
場
の
整
備
に
当
た
り
、
道
路
等
の
公
共

地
下
空
間
の
有
効
活
用
、
各
種
施
設
と
の
一
体
整
備
、
新

た
な
技
術
の
導
入
等
を
進
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
、
駐
車
対
策
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ

盪
　

　
“
を

　　　　　　　
　　　
　

　　
　
　
　

　　
　
　　

　
　
　　
　　

、
＼
燐
が
:

　　が　　
%

　　



く
り
の
関
連
か
ら
、
地
域
に
お
い
て
、
駐
車
場
整
備
を
核

と
し
て
、
人
工
地
盤
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
、
電
線
類
の

地
中
化
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
こ

れ
ら
の
道
路
事
業
を
面
的
か
つ
総
合
的
に
行
い
、
質
の
高

い
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

(資

ば 応 バ リ 利 正 る ( 旅 し 法 都 料 い れ 地 と く

彦星あと、憩奏モ方獲得さ整襲撃 九 蜆競ろ鬼をあ
い こ ラ し る 機 ら な く 路 の 人 連

り 事 整 工 か　 　 　　　　 　 　　　
　 　　 　

　　　　　　　　　　　　 を 業 備 地 ら
行 を を 盤 、

施 上 り に 担 解 未 調 も 、 に 々 っ 両 行 、 地
# が も 、 の 消 だ ベ ー 穢 そ お に て 的 う コ 域

駐
車
対
策
は
、
徐
々
に
効
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
。
東
京

都
内
及
び
大
阪
府
内
に
お
け
る
瞬
間
路
上
駐
車
台
数
は
、

法
改
正
前
と
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
%
、
二
0
%
減
少

し
て
い
る

(資
料
=

警
察
庁
調
べ
)。
ま
た
、
バ
ス
の

旅
行
時
間
の
減
少
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
相
当
数
の
路
上
駐
車
が
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
消
の
た
め
に
は
、
引
き
続
き
、
適

正
な
交
通
機
関
の
分
担
の
も
と
、
駐
車
場
の
整
備
･
有
効

利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
適
正
な
交
通
規
制
･
取
り
締
ま

り
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
道
路
の
利
用
者
で
あ
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
モ
ラ
ル
の
向
上
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
か
ね

続 が え 、 ○ 台 る あ 、 、 電
き 存 ら バ % 数 o る 質 今 線
、 在 れ ス 減 は 東 ( の 後 頬
適 す る の 少 、 京 資 高 こ の

資料11 駐車政策の今後の展望
36万 7千台

35万 2千台　　 　　 　　　　　ー、、、~こときJ I□
　　　　　　　

31万 1千台

.･、.
大阪府

対象に実施。
平成2年 平成 3年 平成4年 平成 5年

東京都内及び大阪府内における瞬間路上駐車台数 (警視庁調べ)

資料12

d 31分20秒

18分 0秒 、 18′42“20

.,･,,, .",.,," 16′20
、 16'42" 14 0･

. - " "
13,20,

1 n g 一- - 晴海通り上り10
… …･青山玉川通り上り
.…-… 靖国通り上り

注 :調査日は、平成2年(平2,L2 ,
26)、平成3年(平3.10.4)、平

成4年(平4.5 .13)とも平日。
平成 2年 平成 3年 平成4年

′ゞ ?ちZf千時越野の堆終 優艶視庁翻ハ凸



霧

簾

新
た
な
道
路
⑭
空
間
機
能

＼
＼

　　
　

、シー

、ミラ＼＼

　

　
　　

道
路
空
間
に
蘂
け
る
軌
週
系
⑭
秦
週
施
設

建
設
省
道
路
局
路
政
課
課
長
補
佐

牧

哲
史

　　
　や

一
は
じ
め
に

わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
は
、
自
動
車
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

生
活
が
こ
れ
ま
で
人
、
物
、
情
報
な
ど
の
交
流
を
支
え

る
交
通
の
発
達
に
よ
り
、
豊
か
に
な
っ
て
来
た
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て
、
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
た

め
、
自
動
車
、
鉄
軌
道
等
の
各
種
交
通
機
関
が
地
域
特
性
、

交
通
特
性
に
応
じ
て
国
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
総

合
的
な
輸
送
体
系
を
確
保
す
る
、
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
政

策
の
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
o

な
か
で
も
道
路
は
自
動
車
、
自
転
車
、
歩
行
者
な
ど
の

交
通
路
で
あ
る
と
と
も
に
各
種
交
通
機
関
の
戸
ロ
か
ら
戸

ロ
へ
の
交
通
を
完
結
さ
せ
、
ま
た
複
数
の
交
通
機
関
を
連

結
｣

相
互
に
連
携
さ
せ
る
機
能
を
有
を

“
玖

役
割

讓路敷設延長 ･道路
11月 1日現在

は
大
き
い
。

特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
、
道
路
は
極
め
て
貴
重
な
連

続
し
た
空
間
を
有
し
て
お
り
、
地
下
鉄
、
新
交
通
シ
ス
テ

ム
、
路
面
電
車
な
ど
の
軌
道
系
の
交
通
機
関
の
導
入
空
間

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
は
道
路
交
通
に
と
ど
ま

ら
ず
、
総
合
的
な
交
通
施
設
の
導
入
空
間
と
な
っ
て
い
る

(表
1
)。

一
方
、
軌
道
系
の
交
通
機
関
を
道
路
に
導
入
す
る
と
、

他
に
く
ら
べ
非
常
に
大
き
な
空
間
を
占
用
し
、
他
に
空
間

を
利
用
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
空
間
の
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
利
用
の

観
点
か
ら
、
十
分
な
調
整
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
-0

　　
　
　

軌
率

ル

ム

区

鉄
設

ー

テ

法

レ

ス

　
　

　
　
　
　
　

延 長 設

長蹴道延
路
率設

道
敷

地下鉄 ㈱ 445
.
8 76

.
1 %

都市モノレール 鮖 瑯 眺m
新交通システム 靜 ㈱ 聯
路面軌道 * 嚥 眺

二

道
路
空
間
を
利
用
し
彪
軌
道
系
交
通
施
設

整
備
に
か
か
わ
る
諸
制
度

道
路
は
市
街
地
に
お
い
て
は
貴
重
な
軌
道
系
交
通
機
関

の
導
入
空
間
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
導
入
の
た
め
の



諸
制
度
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

道
路
空
間
を
利
用
し
た
軌
道
系
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、

地
下
鉄
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
、
路
面

電
車
、
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
主
と
し
て
軌
道
法
に
よ
る
特
許
を
受
け
て
道

路
に
敷
設
す
る
こ
と
に
な
る
。

=

地
下
鉄

地
下
鉄
に
つ
い
て
は
鉄
道
事
業
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
軌
道
法
第
二
条
に
は

｢軌
道
ハ

特
別
ノ
事
由
ア
ル
場
合
ヲ
除
ク
外
之
ヲ
道
路
ニ
敷
設
ス
ヘ

シ
｣
と
あ
り
、
一
方
鉄
道
事
業
法
第
六
一
条
に
は

｢鉄
道

線
路
は
、
道
路
法
に
よ
る
道
路
に
敷
設
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
建

設
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
時
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。｣

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
下
鉄
は
軌
道
法
の
下
に
整

備
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し

実
際
に
は
、
軌
道
法
に
基
づ
く
地
下
鉄
は
、
大
阪
市
交
通

局
の
経
営
す
る
も
の
の
外
は
極
僅
か
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、

鉄
道
事
業
法
に
基
づ
く
地
下
鉄
は
、
道
路
に
敷
設
し
な
い

こ
と
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
市
街
化
の
進
ん
だ
都
心
部
に

鉄
道
専
用
の
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で

あ
り
、
現
実
に
は
残
さ
れ
た
連
続
す
る
都
市
空
間
で
あ
る

道
路
に
敷
設
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

②

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

モ
ノ
レ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
道
路
に
架
設
さ

れ
、
路
線
の
大
部
分
が
都
市
計
画
区
域
内
に
存
す
る
場
合
、

｢都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
｣

(昭
和
四
七
年
)
に
よ
り
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
整
備
に
関

す
る
道
路
管
理
者
の
責
務
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
同

時
に
地
下
鉄
の
よ
う
な
適
用
法
を
め
ぐ
っ
て
の
論
争
が
お

こ
ら
な
い
よ
う
、
運
輸
省
と
建
設
省
の
間
で
、
｢都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
は
、
そ
の
支
柱
が
道
路
面
を
占
め
て
い
る
こ
と

に
か
ん
が
み
、
軌
道
法
の
解
釈
上
、
軌
道
法
を
適
用
す
る

も
の
と
す
る
｣
と
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
昭
和
四
九
年
度
に
は
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
支
柱
及
び

桁
等
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
部
分
を
道
路
法
の
道

路
の
一
部
と
し
て
改
築
す
る
こ
と
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
補
助

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
の
イ
ン
フ
ラ
部
分
は
軌

道
施
設
で
は
な
く
道
路
法
の
道
路
で
あ
り
、
電
力
線
等
の

軌
道
施
設
が
軌
道
法
に
基
づ
き
イ
ン
フ
ラ
部
分
を
占
用
す

る
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
イ
ン
フ
ラ
補
助
の
基
本
額
は
、

全
体
事
業
費
の
五
九
･
九
%
以
内

(こ
れ
に
補
助
率
を
乗

じ
て
国
庫
補
助
の
上
限
が
算
定
さ
れ
る
)
と
さ
れ
て
い
る

(表
2
)。
道
路
の
一
部
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
補
助
を
行
う

所
以
は
以
下
の
考
え
方
に
基
づ
く
。

①

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
は
道
路
交
通
の
補
助
的
交
通

機
関
と
し
て
道
路
交
通
の
一
部
を
分
担
し
て
お
り
、

道
路
行
政
の
一
環
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。

②

路
面
交
通
の
た
め
の
空
間
と
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等

の
た
め
の
路
上
空
間
と
は
連
続
し
た
空
間
を
構
成
し

て
お
り
、
双
方
の
通
行
の
安
全
性
と
構
造
上
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
両
者
を
一
体
的
に
建
設
、

管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

③

都
市
等
に
樅
け
る
交
通
需
要
の
増
大
に
対
処
す
る

為
、
道
路
の
拡
幅
を
行
う
か
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等

を
建
設
す
る
か
は
道
路
計
画
上
の
問
題
と
し
て
道
路

管
理
者
が
担
当
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。

④

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
桁
、
支
柱
等
の
下
部
構
造

部
分

(イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
部
)
は
、
本
来

道
路
敷
地
の
一
部
を
構
成
す
る
軌
道
敷
を
混
雑
緩
和

の
為
に
立
体
化
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
上
下
は
一
体
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
が
妥
当
で

あ
る
。

⑤

さ
ら
に
、
こ
の
イ
ン
フ
ラ
部
は
歩
道
部
分
、
車
道

部
分
等
と
と
も
に
道
路
交
通
の
一
部
を
分
担
し
、
道

表 2 補助率とインフラ率の推移

年 度 49 ~ 52 53 ~ 58 59 印

補 助 率 2 / 3 / / mノ
ノ

インフラ率 %
税

第
5

を
鮑

2

標
%姓 %鷄 %観

年 度 61 62 ~ H 4 H 5 ~

補 助 率 my5 mし乾 /

インフラ率 挑肌 眺税 %盟



路
構
造
上
も
道
路
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
為
、
社

今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

会
通
念
上
も
道
路
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

③

新
交
通
シ
ス
テ
ム

三

地
下
利
用
二
･ー
。

な
お
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
昭
和
五
〇
年
よ

り
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
補
助
制
度
と
同
様
の
考
え
方
に

基
づ
き
、
イ
ン
フ
ラ
補
助
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム
で
は
、
一
般
的
に
は
道
路
法
に
よ
る

道
路
に
敷
設
さ
れ
る
も
の
は
軌
道
法
が
適
用
さ
れ
、
そ
の

他
の
部
分
に
敷
設
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
鉄
道
事
業
法

が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
建
設
省
が
行
う
道
路
の
イ

ン
フ
ラ
補
助
制
度
と
運
輸
省
サ
イ
ド
の
イ
ン
フ
ラ
補
助
制

度
が
各
々
密
接
に
関
連
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

㈱

ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス

ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
の
実
施
例
は
国
内
に
は
未
だ
な
く
、

名
古
屋
市
の
志
段
味
線
が
平
成
六
年
一
〇
月
に
初
め
て
軌

道
法
の
特
許
と
な
り
、
道
路
の
イ
ン
フ
ラ
補
助
制
度
に
よ

り
平
成
七
年
度
に
工
事
着
手
の
予
定
で
あ
る
。

◎

路
面
電
車

路
面
電
車
は
、
軌
道
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る
。

路
面
電
車
の
整
備
に
関
し
て
は
、
特
設
の
補
助
制
度
は

な
く
、
む
し
ろ
一
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
道
路
交
通
の
円

滑
化
や
地
下
鉄
整
備
の
た
め
、
路
面
電
車
の
廃
止
が
積
極

的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
路
面
電
車

が
適
切
な
都
市
規
模
の
都
市
の
み
に
残
っ
て
い
る
た
め
か
、

廃
止
は
極
め
て
少
な
く
な
り
、
一
部
で
は
あ
る
が
線
路
拡

張
の
ニ
ー
ズ
も
出
て
き
て
、
道
路
側
の
対
応
に
つ
い
て
は

三

地
下
利
用
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
対
応

都
市
に
お
け
る
ビ
ル
の
高
層
化
に
よ
り
建
物
の
基
礎
杭

が
深
く
な
り
、
地
下
空
間
と
い
え
ど
も
道
路
以
外
に
連
続

し
た
空
間
確
保
を
望
む
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
一
方
で
泥

水
シ
ー
ル
ド
工
法
な
ど
の
技
術
開
発
に
よ
り
、
地
下
空
間

の
利
用
可
能
性
が
増
大
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
下
利
用
は
技
術
の
進
歩
に
よ
り
大
規
模
化

し
て
お
り
、
ま
た
、
地
表
か
ら
四
0
m
程
度
の
深
度
の
と

こ
ろ
も
利
用
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
き
た
。

一
方
、
道
路
の
地
下
は
、
ふ
だ
ん
目
に
触
れ
な
い
が
、

地
下
鉄
工
事
の
現
場
な
ど
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
実
に

多
く
の
も
の
が
入
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
上
下
水
道
、

電
力
線
、
ガ
ス
管
、
通
信
線
の
他
、
地
下
鉄
、
地
下
河
川

な
ど
が
あ
る

(図
-
)
。

大
都
市
の
中
心
部
で
は
、
特
に
交
差
点
の
立
体
交
差
化

や
地
下
道
路
、
共
同
溝
な
ど
、
道
路
整
備
の
側
か
ら
も
地

下
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
積
雪
地
域
の
中
心
市

街
地
で
は
地
下
歩
道
の
計
画
の
可
能
性
も
残
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
都
市
の
中
心
部
に
お
い
て
は
駐
車
場
を
道
路
地

下
や
駅
前
広
場
の
地
下
に
整
備
す
る
必
要
性
が
将
来
生
じ

得
る
こ
と
か
ら
、
集
積
の
高
い
地
域
で
は
、
予
め
道
路
の

地
下
に
駐
車
場
の
た
め
の
空
間
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

出典) 道路行政 (平成五年度版)

ガス

気

湾
ず

こ
の
よ
う
に
道
路
の
地
下
空
間
の
利
用
ニ
ー
ズ
は
高
度

化
･
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
限
ら
れ
た
道
路
地
下
空
間

を
効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
、
平
成
元
年
に

｢地
下
の
公

共
的
利
用
の
基
本
計
画
の
策
定
等
の
推
進
に
つ
い
て
｣

(都
市
局
長
･
道
路
局
長
)
並
び
に

｢道
路
地
下
空
間
利

用
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
｣
(道
路
局
長
)
が
通
達
さ
れ
、

各
道
路
管
理
者
は
道
路
地
下
空
間
の
利
用
計
画
の
策
定
を

推
進
し
て
い
る
o

図 1 青山通り地下利用状況



特
に
地
下
鉄
の
駅
構
築
の
よ
う
に
連
続
し
た
道
路
地
下

空
間
に

｢栓
｣
を
し
て
し
ま
う
よ
う
な
構
造
物
と
の
計
画

調
達
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る

(図

2
)
0こ

の
場
合
の
地
下
空
間
の
利
用
調
整
は
、
道
路
地
下
空

間
利
用
計
画
の
な
か
で
十
分
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

地
下
鉄
利
用
計
画
が
策
定
さ
れ
な
い
場
合
に
あ
っ
て
も
、

道
路
の
横
断
面
の
ゾ
ー
ン
ニ
ン
グ
等
に
よ
り
利
用
空
間
の

整
理
を
予
め
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
他
の
計
画
が
な

い
こ
と
を
も
っ
て
安
易
に
地
表
付
近
か
ら
順
に
早
い
者
勝

ち
で
空
間
を
割
り
当
て
て
い
く
こ
と
は
忌
ま
し
む
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
将
来
の
利
用
計
画
1
例
え
ば
地
下
の
自
動

車
専
用
道
路
Iの
た
め
に
は
長
い
距
離
に
わ
た
っ
て
連
続

し
た
空
間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
単
に
浅
い
空
間
を

多
く
確
保
す
れ
ば
よ
い
も
の
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

大
規
模
な
地
下
利
用
に
つ
い
て
は
道
路
管
理
者
各
々
が
単

独
で
可
否
を
議
論
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
道
路

管
理
者
が
十
分
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
調
整
に
あ
た
る
必

要
が
あ
る

(図
3
)。

最
近
の
望
ま
し
く
な
い
例
を
紹
介
す
る
と
、
広
域
道
路

網
基
本
計
画
に
お
い
て
交
流
促
進
型
の
路
線
に
指
定
さ
れ
、

交
差
点
直
角
方
向
に
主
方
向
立
体
交
差
の
た
め
の
地
下
空

鰤
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間
を
確
保
す
べ
き
と
こ
ろ
、
地
下
鉄
の
駅
構
築
の
一
部
が

交
差
点
内
の
浅
い
空
間
を
占
用
す
る
よ
う
な
内
容
で
調
整

を
終
え
よ
う
と
し
た
例
が
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
例
に
お
い
て
は
、
道
路
側
の
計
画
が
十
分
に
固
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
計
画
協
議
の
テ
ー
ブ

ル
に
上
が
ら

な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
鉄
道
事
業
者
が
道
路
敷
設
許
可
申
請
の
準
備

を
始
め
る
の
が
事
業
化
年
度
の
前
年
度
の
夏
前

(地
下
鉄

の
国
庫
補
助
の
概
算
要
求
エ
ン
ト
リ
i
時
点
)
ぐ
ら
い
で

あ
る
た
め
、
道
路
管
理
者
側
で
道
路
の
設
計
等
を
計
画
調

整
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
到
底
無
理
な
の
で
あ
る
。

三
大
都
市
圏
の
地
下
鉄
整
備
の
長
期
計
画
は
、
運
輸
政

策
審
議
会
に
お
い
て
答
申
が
な
さ
れ
て
お
り
、
一
部
で
は

こ
れ
が
政
府
全
体
の
決
定
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
が
、

運
輸
政
策
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て
は
鉄
道
事
業
の
側
か

ら
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、
道
路
管
理

者
と
の
調
整
が
終
了
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
答
申
の
中
で
事
業
化
が
明
ら
か
な
路
線
に
つ
い
て
は
、

事
業
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
待
つ
事
な
く
、
事
業
化
の
近

い
も
の
か
ら
順
に
計
画
調
整
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
結
果
、
道
路
管
理
者
と
し
て
無
理
な
く
調
整
が
進
め

ら
れ
、
ま
た
鉄
道
事
業
者
の
希
望
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

も
沿
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
両
者
に
と
っ
て
大
き
な
利

益
と
な
る
。

ま
た
、
三
大
都
市
圏
以
外
の
都
市
に
お
い
て
も
、
同
水

準
の
計
画
調
整
が
望
ま
れ
る
。

さ
ら
に
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
は
、
運
輸
政
策
審
議
会
等

に
お
け
る
地
下
鉄
の
構
想
ル
ー
ト
の
公
表
以
前
に
道
路
管

理
者
サ
イ
ド
は
地
下
鉄
の
道
路
敷
設
の
可
能
性
及
び
注
意

点
等
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
、
地
下
鉄
計
画
の
実
施
可
能

性
に
つ
い
て
鉄
道
事
業
者
と
の
間
で
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

四

今
後
の
課
題

○

交
通
結
節
点
整
備

道
路
に
敷
設
す
る
軌
道
系
の
交
通
機
関
は
、
道
路
交
通

と
の
連
携
と
い
う
点
で
は
優
れ
て
い
る
。

一
方
、
道
路
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
に
整
備
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
結
節
機
能
に
つ
い
て
い
く
ら
か
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。

通
常
地
下
鉄
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
る
と
、

地
域
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大
き
く
変
化
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
バ
ス
路
線
の
再
編
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
結

果
、
バ
ス
路
線
の
集
ま
っ
て
く
る
駅
周
辺
で
は
、
バ
ス
の

乗
降
客
が
大
量
に
発
生
す
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
交
通
結
節
点
と
し
て
の
交
通
広
場

や
駅
前
広
場
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
特
に
鉄
道

事
業
法
に
基
づ
く
事
業
の
場
合
、
こ
れ
ら
一
体
不
可
分
の

事
業
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
駅
前
の
放
置
自
転
車
も
後
を
立
た
ず
、
歩
道
を

占
拠
し
て
歩
行
者
が
車
道
を
通
行
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く

ス

ス

ス

ー

一

一
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面

施

部 平成 6年2月25日 (地下鉄 4号線の変更と同時)

名古屋市の地下鉄駅と交通広場整備の良好な関係

さ
れ
る
な
ど
、
道
路
管
理
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
駐
輪
場
整
備
や
放
置
自
転
車
の
管
理

は
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
い
る

(図
4
)。

ひ
と
つ
の
望
ま
し
い
結
節
の
例
と
し
て
、
北
九
州
モ
ノ

レ
ー
ル
の
駅
と
J
R
小
倉
駅
ビ
ル
と
の
合
築
が
行
わ
れ
る

出典)名古屋市資料



計
画
が
あ
る
。

J
R
小
倉
駅
の
鉄
道
の
ホ
ー
ム
と
モ
ノ
レ
ー
ル
の
ホ
ー

ム
を
駅
ビ
ル
内
で
立
体
的
に
交
差
さ
せ
、
最
も
利
便
性
の

高
い
形
で
結
節
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

(図
も
)。

以
上
、
鉄
軌
道
の
整
備
は
そ
れ
単
独
で
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
く
、
交
通
広
場
、
駐
輪
場
な
ど
の
結
節
点
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
て
進
め

ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
時
間
的
余
裕
を
も
っ
て
調

整
を
行
い
、
個
々
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
｢地
域
を
つ
く
る
｣

と
い
う
意
識
の
も
と
に
調
整
を
図
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と

考
え
る
。

参
考
ま
で
に
、
｢自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自

転
車
等
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
推
進
に
関
す
る
法
律
｣

(昭
和
五
五
年
)
の
要
点
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

本
法
は
、
地
方
公
共
団
体
又
は
道
路
管
理
者
が
自
転
車

等
駐
車
場
の
設
置
を
行
う
責
務
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、

鉄
道
駅
周
辺
に
お
い
て
は
鉄
道
事
業
者
に
用
地
の
譲
渡
等

の
協
力
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

②

駅
構
築
の
整
備
空
間
の
確
保

地
下
鉄
の
駅
構
築
は
連
続
し
た
道
路
空
間
に

｢栓
を
し

て
し
ま
う
｣
と
前
述
し
た
よ
う
に
、
駅
構
築
の
様
に
巨
大

な
構
造
物
を
道
路
内
に
設
置
す
る
と
将
来
の
道
路
地
下
空

間
の
利
用
可
能
性
を
著
し
く
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

も
そ
も
鉄
道
事
業
法
に
よ
る
地
下
鉄
の
場
合
、
道
路
に
敷

設
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
た
め
、
極
力
ビ
ル
の

図 5 小倉駅前の整備イメージ (モノレールとJ R 駅ビルとの合築)
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建
て
替
え
等
の
機
会
を
利
用
し
駅
構
築
の
整
備
空
間
を
確

保
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
自
社
の
整
備

す
る
駅
ビ
ル
と
の
合
築
を
し
た
施
工
例

(帝
都
高
速
度
交

通
営
団
後
楽
園
、
茗
荷
谷
…
共
に
地
上
駅
)
や
市
の
整
備

す
る
公
共
施
設
と
駅
施
設
の
一
部
を
合
築
す
る
計
画
例

(埼
玉
高
速
鉄
道
鳩
ヶ
谷
中
央
駅
)
が
あ
る
。

鉄
道
事
業
法
に
よ
る
地
下
鉄
は
道
路
に
敷
設
し
な
い
こ

と
が
原
則
で
も
あ
る
の
で
、
や
む
得
ず
道
路
に
線
路
を
敷

設
す
る
場
合
に
は
、
鉄
道
事
業
者
の
側
で
は
駅
構
築
の
整

備
空
間
の
確
保
の
努
力
は
必
要
と
考
え
る
。

五

ま
と
め

道
路
以
外
に
都
市
部
に
お
い
て
は
連
続
し
た
空
間
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
な
今
日
、
新
交
通
、
モ
ノ
レ
ー
ル
は

も
と
よ
り
地
下
鉄
も
、
構
造
的
に
道
路
と
一
体
を
な
す
と

と
も
に
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
も
道
路
と
一
体
的
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
道
路
と
の
十
分

な
計
画
調
整
を
求
め
ら
れ
る
。

今
後
道
路
地
下
空
間
の
利
用
が
さ
ら
に
輻
輳
し
て
い
け

ば
、
地
下
鉄
補
助
の
予
算
要
求
か
ら
事
業
化
ま
で
の
期
間

内
に
道
路
地
下
空
間
の
利
用
調
整
を
終
え
る
こ
と
は
、
実

質
的
に
不
可
能
に
な
っ
て
く
る
。

従
っ
て
、
地
下
鉄
計
画
に
つ
い
て
も
構
想
段
階
、
計
画

段
階
、
事
業
化
段
階
の
各
段
階
毎
に
、
可
能
な
調
整
を
進

め
て
お
く
こ
と
が
、
鉄
道
事
業
者
に
と
っ
て
も
道
路
管
理

者
に
と
っ
て
も
、
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
道
路
管
理
者
は
道
路
整
備
と
い
う
交
通
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
基
幹
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
立
場
か
ら
、

鉄
道
事
業
と
十
分
な
調
整
を
行
い
、
鉄
道
整
備
を
良
質
な

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ヴ
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
鉄

道
事
業
と
の
調
整
か
ら
も
、
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
政
策
の

一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

な
お
、
道
路

(街
路
)
事
業
に
よ
り
道
路
用
地
を
確
保

し
、
そ
こ
に
地
下
鉄
を
無
償
で
導
入
し
よ
う
と
す
る
ケ
ー

ス
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
道
路
事
業
費
の
使
途
と
し
て
不

適
切
と
思
料
さ
れ
る
の
で
注
意
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
余

裕
が
あ
れ
ば
、
他
に
道
路
管
理
者
と
し
て
行
う
べ
き
事
業

は
地
下
鉄
関
連
だ
け
で
も
か
な
り
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

以
上
、
軌
道
法
並
び
に
鉄
道
事
業
法
六
一
条
の
諸
手
続

き
を
担
当
し
て
の
所
感
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
皆

様
の
ご
意
見
を
賜
わ
れ
る
な
ら
幸
い
で
あ
る
。



新
た
な
道
路
の
空
間
機
能

寺
食
べ浅
く芝
“き
J慧
ぶ養
鶏
W畿
潟
袋
麓
湖
纜
麗
詫
ミ参
ぜ、き
き雑
難
述滋
容忍
箋
認識
諜
鬘
総
讓
州鱗馨
ら漿総
凝
議
ミ繋
い慧
叢義
燃
対
す

阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
立
体
道
路
制
度
の
活
用

阪
神
高
速
道
路
公
団
業
務
部
業
務
課
長

平
成
元
年
六
月
に
立
体
道
路
制
度
が
創
設
さ
れ
て
以
降
、

阪
神
高
速
道
路
公
団
で
は
、
一
一
号
池
田
線
の
梅
田
出
路

(注
1
)
及
び
四
号
湾
岸
線
の
り
ん
く
う
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
で
立
体
道
路
制
度
を
活
用
し
た
道
路
整
備
を
完
成
さ
せ

た
。
現
在
は
、
一
五
号
堺
線
の
湊
町
南
出
路
と
四
号
湾
岸

線
の
泉
大
津
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
立
体
道
路
制
度
を
活

用
し
た
道
路
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
.

現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
後
二
者
に
つ

い
て
、
事
例
紹
介
を
し
た
い
。

ナ
ミ
｣
の
北
側
に
位
置
す
る
ア
メ
リ
カ
村

･
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

村
と
称
さ
れ
る
地
区
が
著
者
の
町
と
し
て
賑
わ
っ
て
き
て

い
る
。
加
え
て
、
｢
ミ
ナ
ミ
｣
の
一
部
で
あ
る
大
阪
球
場

跡
地
を
中
心
と
す
る
地
区
に
つ
い
て
も
現
在
再
開
発
計
画

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
湊
町
地
区
は

大
き
な
開
発
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
備
え
た
地
区
と
な
っ
て
い

た
わ
け
で
あ
る
o

こ
の
湊
町
地
区
で
は
昭
和
二
一
年
か
ら
戦
災
復
興
の
土

地
区
画
整
理
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
進
捗
が
遅
れ
、

そ
れ
に
併
せ
て
街
の
全
体
的
整
備
も
遅
れ
て
き
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
旧
国
鉄
湊
町
駅

(関
西
線
の
貨
物
取
扱
い
の

起
点
で
あ
っ
た
)
が
、
昭
和
六
〇
年
三
月
に
貨
物
の
取
扱

い
を
廃
止
し
て
、
当
地
に
大
き
な
貨
物
ヤ
ー
ド
跡
地
が
出

現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
貨
物
取
扱
い
廃
止
を
受
け

て
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
大
阪
市
が
中
心
と
な
り
湊
町
地

小
川

征
史

幇

町
南
曲
路
の
事
例
1
1
1
11
1
-

一
立
体
道
路
制
度
活
用
に
至
る
経
緯

(注
2
)

=

湊
町
地
区
の
概
況

大
阪
市
浪
速
区
湊
町
地
区
は
、
J
R
関
西
線
の
湊
町
駅

を
中
心
と
す
る
地
区
で
あ
る
が
、
同
地
区
の
北
東
に
隣
接

す
る
難
波
、
戎
橋
、
道
頓
堀
、
心
斎
橋
等
を
中
心
と
す
る

ソ
ー
ン
は
通
称

｢ミ
ナ
ミ
｣
と
し
て
知
ら
れ
る
都
市
商
業

娯
楽
施
設
の
一
大
集
積
地
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
大
阪
駅
を

中
心
と
す
る

｢キ
タ
｣
と
並
び
称
さ
れ
る
大
阪
の
二
大
繁

華
街
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
｢
ミ



ミ
ミ

図 1 湊町南出路一体建物 (湊町複合センター) 完成予想図

区
の
整
備
検
討
が
な
さ
れ
、
｢湊
町
地
区
総
合
整
備
計
画
｣

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
計
画
で
は
湊
町
地
区
は

｢都
心
ミ
ナ
ミ
地
区
と
の
連
続
性
や
関
西
国
際
空
港
と
の

関
連
性
な
ど
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル

機
能
と
複
合
的
な
都
心
機
能
の
整
備
を
図
る
｣
と
こ
ろ
と

位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
元
年
二
月
に
は
こ
の

計
画
を
も
と
に
大
阪
市
が

｢新
都
市
拠
点
整
備
事
業
｣
の

建
設
大
臣
承
認
を
受
け
、
こ
の
地
区
の
総
合
的
整
備
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
た
、
そ
の
後
、
当
地
区
の
具
体
的
整
備
に
向
け
て
平

成
四
年
一
月
に
下
記
湊
町
ラ
ン
プ
の
都
市
計
画
変
更
を
踏

ま
え
た

｢湊
町
地
区
再
開
発
地
区
計
画
｣
(三
五
ペ
ー
ジ

参
照
)
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
平
成
四
年
三
月
に
は
湊

町
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
都
市
計
画
決
定
も
な
さ
れ
た
。

②

湊
町
ラ
ン
プ
の
都
市
計
画
変
更

阪
神
高
速
道
路
堺
線
の
湊
町
ラ
ン
プ
は
、
現
在
あ
る
環

状
線
方
面
へ
の
入
路
の
ほ
か
に
堺
線
上
り
及
び
堺
線
下
り

か
ら
の
出
路
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が

(図
2
左
)、
出
路

は
区
画
整
理
と
の
関
係
で
未
設
置
と
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
交
通
量
が
計
画
当
時
の
予
測
を
越
え
、
入
路
と
本
線

合
流
部
で
渋
滞
が
発
生
し
て
お
り
、
円
滑
な
交
通
流
を
確

保
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
区
画
整
理
事

業
の
収
束
を
受
け
て
、
流
出
出
路
の
増
設
と
既
設
入
路
を

移
設
し
て
サ
イ
ド
ラ
ン
プ
方
式
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
二
年
=
一月
に
周
辺
道
路
網
の
整
備
状
況
や
複
合
交

通
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
と
の
関
連
を
考
慮
し
て
図
2
右
の



よ
う
に
都
市
計
画
変
更
が
な
さ
れ
た
。

③

複
合
交
通
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
と
の
一
体
整
備

湊
町
地
区
は
、
大
阪
市
道
泉
尾
今
里
線

(千
日
前
通
り
)

を
は
さ
ん
で
、
｢北
地
区
｣
と

｢南
地
区
｣
に
分
け
ら
れ

れ
る
。

る
が
、
こ
の
両
地
区
で
立
体
道
路
制
度
の
活
用
が
計
画
さ

こ

れ
て
い
る
。
南
地
区
に
お
い
て
は
重
複
利
用
区
域

(都
市

計
画
施
設
で
あ
る
道
路
の
区
域
の
う
ち
建
築
物
等
の
敷
地

と
し
て
併
せ
て
利
用
す
べ
き
区
域
)
が
設
定
さ
れ
、
北
地

区
は
高
度
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
南
地
区
に
つ
い
て
は
、
関
西
国
際
空
港
関
連

施
設
と
い
う
こ
と
で
複
合
交
通
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
計
画

さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
連
続
立
体
交
差
化
事
業
に
よ

り
地
下
化
さ
れ
る
湊
町
駅
と
、
湊
町
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

シ
テ
ィ
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
空
港
関
連
施
設
が
一
体

と
な
っ
て
建
設
さ
れ
る
建
築
物
の
こ
と
で
あ
る
。
阪
神
高

速
道
路
の
湊
町
南
出
路
は
、
同
建
物
の
中
を
縦
に
貫
い
て

街
路
に
持
続
す
る
と
と
も
に
、
建
物
二
階
部
分
に
設
置
さ

れ
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
も
直
結
さ
れ
る
よ
う
計
画
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
直
結
に
よ
り
、
複
合
交
通
セ
ン
タ
ー
周
辺

の
街
路
交
通
の
削
減
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
リ
ム
ジ
ン
バ

ス
の
定
時
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
･0こ

の
よ
う
に
南
地
区
の
複
合
交
通
セ
ン
タ
ー
建
物
で
立

体
道
路
制
度
が
活
用
さ
れ
る
計
画
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
当
該
地
区
の
地
価
が
高
く
土
地
の
有
効
利
用

が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
出
路
の
建
設
に
よ
る
地
域
分

断
を
回
避
し
、
空
間
･
動
線
の
連
続
性
を
確
保
し
て
関
西

国
際
空
港
へ
の
大
阪
市
内
の
玄
関
口
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン

や
景
観
の
統
一
性
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら

こ
の
立
体
道
路
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
都

市
計
画
上
法
の
手
続
き
は
、
上
記
で
も
述
べ
た
よ
う
に
平

成
四
年
一
月
の
再
開
発
地
区
計
画
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

次
ペ
ー
ジ
以
降
に
こ
の
再
開
発
地
区
計
画
の
決
定

(市
決

定
)
を
掲
載
す
る
。
こ
の
う
ち
、
計
画
図
2
は
重
複
利
用

区
域
を
、
計
画
図
3
は
建
築
限
界
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
当
地
区
に
お
け
る
建
築
限
界
設
定
の
考
え
方
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

道
路
構
造
令
に
規
定
さ
れ
た
建
築
限
界

(路
面
か

ら
四
･
五
m
)
を
確
保
す
る

②

道
路
を
支
持
す
る
け
た
、
支
承
及
び
床
版
の
空
間

を
確
保
す
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
が
、

③

道
路
標
識
及
び
換
気
施
設
は
、
現
時
点
で
必
ず
し

も
必
要
性
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と

④

道
路
空
間
を
と
り
ま
く
柱
、
壁
、
天
井
等
は
い
ず

れ
も
建
築
物
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の

維
持
管
理
の
空
間
を
建
築
限
界
と
し
て
確
保
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

①

建
築
限
界
の
上
限
と
し
て
は
、
お
お
む
ね
床
版
、

け
た
及
び
支
承
の
下
ま
で

②

建
築
限
界
の
下
限
と
し
て
は
、
お
お
む
ね
道
路
構

造
令
に
規
定
さ
れ
た
建
築
限
界

(曲
線
区
間
に
お
い

て
は
片
勾
配
を
考
慮
し
た
も
の
と
す
る
)
ま
で
と
す

る
%

図 2 15号堺線湊町出入路都市計画変更図

匡園回

センター



大阪都市計画再開発地区計画の決定 (市決定)
都市計画湊町地区再開発地区計画を次のように決定する。

1, 再開発地区計画の方針

称 湊町地区再開発地区計画

位 、 置 大阪市浪速区湊町一丁目、湊町二丁目及び稲荷一丁目地内

面 積 約14.3ha

区

域

の

整

備

及

び

開

発

に

関

す

る

方

針

再開発地区
計画の目標

計画地は、他の拠点開発と連携し、大阪の都市軸の強化を図るとともに、周辺地域へのインパクトをもつ整備を進めるための再開発拠点
である。そのため、貨物ヤード跡地等についての用途転換を進め、土地の高度利用とアメニティ性の高い都市環境整備を行い、国際都市
大阪の玄関口としてのまちづくりを行うことを目標とする。

土地利用の
基本方針

(1) 空港と直結した都心ターミナルの整備を行し･、これを生かした国際交流拠点としてのまちづくりを行う。(2) 道路、鉄道、広場、歩行者空間等の基盤整備を開発と一体で行い、都市機能の更新と快適で質の高い都市環境形成を図る。(3) 業務、商業、交流、アミューズメント機能等による複合多機能型の開発を行い、シンボル性の高い拠点形成を行う。(4) 周辺環境整備への寄与に配慮した開発とする。
(5) 土地の高度利用と良好な都市環境の形成を図るため、阪神高速道路と一体となった施設整備を行う。(6) 各地区の基本方針は以下に示すとおりとする。
① A地区 (ウォーターフロント･ゾーン)

阪神高速道路整備にあわせて、これと一体となった施設整備を行い、商業 ･業務等の都市機能の導入を図るとともに、道頓堀川の
水辺空間を生かした都心ミナミに連続する魅力ある賑わい空間を創出する。

② B地区 (ニューターミナル.･ゾーン)
複合交通センターを中心に、商業、業務、宿泊機能の導入を図ること;こより、空港と直結した都心ターミナルの整備を行う。③ C地区 (ニューシティ ･ゾーン)
業務 ･商業 ･文化 ･アミューズメント等の機能を備えた複合機能型の施設整備を行い、新しい都市文化を創造する拠点とする。

公共施設等
の整備方針

(1) 地区関連交通並びに地区内交通を円滑に処理できるよう道路等を適切に配置し、周辺街区を含めた良好な空間の形成を図る。(2) 都市計画道路泉尾今里線と立案元町線を連絡する地区幹線道路1号を整備し、地区周辺の幹線道路網の形成を図る。
(3) 地区幹線道路2号を整備することにより、地区関連交通の円滑化とと緑こ阪神高速道路大阪堺線農路に関連する交通の処理を図る。(4) 駐車場は地下で確保することを基本とし、地区全体で適切な配置を行うとともに、地区関連交通の円滑化のために必要な地下交通
ネットワーク化を図る。

(5) 立体的な歩車分離を基本とした安全で快適な歩行者空間ネットワークの形成を図る。
(6) 地区中央部に南北歩行者動線軸を整備するとともに、地区外周道路の歩道部と一体的に緑のある快適な歩行者空間を形成する。
(7) 建物計画と一体的に公開聖地及び建物内歩行者空間を地区の供用空間として適切に配置し、周辺からのアクセス勳線に配慮した歩
行者空間の連続性を確保する。

くめ 周辺地域からの導入部や、地区内の歩行者勳線の結節点に人の溜りとしての広場空間を整備する。
特に、公共地下歩行者道(湊町駅前東西線)と地区内の歩行者勳線を連絡する多目的広場は、賑わいのある交流空間として整備する。

建築物等の
整備の方針

(2) 公共空間である道路 ･広場等と私的空間である建築物等の敷地とが、有機的に調和した都市空間を整備する。また、安全で快適な歩
行者環境を確保するため、壁面の位置の制限を行う。

(3) 低層部に店舗等日常利用可能な用途を配置するとともに、中･高層部にそれらとの一体性を考慮した用途を計画的に配置すること
によりバランスある複合機能の整備と土地の高度利用を図る。

は) 大阪の玄関口として、地区全体をシンボル性の高し･景観デザインとするものとし、各建築物におし･ても、建物の高さや低層部･中高層
部のバランスに配慮し、メリハリのある空間形成と魅力ある都市空間デザインを行うとともに、アメニティ性の高いまちづくりを行う。さらに、うるおいのある都市環境づくりを図るため、敷地内の緑化に努める。

(5) 周辺の基盤施設及び土地利用の状況に鑑み、地区全体の容積率を概ね800%と設定し、これを各区画毎に、その特性等に応じたきめ
細かな容積率の指定を行うことにより、良好な都市環境の形成を図る.

痣巍蕉灸萎難路 ･地区幹線道路1号 (幅員25m 延長約500m )
･地区幹線道路2号 (幅員25m 延長約195m )

1 25 m 500
2号 (幅 25m 195

｢再開発地区計画の区域及び主要な公共施設の配置は計画図1表示のとおり｣

, 再開発地区整備計画
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計

画
,

養鶏さげさき櫃 な 大阪市浪速区湊町一丁目及び湊町二丁目地内

,′奏さ薊強く 疼き積ん 約1.5ha

地区施設の配置及び規模 ･その他の公共空地 多目的広場 (約1,ooom !)

感
.築き
物孝

,等Iこ〆
関･

彎き
るく
事t
項

競区のど誇 称
◇観区川面.積

B - 1 地区

約l.5ha

建築物の月給の制限
｢風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律｣第2条第1項第2号並びに第4項各号に掲げる営業の用に供する建

築物は建築してはならない。

壁面の位置の制限 建築物の壁若しくはこれに代る柱又は高さ2メートルを越える門若しくはへいは、計画図1に示す壁面の位置の規制に反し
て建築してはならなし･。ただし、歩行者の利便の用に供する施設は、この限りでない。

建築物の形態また
は意匠の制限

･建築物は周辺環境に詞礼した形態 ･意匠とする。
･壁面後退により確保する空間については歩行者空間としての利用に配慮し公共空間と調和した意匠のものとする.･建築物及び敷地内に屋外広告物を設置又は掲示してはならない。ただし、自己の社名、店名、商標又は建築物の名称表示に
かかるもので都市景観を充分に配慮したものは、この限りでない。

かき又はさくの構
造の制限〆＼

建築物に附属するかき又はさくの構造は生け垣若しくはフェンス、鉄さく等とし、ブロック又はこれに類するものは設置し
てはならない。

立
体
道
路
制
度
に
関
す
る
事
項

都市計西道路の名称 大阪都市計画道路1･4･4号大阪堺線
ー~である

進路の区域のうち違
築物等の敷地として
併せて利用すバき区

計画図2に表示した区域。

建築物その他の工
作物の新築、!改築
又は増築の限界

建築物又はその部分は、計画図3に示す建築物その他の工作物の新築、改築又は増築の限界を越えて建築してはならなし･。た
だし、当該道路内駐車場利用者の利便の用に供する店舗、休憩所、公衆便所その他これらに類する建築物は、この限りでな
し、

｢再開発地区整備計画の区域、地区の細区分、地区施設の配置及び壁面の位置の制限は計画図1表示のとおり｣
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図 3 湊町南出路重複利用区域の道路側の土地権原図

三

権
原
関
係

の

土
地
に
関
す
る
権
原

複
合
交
通
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
は
、
大
阪
市
が
国
鉄
清
算

事
業
団
か
ら
取
得
し
、
普
通
財
産
と
し
た
上
で
、
同
施
設

の
建
設
と
運
営
管
理
を
目
的
と
し
て
大
阪
市
等
が
出
資
す

る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
㈱
湊
町
開
発
セ
ン
タ
ー
に
貸
し

付
け
て
い
る
o

道
路
側
の
権
原
と
し
て
は
、
橋
脚
部
分
が
所
有
権
、
道

路
一
体
建
物
部
分
が
共
有
持
分
権
、
建
物
敷
地
の
う
ち
一

体
建
物
以
外
の
部
分
が
区
分
地
上
権

(図
3
参
照
)
を
大

阪
市
か
ら
取
得
し
た
。

道
路
一
体
建
物
部
分
は
、
不
動
産
登
記
法
上
の
制
約
が

あ
る
た
め
、
道
路
の
立
体
的
区
域
に
相
当
す
る
空
間
の
区

分
地
上
権
の
設
定
割
合
を
も
っ
て
共
有
持
分
の
登
記
を
行
っ

て
い
る
が
、
契
約
と
は
別
に
大
阪
市
と

｢用
地
処
理
に
関

す
る
協
定
｣
を
締
結
し
、
共
有
持
分
権
の
効
力
を
限
定
し

て
い
る
。
次
に
そ
の
協
定
の
関
係
部
分
を
掲
載
す
る
。

湊
町
南
出
路
の
用
地
処
理
に
関
す
る
協
定
書

第
三
条

乙

(阪
神
高
速
道
路
公
団
)
が
、
立
体
的
区

域
を
立
体
道
路
と
し
て
所
有
及
び
管
理
す
る
た
め
の

敷
地
の
区
分
地
上
権
の
設
定
並
び
に
道
路
一
体
建
物

に
か
か
る
敷
地
に
つ
い
て
区
分
地
上
権
の
設
定
を
仮

定
し
た
場
合
の
設
定
価
頸
を
敷
地
の
共
有
詩
分
権
と

し
て
取
得
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
各
各
の
算
定
方
法

は
別
添
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
条

乙
の
取
得
す
る
共
有
持
分
権
は
、
立
体
道
路

を
設
置
す
る
た
め
の
区
分
地
上
権
の
設
定
に
か
え
る

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
は
第
一
条

に
定
め
る
立
体
的
区
域
の
み
と
し
、
そ
の
他
の
区
域

に
つ
い
て
は
、
乙
は
な
ん
ら
の
権
利
を
有
し
な
い
も

の
と
す
る
。

第
五
条

乙
が
共
有
持
分
権
を
取
得
す
る
部
分
の
登
記

に
つ
い
て
は
、
第
三
条
に
定
め
る
割
合
を
敷
地
に
対

す
る
共
有
持
分
権
の
割
合
と
し
て
登
記
す
る
も
の
と

、す
る
。

区
分
地
上
権
の
設
定
範
囲
は
、
左
右
は
各
構
造
物

(高

欄
、
梁
、
基
礎
)
か
ら
一
･
五
メ
i
ト
ル
の
管
理
幅
を
、

上
は
照
明
柱
先
端
か
ら
一
･
五
メ
ー
ト
ル
の
管
理
幅
を
、

下
は
基
礎
最
下
部
を
、
梁
部
に
つ
い
て
は
梁
下
空
間
が
あ

ま
り
な
い
た
め
、
梁
の
最
下
部
か
ら
○
･
五
メ
ー
ト
ル
の

管
理
幅
を
も
っ
て
行

っ
て
い
る
。

な
お
、
区
分
地
上
権
の
設
定
価
額
は
、
｢立
体
道
路
制

度
の
創
設
に
伴
う
土
地
の
立
体
利
用
阻
害
率
に
つ
い
て
｣

(平
成
二
年
一
〇
月
九
日
中
央
用
地
対
策
連
絡
協
議
会
理

事
会
申
し
合
わ
せ
)
に
基
づ
き
、
ま
ず
、
最
有
効
建
物
を

想
定
し
、
こ
れ
に
立
体
的
区
域
の
範
囲
を
当
て
は
め
て
、

直
接
阻
害
及
び
利
用
阻
害
に
係
る
補
償
額
と
立
体
残
地
に

係
る
甫
…賞
頸
を
算
定
し
て
ふ
る
。



②

建
物
に
関
す
る
権
原

道
路
の
た
め
に
建
物
の
一
部
を
使
用
す
る
権
利
は
、
通

常
道
路
一
体
建
物
協
定

(モ
デ
ル
協
定
第
四
条
)
に
よ
っ

て
取
得
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
で
も
述

べ
る
よ
う
に
、
モ
デ
ル
協
定
だ
け
で
は
建
設
費
の
負
担
割

合
を
含
め
具
体
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
、
計
画

か
ら
完
成
ま
で
長
年
か
か
り
設
計
等
に
変
更
が
生
じ
る
こ

と
、
公
団
の
組
織
上
建
設
部
門
と
管
理
部
門
が
分
か
れ
て

い
る
関
係
か
ら
、
道
路
一
体
建
物
協
定
も

｢施
行
協
定
｣

と

｢管
理
協
定
｣
に
分
か
れ
て
締
結
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
現
在
は
施
行
協
定
の
み
が
締
結

さ
れ
、
管
理
協
定
は
防
災
関
係
を
含
め
モ
デ
ル
協
定
を
も

と
に
検
討
中
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
㈱
湊
町
開
発
セ

ン
タ
ー
と
は
こ
れ
ら
に
先
だ
っ
て

｢道
路
一
体
建
物
に
関

す
る
覚
書
｣
を
締
結
し
て
、
一
体
建
物
協
定
の
内
容
を
担

保
し
て
い
る
。
次
に
そ
の
覚
書
の
関
係
部
分
を
掲
載
す
る
。

道
路
一
体
建
物
に
関
す
る
覚
書

(平
成
三
年
二
月
一
日
締
結
)

第
五
条

道
路
一
体
建
物
の
範
囲
及
び
道
路
の
立
体
的

区
域
の
範
囲
は
、
別
図
第
二
号
及
び
第
三
号
の
と
お

り
と
す
る
。

第
七
条

甲

(阪
神
高
速
道
路
公
団
)
は
、
道
路
の
立

体
的
区
域
に
相
当
す
る
空
間
に
道
路
を
設
置
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
を
支
持
す
る
も
の
と
し

て
、
乙

(㈱
湊
町
開
発
セ
ン
タ
ー
)
の
所
有
す
る
道

路
一
体
建
物
を
無
償
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。

第
八
条

道
路
一
体
建
物
の
新
築
に
要
す
る
費
用
は
乙

が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
の
設
置

に
伴
い
補
強
等
を
施
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
道
路

及
び
道
路
交
通
が
道
路
一
体
建
物
に
与
え
る
荷
重
に

応
じ
て
、
当
該
箇
所
の
工
事
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
甲
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

2

道
路
及
び
道
路
一
体
建
物
は
、
管
理
上
及
び
防
災

上
の
要
請
を
配
慮
し
た
も
の
と
し
、
そ
れ
に
伴
う
費

用
の
負
担
は
、
甲
乙
が
別
途
協
議
し
て
定
め
る
も
の

と
す
る
。

3

そ
の
他
道
路
の
設
置
に
伴
い
特
別
に
要
す
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
甲
が
負
担
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
内

容
は
別
途
協
議
し
て
定
め
る
。

第
九
条

甲
の
道
路
及
び
乙
の
道
路
一
体
建
物
の
維
持
、

管
理
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
別
途
協

議
し
て
定
め
る
o

-ニ

道
路
の
立
体
的
区
域
の
決
定

道
路
の
立
体
的
区
域
の
決
定
は
、
建
物
の
建
築
確
認
や

土
地
の
区
分
地
上
権
設
定
額
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要
な

た
め
に
、
早
い
時
期
に
決
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
通
常
の
道
路
区
域
の
決
定
同
様
、
建
物
側

の
最
終
的
詳
細
設
計
ま
で
待
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
、
現

在
最
終
的
な
詰
め
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ

し
、
再
開
発
地
区
計
画
に
よ
る
建
築
限
界
や
基
本
設
計
に

基
づ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
範
囲
は
決
定
し
て
い
る
。
そ
の

範
囲
は
図
4
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
考
え
方
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

①

区
分
地
上
権
設
定
範
囲
は
、
区
分
地
上
権
の
設
定

範
囲
と
同
じ
考
え

②

道
路
一
体
建
物
部
分
は
、

a

左
右
は
壁
面

(壁
は
含
ま
ず
)
ま
で

b

上
は
阪
神
高
速
道
路
の
検
査
路

(点
検
歩
廊
)

を
吊
り
下
げ
て
い
る
躯
体
天
井
面

(天
井
を
含
ま

ず
)
ま
で

c

下
は
原
則
と
し
て
建
物
の
横
梁
と
一
体
構
造
に

な
っ
て
P
C
中
空
床
版
の
下
部
ま
で

d

下
の
う
ち
、
カ
ル
バ
ー
ト
ボ

ッ
ク
ス
構
造
の
と

こ
ろ
は
、
一
階
駆
体
床
面

(床
を
含
ま
ず
)
ま
で

e

詳
細
設
計
上
や
む
な
く
点
検
歩
廊
に
張
り
出
し

て
く
る
建
物
側
の
パ
イ
プ
ス
ペ
ー
ス
や
ダ
ク
ト
ス

ペ
ー
ス
は
、
区
域
に
含
め
な
い
。

f

建
物
内
に
存
す
る
道
路
用
の
避
難
路
や
泡
消
火

設
備
は
、
区
域
に
含
め
な
い
。



　

　　

　

　
　
　　
　

　

　　･
ス

図 4 湊町出入路(南出路 ･複合交通センター)一

え
方
や
管
理
方
法
の
考
え
方
が
異
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、

ムタ

T
J

、

、

、

湊
町
南
出
路
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
一
体
建
物
整
備
に
先
立
っ

て
、
道
路
一
体
建
物
に
す
る
こ
と
と
お
お
よ
そ
そ
の
道
路

の
立
体
的
区
域
の
範
囲
を
確
定
す
る

｢道
路
一
体
建
物
に

関
す
る
覚
書
｣
を
締
結
し
、
施
工
に
先
立
っ
て
、
工
事
費

用
の
負
担
や
施
行
主
体
を
決
め
る
｢
一
体
建
物
施
行
協
定
｣

を
締
結
し
て
い
る
。
今
後
、
建
物
の
使
用
方
法
や
防
災
設

備
･
防
災
体
制
の
最
終
確
定
を
待
っ
て

｢
一
体
建
物
管
理

協
定
｣
を
締
結
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

次
に
、
参
考
と
し
て

｢
一
体
建
物
施
行
協
定
｣
の
関
係

部
分
を
紹
介
す
る
。

一
体
建
物
施
行
協
定

(平
成
五
年
三
月
三
一
日
)

四

道
路
一体
建
物
協
定

の

道
路
一
体
建
物
協
定
の
締
結

道
路
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
｢
こ
の
協
定
を
締
結
し
な

け
れ
ば
、
法
律
上
道
路
一
体
建
物
の
整
備
を
行
え
な
い
。｣

(道
路
法
解
説
三
四
三
ペ
ー
ジ
)
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
の
と
こ
ろ
、
前
述
し
た
よ
う
に
所
謂
モ
デ
ル
協
定
レ

ベ
ル
の
道
路
一
体
建
物
協
定
は
締
結
さ
れ
て
い
な
い
。

モ
デ
ル
協
定
は
、
道
路
一
体
建
物
の
新
築
か
ら
管
理
に

至
る
す
べ
て
を
合
意
内
容
と
し
て
い
る
が
、
道
路
一
体
建

物
と
す
る
こ
と
以
外
、
建
物
の
構
造
、
使
用
方
法
、
道
路

の
位
置
、
構
造
、
使
用
方
法
等
に
よ
り
、
費
用
負
担
の
考

第
四
条

甲

(阪
神
高
速
道
路
公
団
)
の
施
行
す
る
道

路
の
範
囲
は
、
別
添
図
面
二
に
赤
色
及
び
緑
色
で
着

色
し
た
範
囲
と
す
る
。

2

乙

(㈱
湊
町
開
発
セ
ン
タ
i
)
の
施
行
す
る
道
路

一
体
建
物
の
範
囲
は
、
別
添
図
面
二
に
青
色
で
着
色

し
た
範
囲
と
す
る
。

第
五
条

(
-
-
三
項
省
略
)

4

前
条
第
二
項
に
定
め
る
道
路
一
体
建
物
の
う
ち
別

添
図
面
三
に
桃
色
で
着
色
し
た
範
囲
は
、
甲
か
ら
乙

へ
一
部
費
用
を
負
担
す
る
範
囲
と
す
る
。

第
六
条

第
五
条
第
四
項
に
よ
り
甲
が
負
担
す
る
費
用

は
、
道
路
一
体
建
物
に
対
す
る
補
強
費
用
、
道
路
の

設
置
に
伴
う
道
路
一
体
建
物
の
付
属
設
備
に
か
か
る

費
用
及
び
道
路
と
道
路
一
体
建
物
と
で
共
用
す
る
防

災
設
備
に
か
か
る
費
用
と
す
る
。

2

道
路
一
体
建
物
に
対
す
る
補
強
費
用
は
、
道
路
一

体
建
物
に
作
用
す
る
荷
重
に
対
す
る
、
道
路
及
び
道

路
交
通
に
よ
る
荷
重
の
割
合
に
応
じ
て
負
担
す
る
も

の
と
す
る
。

3

道
路
一
体
建
物
の
付
属
設
備
に
か
か
る
費
用
は
、

甲
と
乙
と
で
費
用
を
按
分
し
て
負
担
す
る
も
の
と
す

る
↓。

4

道
路
と
道
路
一
体
建
物
と
で
共
用
す
る
防
災
設
備

に
か
か
る
費
用
は
、
防
災
設
備
を
設
置
す
る
全
体
面

積
に
対
す
る
道
路
部
分
の
面
積
の
割
合
に
応
じ
て
負

担
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
五
条

道
路
及
び
道
路
一
体
建
物
の
管
理
に
つ
い

は
、
別
添
協
定
を
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。

②

管
理
協
定
の
締
結
に
向
け
て
の
検
討

道
路
一
体
建
物
協
定
の
第
一
号
と
な
っ
た
り
ん
く
う
タ

ウ
ン
の
事
例
で
は
、
全
関
係
者
が
公
的
団
体
で
あ
っ
た
経

緯
等
か
ら
モ
デ
ル
協
定
ど
お
り
の
協
定
を
締
結
し
た
。
し

か
し
、
モ
デ
ル
協
定
に
は
解
釈
の
幅
が
あ
る
規
定
や
両
者

の
協
議
に
委
ね
て
し
ま
っ
て
い
る
規
定
が
あ
り
、
事
案
発

生
時
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
解
釈
に
幅

あ
る
規
定
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①

第
六
条
の

｢爆
発
性
又
は
易
燃
性
を
有
す
る
物
件

そ
の
他
の
危
険
物
｣
と
は
具
体
的
に
ど
の
く
ら
い
の



量
の
ど
ん
な
も
の
を
い
う
の
か
。
解
説
で
は
適
法
に

行
わ
れ
る
行
為
は
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
占
用
許

可
で
は
、
適
法
で
も
道
路
に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
以
上
原
則
許
可
し
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
適

法
で
あ
り
さ
え
ず
れ
ば
、
道
路
管
理
に
影
響
が
な
い

と
考
え
る
の
は
ど
う
も
疑
問
で
あ
る
。

②

第
一
二
条
及
び
第
一
三
条
の

｢利
益
を
受
け
る
限

度
｣
の
意
味
内
容
。

③

第
一
四
条
の

｢道
路
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
に

よ
り
｣
の
範
囲
。
正
当
な
管
理
を
し
て
い
て
も
建
物

に
な
ん
ら
か
の
損
害
が
発
生
し
た
場
合
は
ど
の
よ
う

に
扱
う
の
か
。

④

第
一
八
条
の

｢対
価
を
支
払
っ
て
｣
と
は
、
建
設

費
の
一
部
負
担
な
の
か
。
使
用
賃
料
な
の
か
。

ま
た
、
事
案
に
よ
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
も
設
け

る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

①

日
常
的
連
絡
体
制
、
異
常
時
の
連
絡
･
処
理
体
制

②

安
全
対
策
、
防
災
対
策
等
両
者
で
の
共
同
作
業
体

･11.･1･
　　　　

③

共
同
利
用
施
設
の
維
持
管
理
と
費
用
負
担
方
法

湊
町
出
路
の
一
体
建
物
は
、
建
物
所
有
者
が
第
三
セ
ク

タ
ー
と
は
い
え
、
私
人
で
あ
り
、
一
体
建
物
協
定
に
疑
問

が
残
る
と
か
処
理
を
後
に
委
ね
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
と

考
え
て
お
り
、
モ
デ
ル
協
定
の
第
六
条
以
降
を
基
本
と
し

な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
に
協
定
で
き
る
よ
う
現
在
調
整
を

進
め
て
い
る
o

五

一
体
建
物
と
し
厄
こ
と
に
伴
う
配
慮

(注
3
)

湊
町
南
出
路
と
湊
町
複
合
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
道
路
一
体

建
物
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
道
路
側
･
建
物
側
と
も
に
必

要
な
配
慮
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
簡
単
に
そ
の
内
容
も
紹

介
す
る
。

の

安
全
防
災
対
策

湊
町
出
路
と
建
物
が
一
体
化
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

高
温
･
長
時
間

(二
時
間
)
加
熱
及
び
衝
撃
力
に
対
し
て

十
分
な
性
能
を
有
す
る
耐
火
構
造
の
床
、
壁
、
防
火
防
煙

シ
ャ
ッ
タ
ー
等
で
区
画
し
て
い
る
。
湊
町
出
路
か
ら
建
物

の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
進
入
部
分
は
交
通
安
全
上
常
時

開
放
と
し
て
い
る
が
、
非
常
時
に
は
ビ
ル
防
災
セ
ン
タ
ー

に
よ
り
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　　　

　　　　
　
　　　

‐ノ
リ
な
ん
ビ
ー

　
　　

　　　
　

　

　　
　　　
　　

　　　　　　　　　　

　
　　

　
　

　

建
物
か
ら
出
路
へ
の
落
下
防
止
対
策
と
し
て
は
、
建
物

に
開
ロ
部
を
設
け
ず
、
屋
上
の
端
に
人
が
近
づ
け
な
い
構

造
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
劣
化
に
よ
る
万
一
の
構
造

物
剥
離
に
対
し
て
は
、
道
路
上
空
の
建
物
壁
面
に
庇
を
設

け
て
い
る
。

②

景
観
対
策

道
路
一
体
建
物
敷
地
の
う
ち
、
道
路
単
独
部
に
つ
い
て

は
、
桁
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
軽
減
し
、
凹
凸
の
少
な

い
シ
ン
プ
ル
な
ラ
イ
ン
を
印
象
づ
け
る
た
め
、
桁
化
粧
板

と
支
柱
落
下
防
止
板
に
テ
ー
パ
ー
を
か
け
、
特
に
桁
化
粧

板
は
水
平
方
向
の
線
を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
物
一
体
部
に
つ
い
て
は
、
出
路
の
あ
る
方
が

建
物
正
面
玄
関
と
な
る
こ
と
か
ら
、
出
路
を
外
に
開
放
せ

ず
、
換
気
用
窓
を
設
け
て
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
と
の
一
体
化

を
図

っ
て
い
る
。

桁全体のボリューム感を軽減し、 凹凸の少な

いシンプルなラインを印象づけるために、 桁化

粧板と支柱落下防止板にテーパーをかけ特に、
桁化粧板は水平方向の線の印象を強くしている。

図 5 景観対策を施した道路構造物
く

路
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③

騒
音
･
振
動
対
策

道
路
か
ら
発
生
す
る
振
動
や
騒
音
が
建
物
に
極
力
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
ノ
ー
ジ

ョ
ン
ト
構
造

と
ゴ
ム
支
承
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
一
体
部
の

床
板
に
は
、
建
物
壁
体
と
の
間
に
ス
リ
ッ
ト
を
設
け
、
振

動
が
建
物
に
伝
わ
り
に
く
く
し
て
い
る
。

六

防
災
対
策

御

道
路
側
で
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の
処
理
と
体
制

湊
町
南
出
路
は
、
道
路
一
体
建
物
で
あ
る
と
同
時
に

①

平
面
道
路
接
続
部

(交
通
信
号
)
の
直
近
で
あ
る

こ
-と

②

建
物
を
下
り
な
が
ら
縦
に
貫
い
て
い
る
こ
と

(建

物
通
過
延
長
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
)

か
ら
、
赤
信
号
時
の
建
物
内
追
突
事
故
の
起
こ
る
可
能
性

が
梅
田
出
路
な
ど
に
比
べ
て
高
い
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
本
出
路
に
は
、
道
路
側
と
し
て
次
の
よ
う
な

防
災
設
備
を
備
え
て
い
る
o

①

二
台
の
交
通
流
監
視
カ
メ
ラ
(全
路
面
を
カ
バ
ー
)

②

二
台
の
非
常
電
話

(道
路
管
制
室
と
直
通
)

③

自
動
火
災
報
知
設
備

(建
物
内
の
道
路
を
一
二
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
の
ど
こ
で
火
災
が
発
生
し
た
か

を
建
物
の
防
災
セ
ン
タ
ー
と
道
路
管
制
室
に
知
ら
せ

る
)

④

消
火
器

⑤

泡
消
火
設
備

(
一
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
対
応
し
た
開
放

弁
あ
り
)

⑥

連
結
送
水
管

(原
則
と
し
て
消
防
が
操
作
)

⑦

非
常
放
送
設
備

⑧

二
カ
所
の
避
難
通
路
･
誘
導
灯

⑨

建
物
の
防
災
セ
ン
タ
ー
と
道
路
管
制
室
を
結
ぶ
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン

⑲

湊
町
出
路
専
用
道
路
情
報
板
一
面

し
か
し
ト
設
備
だ
け
で
十
分
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
設
備
を
実
際
に
ど
う
運
用
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

道
路
側
で
火
災
等
が
発
生
し
た
場
合
、
初
期
消
火
が
ど
れ

だ
け
早
く
的
確
に
な
さ
れ
る
か
が
焦
点
と
な
る
。
そ
の
点
、

道
路
管
理
者
が
初
期
消
火
を
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
だ
け
で
管
制
室
か
ら
泡
消
火
設
備
を
作
動

す
る
こ
と
は
誤
作
動
や
二
次
災
害
の
危
険
が
伴
う
。
近
く

の
管
理
基
地
か
ら
パ
ト
カ
ー
を
出
動
さ
せ
た
場
合
、
渋
滞

し
て
い
れ
ば
、
現
地
到
着
に
最
大
二
0
分
以
上
か
か
る
こ

と
も
あ
り
初
期
消
火
に
は
有
効
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
建

物
の
防
災
セ
ン
タ
ー
(地
下
一
階
)
か
ら
直
接
現
地
に
行
っ

て
も
ら
っ
て
現
地
確
認
の
上
、
泡
消
火
弁
を
開
放
す
る
方

向
で
諸
問
題
の
整
理
を
し
た
い
と
考
え
、
所
要
の
調
整
を

進
め
て
い
る
。

ま
た
、
火
災
等
の
事
故
時
の
通
行
止
め
体
制
等
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
o

の

建
物
で
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の
処
理
と
体
制

建
物
側
で
火
災
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
階

で
起
こ
っ
た
ど
の
程
度
の
事
故
な
ら
ば
本
出
路
を
通
行
止

め
す
る
の
か
と
か
、
通
行
止
め
し
な
い
と
き
の
注
意
喚
起

を
情
報
板
に
ど
の
よ
う
な
形
で
出
し
て
い
く
の
か
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
建
物
内
に
は
、
J
R
の

湊
町
駅
も
あ
り
、
そ
こ
で
の
事
故
に
対
す
る
対
応
も
今
後

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
ら
な
い
。

(注
1
)
梅
田
出
路
の
立
体
道
路
に
つ
い
て
は
、
本
誌
一
九
九
二
年
九
月

号
に
阪
神
高
速
道
路
公
団
業
務
部
業
務
課
が
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

(注
2
)
湊
町
南
出
路
で
の
立
体
道
路
制
度
活
用
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

は
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
社
内
報
一
九
九
二
年
一
〇
月
号
坂
下
泰
幸

｢湊
町
ラ
ン
プ
の
計
画
｣
を
参
考
に
記
載
し
た
。

(注
3
)
湊
町
南
出
路
を
道
路
一
体
建
物
に
し
た
こ
と
に
伴
う
配
慮
に
つ

い
て
は
、
節
立
体
道
路
推
進
機
構
の
機
関
紙
で
あ
る

｢立
体
道
路
｣

蹄
5
の
加
藤
照
男
論
文

｢湊
町
地
区
立
体
道
路
に
つ
い
て
｣
と
阪
神

高
速
道
路
公
団
第
二
建
設
部
発
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
記
述
し
た
。



泉
大
津
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
事
例

一

は
じ
め
に

平
成
六
年
九
月
に
開
港
し
た
日
本
初
の
本
格
的
な
二
四

時
間
空
港
で
あ
る
関
西
国
際
空
港
。
そ
れ
に
先
駆
け
て
、

阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
は
、
同
年
四
月
に
大
阪
地
区
一
六
･

八
如
、
兵
庫
地
区
一
四
･
三
如
の
供
用
を
開
始
し
た
。
湾

岸
線
は
現
在
の
と
こ
ろ
関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
及
び
日
本

道
路
公
団
の
管
理
す
る
関
西
国
際
空
港
線
と
に
直
接
接
続

し
て
い
る
泉
佐
野
市
か
ら
神
戸
市
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
を

大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
に
沿
っ
て
結
ぶ
、
延
長
距
離
五
五
･
八

如
の
快
適
な
路
線
で
あ
る
。

こ
の
湾
岸
線
で
関
西
国
際
空
港
と
大
阪
都
心
の
ほ
ぼ
中

間
地
点
に
あ
た
る
泉
大
津
市
に
お
い
て
、
阪
神
高
速
道
路

公
団
は
大
規
模
な
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(以
下

｢P
A
｣

と
い
う
。)
の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
は
P
A
の

予
定
地
の
一
部
に
土
地
の
所
有
者
が
ビ
ル
を
建
設
し
、
ビ

ル
の
フ
ロ
ア
ー
を
公
団
が
取
得
し
、
休
憩
施
設
等
を
設
置

す
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
P
A
と
し
て
我

が
国
初
め
て
の
立
体
道
路
制
度
を
活
用
し
た
泉
大
津
P
A

に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

-
-
立
体
道
路
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
と
な
つ

を
経
緯

泉
大
津
P
A
が
存
す
る
泉
大
津
旧
港
地
域
は
、
昭
和
六

〇
年
三
一月
に
大
阪
府
総
合
計
画
の
堺
泉
北
港
港
湾
計
画

の
改
定
で
再
開
発
区
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
昭
和
六
一
年
一
月
に
は
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線

(南

伸
部
二
期
)
の
都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
、
当
該
地
域
に

上
下
線
各
一
方
評
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
整
備
す
る
こ

と
と
な

っ
た
。

一
方
、
当
該
地
域
は
大
阪
府
の
関
西
国
際
空
港
関
連
計

画
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
事
業
主
体

(第
三
セ
ク
タ
ー
)

と
し
て
泉
大
津
港
湾
都
市
㈱
が
昭
和
六
二
年
三
一月
に
設

立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
元
年
に
は
現
地
で
の
埋
め
立

て
工
事
が
着
工
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
年
の
六
月
に
は
立

体
道
路
制
度
創
設
の
法
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

同
年
九
月
に
は
泉
大
津
市
長
か
ら
立
体
道
路
制
度
活
用
の

要
望
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
阪
府
、
泉
大
津
市
、
阪

神
高
速
道
路
公
団
、
泉
大
津
港
湾
都
市
㈱
と
の
間
で
立
体

道
路
制
度
を
活
用
す
る
方
向
で
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
や
協
議

が
な
さ
れ
た
。

図

助松町

立
体
道
路
制
度
を
活
用
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
泉
大
津

旧
港
再
開
発
事
業
地
区
が
特
定
重
要
港
湾

｢堺
泉
北
港
｣

の
商
港
地
区
の
中
心
に
位
置
し
、
関
西
国
際
空
港
を
中
心

と
す
る
国
際
交
流
拠
点
の
一
つ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
賑
わ

い
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
大
規
模
な
高

架
道
路
と
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
地
区
が
分
断
さ
れ
る
の

を
避
け
る
と
と
も
に
、
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
必
要
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
･
協
議
を
経
て
、
平
成
三
年
一
〇
月

頃
に
は
、
パ
i
キ
ン
グ
エ
リ
ア
敷
地
一
杯
を
使
っ
て
海
側

二
四
階
、
陸
側
三
一
階
建
の
道
路
一
体
建
物
を
整
備
す
る

こ
と
で
お
お
よ
そ
の
合
意
に
達
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃

か
ら
急
激
に
経
済
情
勢
が
変
わ
り
、
平
成
四
年
三
月
に
は

泉
大
津
港
湾
都
市
㈱
か
ら
建
物
の
規
模
縮
小
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
再
度
検
討
を
行
い
、
平
成
四

年
五
月
頃
に
は
次
の
よ
う
な
計
画
と
す
る
こ
と
で
合
意
に

達
し
た
。
す
な
わ
ち
、

①

立
体
道
路
区
域
予
定
の
一
万
鰐
の
う
ち
、
約
7
/



m
は
阪
神
公
団
単
独
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
と
し
、

残
り
の
敷
地
を
立
体
道
路
区
域
と
し
て
そ
こ
に
道
路

一
体
建
物
を
建
築
す
る
。

②

そ
う
し
た
場
合
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
減
少
す
る
の
で
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を

二
層
構
造
と
す
る
。

③

建
物
は
海
側
一
二
階
、
陸
側
一
一
階
建
と
す
る
。

(注
)

④

道
路
一
体
建
物
の
中
に
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
休

憩
施
設
を
設
け
る
。

こ
の
合
意
に
基
づ
い
て
、
平
成
五
年
二
月
に
都
市
計
画

泉
大
津
旧
港
地
区
再
開
発
地
区
計
画
が
決
定
さ
れ
、
立
体

道
路
制
度
活
用
の
た
め
の
重
複
利
用
区
域
や
建
築
限
界
等

が
決
定
さ
れ
た
。

(注
)
陸
側
建
物
は
計
画
変
更
さ
れ
一
九
階
建
に
変
更
さ
れ
る
予
定
。

三

P
A
の
概
要

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
泉
大
津
P
A
は
泉
大
津
旧
港

再
開
発
の
開
発
地
の
中
心
部
に
位
置
し
て
い
る
。
敷
地
面

積
は
湾
岸
線
本
線
を
は
さ
ん
で
海
側
、
陸
側
そ
れ
ぞ
れ
約

九
、
0
0
0
姪
を
有
し
て
い
る
。
P
A
の
駐
車
場
部
分
は
、

上
層
部
は
大
型
車
が
約
三
〇
台
、
下
層
部
は
普
通
･
小
型

車
が
約
三
一〇
台
が
駐
車
可
能
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

休
憩
施
設
は
、
P
A
の
上
層
の
駐
車
場
部
分
が
接
続
す

る
海
側
建
物
の
三
階
部
分
、
陸
側
建
物
の
三
階
部
分

(予

定
)
及
び
海
側
三

階
部
分
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
海
側
、
陸
側
建
物
三
階
の
外
側
に
は
P
A
利
用
者

の
た
め
の
通
路
を
設
け
、
そ
こ
に
は
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

内
で
建
物
か
ら
の
落
下
物
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
塔
屋
か
ら
の
落
下
で
あ
っ
て
も
問
題
の
な
い
幅
の
植

え
込
み
を
、
ま
た
休
憩
施
設
の
出
入
ロ
部
分
に
は
落
下
防

止
庇
を
設
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

休
憩
施
設
の
内
容
は
海
側
陸
側
建
物
三
階
部
分
に
は
休

憩
所
、
売
店
、
食
堂
、
ト
イ
レ
及
び
情
報
セ
ン
タ
ー
等
を
、

海
側
三

階
部
分
に
は
休
憩
所
、
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
及
び

情
報
セ
ン
タ
ー
等
を
計
画
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
道
路
部

′"
＼

ミミズ
〉ノ

、

＼

＼
'
>‘

パ
ア
,黄

深ゞ
雪,

図

分
を
除
く
海
側
建
物
に
は
港
湾
関
連
業
務
を
中
心
と
し
た

オ
フ
ィ
ス
、
ホ
ー
ル
及
び
レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
、
陸
側
建
物

に
は
ホ
テ
ル
が
計
画
さ
れ
て
い
る
o

四

重
複
利
用
区
域
･
建
築
限
界

P
A
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ
て
立
体
道
路
制
度
を
活
用

す
る
た
め
に
道
路
と
建
物
が
重
複
し
て
利
用
す
る
区
域
を

定
め
る
こ
と
と
な
り
、
当
地
域
は
準
工
業
地
域
で
建
ぺ
い

率
六
○
%
、
容
積
率
四
〇
0
%
な
の
で
、
建
物
を
建
築
す

る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
敷
地
、
海
側
、
陸
側
共
に
約
二
、

九
〇
〇
辞
が
重
複
利
用
区
域
と
し
て
定
め
ら
れ
た

(図

8
)0
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建
築
限
界
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

ら
管
理
空
間
一
m
を
と
っ
た
空
間
と
し
た
。

の
よ
う
な
移
動
を
伴
う
施
設
に
、
建
築
限
界
を
か
け

①

建
物
を
除
い
た
重
複
利
用
区
域
の
う
ち
駐
車
場
部

②

建
物
の
周
り
の
幅
員
五
m
の
歩
道
部
分
及
び
建
物

る
こ
と
が
技
術
的
に
困
難
で
あ
る
こ
と
、
都
市
計
画

分
は
、
下
限
は
上
層
の
路
面
か
ら
道
路
構
造
令
で
定

内
は
路
面
及
び
床
面
を
上
限
に
、
そ
こ
か
ら
二
･
九

当
時
建
物
の
詳
細
設
計
が
で
き
て
お
ら
ず
、
一
一
階

め
ら
れ
て
い
る
四

･
五

m
と
管
理
空
間
一
･
五
m
を

m
の
空
間
を
下
限
と
し
た
。
な
お
、
P
A
専
用
エ
レ

部
分
に
建
築
限
界
を
か
け
る
こ
と
は
難
し
い
等
の
理

あ
わ
せ
た
六
m
の
空
間
、
上
限
は
下
層
の
構
造
物
か

ベ
ー
タ
ー
及
び
海
側
三

階
部
分
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

由
で
建
築
限
界
は
か
け
ら
れ
て
い
な
い

(図
9
)。
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五

権
原
関
係

の

建
物
に
関
す
る
権
原

建
物
内
に
は
車
が
出
入
り
す
る
の
で
は
な
く
、
人
の
み

が
利
用
す
る
休
憩
施
設
等
が
設
置
さ
れ
る
構
造
と
な
っ
た

た
め
、
公
団
は
P
A
の
休
憩
施
設
等
を
設
置
す
る
フ
ロ
ア
ー

を
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
購
入
す
る
よ
う
な
方
法
で
建
物
の
区

分
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
り
、
建
物
全
体
価
額
に
、

公
団
と
建
物
所
有
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
有
面
積
に
各
フ
ロ

ア
ー
の
持
つ
効
用
を
乗
じ
て
求
め
た
積
数
の
合
計
の
割
合

を
乗
じ
て
求
め
た
額
を
、
そ
の
取
得
費
用
と
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

②

土
地
に
関
す
る
梅
原

泉
大
津
P
A
は
先
に
触
れ
た
と
お
り
公
団
単
独
で
建
設

す
る
駐
車
場
部
分
と
立
体
道
路
制
度
を
活
用
し
建
物
と
一

体
整
備
を
図
る
部
分
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
前
者
の
権
原

は
公
団
が
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
る
。
後
者
は
公

団
が
印
の
よ
う
な
区
分
所
有
権
で
建
物
に
関
す
る
権
原
を

取
得
す
る
こ
と
か
ら
、
建
物
区
分
所
有
に
伴
う
敷
地
利
用

権
と
し
て
土
地

(図
m
の

(@
+
⑲
+
⑯
)
の
共
有
持
分

を
取
得
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
共
有
持
分
は
、
次
の
①
と
②
を
合
計
し
て
算
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

①

敷
地

(@
+
⑲
+
⑯
)
全
体
に
つ
い
て
は
、
区
分

所
有
権
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
建
物
の
全
体
専
有
面

積
に
対
す
る
公
団
専
有
面
積
の
比
率

②

重
複
利
用
区
域
の
う
ち
建
物
の
敷
地
を
除
い
た
部

分
⑲
に
つ
い
て
は
公
団
の
P
A
施
設
の
立
体
的
区
域

に
区
分
地
上
権
を
設
定
す
る
と
し
た
場
合
の
比
率
を

全
敷
地

(@
+
◎
+
⑯
)
に
な
ら
し
た
比
率

に)通路敷地部分

分

の
分

の
部

物
地

物
部

建
敷

建
た

で
い

回

域
除

区
を

　　　　
利用区域で建物の
敷地を除いた部分

5 8 , om

5 0 ,om

　

市

道

図

公団単独所有部分

土
地
及
び
建
物
の
権
利
取
得
に
関
す
る
細
目
協
定
書

(案
)
(抜
粋
)

第
一
条

こ
の
細
目
協
定
書
は
、
甲

(阪
神
高
速
道
路

公
団
)
が
、
本
協
定
書
第
三
条
の
道
路
区
域
の
う
ち
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
範
囲

(海
側
P
A
の
道
路
区
域

の
範
囲
)
に
関
す
る
土
地
及
び
建
物
に
関
す
る
権
原

の
取
得
契
約
を
乙

(泉
大
津
港
湾
都
市
㈱
)
と
の
間

で
締
結
す
る
に
当
た
り
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

一

本
協
定
書
第
三
条
の
別
添
図
黄
色
部
分
の
区
分

の
う
ち
、
再
開
発
地
区
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ

た
建
築
限
界
の
範
囲

(海
側
建
物
三
階
)
及
び
甲

の
道
路
施
設
と
し
て
必
要
な
建
物

(海
側
建
物
一

一
階
)
の
階
層

(
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
含
む
。)
部

分
に
相
当
す
る
範
囲

二

本
協
定
書
第
三
条
の
別
添
図
赤
色
部
分
の
区
分

の
う
ち
、
海
側
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
部
分
の
再
開

発
地
区
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
限
界
の

範
囲
及
び
甲
の
道
路
施
設
と
し
て
必
要
な
工
作

物

(柱
、
基
礎
及
び
連
絡
道
路
を
含
む
。
以
下

同
じ
。)
部
分
に
相
当
す
る
範
囲
。

第
三
条

甲
は
、
第
一
条
第
一
号
の
範
囲
に
関
す
る
土

地
及
び
建
物
の
権
原
を
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す

る
法
律

(昭
和
三
七
年
法
律
第
六
九
号
)
(以
下

｢区
分
所
有
法
｣
と
い
う
。)
第
二
条
第

一
項
に
定



め
る
区
分
所
有
権
及
び
同
条
第
六
項
に
定
め
る
敷
地

利
用
権
に
よ
り
取
得
す
る
も
の
と
す
る
。

甲
は
、
甲
が
第
一
条
第
二
号
の
範
囲
を
専
用
的
に

使
用
す
る
こ
と
に
伴
い
乙
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
割

合
に
応
じ
た
負
担
を
、
乙
に
対
し
て
支
払
う
も
の
と

す
る
。

甲
及
び
乙
は
、
甲
が
第
一
条
へ第
一
号
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
及
び
〉
第
二
号
の
範
囲
を
専
用
的
に
使
用
す
る

旨
を
区
分
所
有
法
第
三
〇
条
第
一
項
に
定
め
る
規
約

(以
下

｢管
理
規
約
｣
と
い
う
。)
に
定
め
る
も
の

と
す
る
。

第
一
項
に
規
定
す
る
敷
地
利
用
権
の
割
合
は
、
本

協
定
書
別
表

へ海
側
〉
の
建
物
の
総
床
面
積
に
対
す

る
甲
の
専
用
部
分

(区
分
所
有
法
第
二
条
第
三
項
に

規
定
す
る
専
用
部
分
を
い
う
。)
の
割
合

一
○
、
0

0
0
分
の
×
×
に
第
二
項
の
甲
の
負
担
割
合
一
0
、

0
0
0
分
の
×
×
を
加
え
、

一
○
、
0
0
0
分
の
×

×
と
す
る
。

六

道
路
の
立
体
的
区
域
の
決
定

泉
大
津
P
A
の
立
体
的
区
域
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、

次
の
考
え
方
に
よ
る
o

①

建
物
部
分
の
う
ち
、
休
憩
施
設
は
、
床
と
天
井
の

間
の
内
面
空
間
。
た
だ
し
、
建
物
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
除
く
。

②

P
A
の
駐
車
場
部
分
及
び
歩
道
部
分
は
、
都
市
計

画
に
よ
る
建
築
限
界
の
範
囲
。
(駐
車
場
部
分
ー
ー

上
層
の
路
面
か
ら
六
･
o
m
･
下
層
の
桁
下
か
ら
一

m
、
歩
道
部
分
l
I
歩
道
路
面
か
ら
二
･
九
m
)

③

駐
車
場
一
階
部
分
は
ピ
ア
ー
の
み
。

④

地
下
部
分
は
、
フ
ー
チ
ン
グ
回
り
一
･
五
m
。
フ
ー

チ
ン
グ
上
○
･
五
m
か
ら
下
す
べ
て
。
た
だ
し
、
フ
ー

チ
ン
グ
回
り

一
･
五

m
の
範
囲
が
建
物
と
重
複
す
る

部
分
は
除
く
。

⑤

P
A
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
施
設
と
ホ
ー
ル
。
(
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
i
ル
は
一
階
、
休
憩
施
設
の
設
置

さ
れ
る
階
及
び
海
陸
両
側
の
建
物
を
つ
な
ぐ
P
A

専
用
の
連
絡
ブ
リ
ッ
ジ
の
と
り
つ
く
階
に
し
か
設

け
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
上
下
は
空
洞
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
ホ
ー
ル
部
分
は
、
地
面
か
ら
機
械
室
ま

で
す
べ
て
を
道
路
区
域
と
し
た
。)
(図
=
)。

物囮 道路の立体的区域

連絡ブリッジ

ェ

ェ

立

間

　
　

　
　

し

し

印

理

′

′

○

管
　饉)○印の立体的区域は、 構造物のそれぞれの上下空間の

、
る
し

は

い

域
で

区

ん

的
含　

　
の

図11 泉大津パーキングエリア



七

管
理
協
定
等
に
つ
い
て

泉
大
津
P
A
に
お
い
て
、
建
物
と
一
体
構
造
に
な
っ
て

い
る
の
は
道
路
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
道
路
法
第
二
条
第

二
項
六
号
に
該
当
す
る
道
路
附
属
物
で
あ
り
、
建
物
及
び

土
地
に
関
す
る
権
原
は
建
物
区
分
所
有
権
を
取
得
す
る
こ

と
で
登
記
が
可
能
で
あ
る
の
で
道
路
法
第
四
七
条
の
六
及

び
第
四
七
条
の
七
に
よ
る
道
路
一
体
建
物
に
関
す
る
協
定

に
よ
っ
て
第
三
者
に
対
す
る
効
力
を
備
え
る
必
要
は
な
い
。

よ
っ
て
、
泉
大
津
P
A
に
つ
い
て
は
、
道
路
一
体
建
物
に

関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
の
で
は
な
く
、
平
成
元
年
一
二

月
二
○
日
付
け
の
建
設
省
道
路
局
路
政
課
長
通
達

｢道
路

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
つ
い
て
｣
第

四
に
よ
る
道
路
附
属
物
と
し
て
駐
車
場
を
設
置
す
る
場
合

の
管
理
規
約
を
定
め
公
団
が
専
有
す
る
P
A
部
分
の
管
理

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

八

今
後
の
課
題

泉
大
津
P
A
の
今
後
の
課
題
は
、
共
有
持
分
の
比
率
や

費
用
の
負
担
、
建
物
の
管
理
等
に
つ
い
て
土
地
建
物
の
所

有
者
で
あ
る
泉
大
津
港
湾
都
市
㈱
と
詳
細
を
詰
め
て
い
く

こ
と
と
な
る
。
そ
の
他
に
も
P
A
の
休
憩
施
設
あ
る
い
は

建
物
側
で
火
災
等
が
発
生
し
た
と
き
の
消
火
体
制
や
避
難

誘
導
体
制
、
高
速
道
路
本
線
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど

の
防
災
計
画
も
泉
大
津
港
湾
都
市
㈱
と
協
定
等
を
締
結
し

取
り
決
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
誌
は
、
平
成
二
年
四
月
の
創
刊
以
来
、
皆
様
の
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

度
、
誌
面
の
な
お
一
層
の
充
実
の
た
め
、
読
者
の
皆
様
方
か
ら
の
原
稿
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

日
頃
道
路
･
道
路
行
政
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
現
場
か
ら
の
生
の
話
題
、
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
、
海
外
へ
の
出
張
報
告
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
立
場
か
ら
自
由
に
テ
ー
マ
を
選
び
、

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
-
-
0
枚
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

奮
っ
て
の
御
応
募
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
投
稿
原
稿
の
採
否
、
掲
載
号
、
送
り
ガ
ナ
等
文
章
表
現
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務

局
に
御
一
任
下
さ
い
。
掲
載
原
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

宛
先

〒
-
0
0

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
-
一
-
三

建
設
省
道
路
局
路
政
課
内

｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
事
務
局



道
路
管
理
の
実
態
報
告

高
速
道
路
に
お
け
る
雪
氷
対
策
の
事
例

日
本
道
路
公
団
仙
台
管
理
局
技
術
部
保
全
第
-
課
課
長
代
理

麗野
村
N
》氷
〉治

日
本
道
路
公
団
仙
台
管
理
局
技
術
部
施
設
第
二
課
課
長
代
理

サ浦
合
個
蓋
ロ長
^

靜

m
)

m

m

m

m
釧

m

m
勧

日
本
道
路
公
団

(以
下

｢J
H
｣
と
い
う
。)
仙
台
管

所

に

所

　　　
　
　
　

　
　
　
　　

五
○
蛔
)
を
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
管
内
の
高
速
自
動

士卑
祠豊満鳰
(の
利
用
ホ
ハ潟…桜且重
Jb
平l甫
夙工=▲な十
時反
に
≦
は
、
-
[HH
-
m㈱]

鮴
醸
皺
襁

獅
憤

当
管
内
の
高
速
自
動
車
国
道
は
す
べ
て
積
雪
寒
冷
地
を

通
過
し
て
お
り
、
今
後
も
積
雪
寒
冷
地
を
通
過
す
る
路
線

k

m

/

k

“
供
用
が
見
込
ま
れ
‘
“
“
状
況
で
あ
り
、
雪
氷
対
策
“

鰍
巍

鷺

嬬弩

棘覊

鮒溌

冬
期
交
通
の
確
保
と
い
う
意
味
で
大
変
重
要
と
な
っ
て
き

図 1 J H仙台管理局管内略図

ー 寒河江IC
山形管理弱務所 4 2 7 k m　　　　

ー

C

ー
4
埼

　
　
　　

　　

　

　

　

　

て
い
る
。

さ
ら
に
近
年
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
禁
止
に
伴



う
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
普
及
、
及
び
路
面
管
理
に
対

す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
等
か
ら
冬
期
の
路
面
管
理

レ
ベ
ル
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
冬
期
に
お
け
る
高
速
道
路
の
安
全
か
つ
確

実
な
交
通
の
確
保
を
図
る
べ
く
、
雪
氷
対
策
を
強
化
す
る

と
と
も
に
効
率
的
な
作
業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
報
文
は
、
当
局
に
お
け
る
高
速
道
路
の
雪
氷
対
策
の

強
化
･
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
紹

介
す
る
も
の
で
あ
る
。

三

雪
氷
対
策
の
現
況
と
取
り
組
み

ー

雪
氷
対
策
の
現
況

冬
の
東
北
地
方
は
、
夏
と
は
一
変
し
て
非
常
に
厳
し
い

気
象
と
な
り
、
積
雪
や
凍
結
、
場
所
に
よ
っ
て
は
地
吹
雪

な
ど
が
発
生
し
、
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
高
速
道
路
の
路
面
凍
結
防
止
剤
散
布
作
業

や
除
雪
作
業
で
、
ひ
と
冬
あ
た
り
地
球
か
ら
月
ま
で
の
二

往
復
分
に
あ
た
る
約
一
六
〇
万
虹
の
距
離
を
作
業
に
よ
る

車
両
が
走
行
し
、
東
京
ド
ー
ム
約
五
〇
杯
分
に
あ
た
る
六
、

四
四
〇
万
岼
の
雪
を
処
理
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

当
管
内
の
気
象
状
況
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
平
成
五
年

度
迄
の
平
均
値

(年
間
)
で
み
る
と
降
雪
日
数
の
最
少
は

仙
台
で
六
一
日
、
最
大
は
西
根
の
-
-五
日
と
な

っ
て
お

り
、
累
計
降
雪
量
で
は
会
津
若
松
が
七
四
八
伽
と
最
も
多

く
、
東
北
北
部
、
及
び
奥
羽
山
脈
を
境
に
日
本
海
側
の
内

陸
部
が
特
に
気
象
の
厳
し
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
(図

3
参
照
)
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ま
た
、
雪
氷
対
策
費
は
、
管
理
延
長
の
伸
び
と
と
も
に

増
加
し
、
特
に
平
成
三
年
度
以
降
、
凍
結
防
止
剤
の
購
入

費
、
雪
氷
対
策
作
業
費
の
増
加
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
気
象
的
な
要
因
だ
け
で
な
く
、
脱
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
に
よ
る
路
面
管
理
水
準
の
向
上
が
必
要
と
な
っ
た
こ
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図 4 管内供用延長及び雪氷対策費の推移

2

雪
氷
対
策
作
業
の
流
れ

J
H
に
お
け
る
雪
氷
対
策
作
業
と
は
、
気
象
情
報
の
収

集
に
始
ま
り
、
解
析
･
予
測
、
判
断
を
経
て
雪
氷
作
業
、

交
通
規
制
等
の
対
策
を
行
う
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
称
し

と
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
(図
4
参
照
)

積 で て 交 集 2 と
雪 あ 雪 い 通 に J に

が る 氷 る 規 始 H 雪 よ
生 o ヌ･ 0 3 ま に 氷 る

雪
氷
対
策
作
業
全
体
の
流
れ
は
、
図
5
に
示
す
と
お
り

で
あ
る
。
ま
た
、
雪
氷
対
策
作
業
は
狭
義
に
は
、
路
面
に

積
雪
が
生
じ
た
場
合
に
行
う

｢除
雪
作
業
｣
と
路
面
凍
結

存対 も

気象情報の収集

①沿線の観測機器
②道路パトロール
③気象機関データ

対策

①雪氷作業
②交通規制
③情報提供

図 5 雪氷対策作業の全体フロー

こ
の
う
ち
除
雪
作
業
は
原
則
と
し
て
、
新
雪
除
雪
、
圧

雪
処
理
、
拡
幅
除
雪
及
び
運
搬
排
雪
の
四
種
類
に
分
類
し

が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
行
う

｢凍
結
防
止
剤
散
布
作
業
｣

て 二" と が
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
作
業
の
他
に
地
吹
雪
対
策
、
消
融

ま い 処 こ に

新雪除雪 プラウ系除雪トラックにょり榔団を組み、路 た る 理 の 分
作業 面こ積もる雪を酩側へ除去する作業

、 o 、 う け

‐榊田 "し-〃‐“ 穀撰 “ 滲 出g 1ん宜髀狡 ※ 酋 越 汝 ぬ
作業

怨出 鱗去奉る漆凄搬行軍嵩;接写推せ窕淺 “ 言 瞬廉 蓼む
面の不陸を修正する作業 玲 参 讐イ羅 %

拡輻除雪 新雪除雪ゃ圧雪処埋lは o て路働こ堆積した な 態 及業
雪を除去する作業で除雪トラックやロータリ
ー除雪車を用いる

運搬排除 橋梁高架部等で側方へ除雪できない区間での
作業 次回除雪のためのスペースを確保するための

作業

凍結防止剤を散布する
水分の凍結温度を降下
凍結防止剤には塩化ナ
シウム、塩化カルシウ

ことによって、路上の
させるための作業。
トリウム、 塩化マグネ
ムが使用される。

図 G 雪氷対策作業の種類と目的



雪
施
設
の
設
置
、
チ
ェ
ー
ン
ベ
ー
ス
の
設
置
等
諸
施
設
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
警
察
と
協
力
し
て
冬
用
タ
イ
ヤ

や
チ
ェ
ー
ン
装
着
規
制
等
交
通
管
理
面
で
の
対
策
も
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
板
等
に
よ
る
安
全
運
転
の
啓
発

　タ
度

ジ

濃

デ

留

の

残

局

剤

視

止

･飛雪防止樹の設置
･ U ターン路の設置
･溶液費込み時間短縮 (高架化式)
･凍結防止剤費込み時間短縮 (サイロ)
･非常電話破損対策

ダ
び
刃

　
　　

クト
の
シ

の

御
都
ッ
防
置
の

制
ち
ラ
結
配

動
だ
ス
凍
械

目
わ
(

の

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
小
冊
子
等
を
配
布
し
、

冬
タ
イ
ヤ
の
装
着
と
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
携
行
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

雪氷対策費節減

置

鴛
　　
　　
　

　
　
　　

　

　　　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
･広域情報板
･ハイウエイラジオ
･気象情報板
･簡易情報ターミナル (将来)

実充

化

定

の

率

安

設

効

用

施

の

雇

路

業

期

道

作

長

情報提供施設の強化

図 7 雪氷対策の強化 ･効率化への取り組み

　クツェ
置

チ
設

報

ヤ
の

広

イ
ス
等

の
等

タ
ー
置

着
シ

め
べ
装

裝
ラ

止
ン
成

ヤ
チ

リ
ー
形

イ

、

べ

ェ面

タ
板

ス
チ
粗

冬
着

3

雪
氷
対
策
の
強
化
･
効
率
化
を
め
ざ
し
て

雪
氷
対
策
の
強
化
及
び
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま

で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
冬

期
の
道
路
の
安
全
性
･
信
頼
性
の
向
上
及
び
今
後
の
供
用

延
長
の
増
、
維
持
管
理
費
の
節
減
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
さ

ら
に
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

雪
氷
対
策
の
強
化
及
び
効
率
化
を
め
ざ
し
て
、
現
在
当

局
で
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(図
7
参
照
)

①

気
象
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入

雪
氷
対
策
作
業
は
、
天
気
予
報
及
び
現
在
委
託
し

て
い
る
節
日
本
気
象
協
会
に
よ
る
予
測
等
広
範
囲
の

気
象
デ
ー
タ
を
も
と
に
雪
氷
体
制
の
規
制
等
を
判
断

し
て
い
る
。
ま
た
、
現
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
気
象

観
測
機
器
の
気
象
デ
ー
タ
及
び
巡
回
車
の
情
報
等
を

も
と
に
雪
氷
作
業
の
指
示
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
気
象
観
測
局
の
増
設
及
び

気
象
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

気
象
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
気
象
観
測
局

(現
地
)
の
気
象
デ
ー
タ
を
管
理
事
務
所
に
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
伝
送
し
、
気
象
監
視
局

(事
務

所
)、
気
象
中
央
局

(管
理
局
)、
気
象
情
報
提
供
機

関
を
有
機
的
に
結
合
し
、
デ
ー
タ
通
信
の
効
率
化
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
化
を
進
め
、
気
象
情
報
提
供
機
関
か

ら
の
気
象
予
測
精
度
の
向
上
及
び
迅
速
化
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
(図
8
参
照
)
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気象予測の精度向上 ･ 気象オンラインシステムの導入
･路面凍結予測システムの試行

現地状況の把握

機械作業の迅速化

通行車両対策
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※気象級満岡の気象穀洲燬器には、気温計、路温計、降水検知器、雨雪履計、風向風速計、視程計鰐がある。
図 8 気象オンラインシステム全体イメージ図
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②

路
面
凍
結
予
測
シ
ス
テ
ム
の
試
行

路
面
凍
結
防
止
剤
散
布
作
業
に
お
い
て
、
路
面
凍

結
防
止
剤
を
効
率
的
･
効
果
的
に
使
用
す
る
た
め
に

は
、
路
面
凍
結
を
的
確
に
予
測
し
、
凍
結
が
起
き
る

前
に
散
布
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
東

結
は
場
所
的
に
も
時
間
的
に
も
変
動
が
大
き
く
、
高

速
道
路
は
気
象
変
化
に
富
む
広
い
範
囲
に
伸
び
て
お

り
、
全
線
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の

時
間
と
労
力
を
必
要
と
す
る
と
と
も
に
高
度
な
判
断

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
路
面
凍

結
予
測
シ
ス
テ
ム
を
J
H
試
験
研
究
所
で
開
発
し
、

当
局
の
福
島
管
理
事
務
所
管
内
で
試
験
を
行
っ
て
い

る
↓0路

面
凍
結
予
測
シ
ス
テ
ム
は
、
高
速
道
路
の
道
路

気
象
及
び
上
空
の
気
象

(高
層
気
象
)
観
測
デ
ー
タ

と
路
線
の
縦
断
方
向
温
度
特
性

(サ
ー
マ
ル
サ
ー
ベ

イ
)
の
情
報
を
統
計
的
手
法
を
用
い
て
対
象
と
す
る

路
線
全
体
の
路
面
の
温
度
変
化
と
降
水

(雪
)
確
率

に
よ
り
予
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
構
成

を
図
9
に
示
す
。

③

高
架
式
溶
液
槽
の
試
行

路
面
凍
結
防
止
の
た
め
の
溶
液
散
布
作
業
は
、
降

雪
が
予
測
さ
れ
る
場
合
の
事
前
散
布
や
、
降
雪
初
期

の
即
効
性
を
期
待
し
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

溶
液
の
積
込
み
は
、
液
散
水
車
の
容
量

(約
九
妙

が
二
車
線
を
散
布
す
る
場
合
三
応
分
し
か
な
い
た

路面凍結予測システム

〔気象予測データ)

気象情報提供戦関　 　　　　　　　　　

局) 気象予測情報提供システム



踞
e

5

0

5

0"

　
　

　　

　　

2

掟
面
温
度

℃

時

成

一
ヒ

(

刈

平

子

箱越野方向難遜事え家康北自動醸造国見IC~白石IC)

き鮴　

　
　　　　
　檄

　

　

め
、
作
業
区
間
内
で
数
回
の
積
込
み
を
必
要
と
し
、

従
来
の
ポ
ン
プ
で
の
横
込
み
で
は
、
一
回
あ
た
り
二

〇
分
程
度
の
積
込
み
時
間
を
要
し
て
い
た
。
溶
液
散

布
作
業
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
実
施
し
、
雪
氷
作
業

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
短
縮
す
る
た
め
に
は
、
溶
液
の

積
込
み
時
間
を
短
縮
す
る
必
要
が
あ
り
、
従
来
ポ
ン

プ
で
積
込
み
を
行
っ
て
い
た
も
の
を
高
架
式
溶
液
槽

に
変
更
し
た
。

高
架
式
溶
液
槽
は
、
容
量
約
一
二
評
の
タ
ン
ク
を

液
散
水
車
よ
り
高
い
位
置
に
設
置
し
、
自
然
流
下
方

式
で
液
散
水
車
に
横
込
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
式

よ
り
、
従
来
二
〇
分
要

し
た
積
込
み
時
間
が

五
ー
六
分
に
短
縮
さ
れ

た
。
(写
真
1
参
照
)

図 9 路面凍結予測システムの構成

写真 l 高架式溶液槽



④

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
除
雪
車
の
開
発

高
速
道
路
の
雪
氷
作
業
の
中
で
主
力
を
な
す
機
械

除
雪
作
業
で
は
、
最
近
の
三
K
等
に
よ
る
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
不
足
へ
の
対
処
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
当
局
で
は
、
操
作
性
の
向
上
を
目
的
に

平
成
四
年
度
か
ら
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
除
雪
車
の
開
発

検
討
を
行
い
、
平
成
五
年
度
に
は
試
作
車

(写
真
2
･

3
)
を
完
成
さ
せ
、
西
根
管
理
事
務
所
管
内
で
試
験

を
行

っ
た
。

機
械
の
改
良
点
と
し
て
は
、
除
雪
車
の
操
作
に
お

い
て
運
転
手
が
行
う
ト
ラ
ッ
ク
グ
レ
ー
ダ
ー
操
作
、

シ
フ
ト
レ
バ
ー
操
作
に
自
動
制
御
装
置
及
び
オ
ー
ト

マ
チ
ッ
ク
の
導
入
を
図
り
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
負
担

を
軽
減
し
、
従
来
助
手
が
行
っ
て
い
た
無
線
通
話
、

車
載
標
識
装
置
の
表
示
部
変
更
操
作
、
後
退
時
の
安

全
確
認
等
の
操
作
性
の
改
良
や
安
全
性
の
向
上
を
図
っ

た
。
(図
川
･
表
1
参
照
)

た
だ
し
、
雪
氷
対
策
費
の
中
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト

を
占
め
て
い
る
人
件
費
の
削
減
に
は
、
除
雪
車
の
ワ

ン
マ
ン
化
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
れ
は
機
械
の
改
良

だ
け
で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
道
路
付

帯
施
設
の
改
良
等
を
含
め
た
運
用
検
討
を
行
い
、
実

現
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

オートマチック除雪車

④

◎

　

　
　
　

図10 運転室内のレイアウト比較
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表 1 オートマチック除雪車の改良内容

イ乍 業 項 目
オ ー ト マ チ ッ ク イヒ ヘ の 改 良 内 容

試 験 結 果
問 題 点 改 良 点

速度制御 (シフトチェンジ) シフトチェンジの頻度が多い 変速機をオートマチックイヒ シフトチェンジ回数の"減少、

トラックク"レーダーf築‘乍 トラツググレーダーの押本性玉調整
の顔接受力ゞ多い

トラックグレー夕め一の押付圧調整
の自動J制御関ヒ

操作回数の‐大幅な減少

トラッククゞレーダー涛犬筵挨石窿言忍 状態の確認が運転席から容易にてト

きない
クゞラフイックモニターの二設置 状態の確鞠忍が容易

側方確認ネ サイド ･アンダーミラーに雪訪巧寸
着し運転席からブ飛雪状態等側方確
言忍できない

熱線入りミラーにより着雪防止し
複む認f生の向上を図る

着雪がなくなり観鴫忍性が
向上

f炙大柿譫言忍 f炙退時のf茨方確認が一人では容易
て、ブよい

車両後方に1監視カメラを、 車内に
モニターを設置

助手の誘導に頼らずに後
退力す司箔皀

無聯泉機材楽イ乍 除雪中はプラウ等の進行角の影響-
て、横･滑りするためハンドルから手
を長く離せない

送受話器をモービルマイク等を使
用した簡易操作型へ変更

両手でハンドル操作しな
がらの通読者力ぎ可能

プラウ端部確認 運転席からプラウ端部のランプが
飛雪などの影響で確認しにくい

大型プラウ巾灯の耳増寸 プラウ端部の確認 (目視)
力訛容易

標識装置操作 表示、 操作ボタンが小さく、 又、
夜間暗く操作できない

液晶操作盤の導入 運転しながらのま栞イ乍が容
易易

吹雪･地吹雪対策

斜面積雪のなだれ、崩落雪対策
道路構造上からの対策

消 ･融雪施設による対策
t道路

冬 期 路 面 管 理
凍結防止剤 ･液

雪氷体制決定に利用一一↑

気 象 情 報 管 理 気象障害の予知 ･予測

凍結防止剤 ･液散布

l交繊制ほ
" l

交通規制の趙守
　

の対策】 交通規制 (情報の提供)
警察 ↓

〔ドライバー側からの対策】 交通規制の趙守

冬用タイヤもしくは滑り止め装置の着用

図11 高速道路における冬期交通確保の概要

雪
氷
対
策
に
お
い
て
は
、
今
後
益
々
予
算
執
行
面
の
み

な
ら
ず
、
雪
氷
対
策
技
術
の
改
良
、
体
制
の
効
率
化
、
そ

し
て
お
客
様
に
対
す
る
P
R
の
強
化
な
ど
各
分
野
に
つ
い

て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
雪
氷
対
策
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
道
路

を
利
用
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
警
察
、

そ
れ
に
我
々
道
路
管
理
者
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
最
善
の
努
力
を
し
て
雪
や
氷
の
障
害

を
可
能
な
限
り
防
除
し
て
、
安
全
か
つ
確
実
な
交
通
の
確

保
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
(図
川
参
照
)

当
局
と
し
て
は
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
確
実
か
つ
効
率

的
な
雪
氷
対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
お
客
さ
ま
に
対
す

る
的
確
な
情
報
提
供
及
び
広
報
活
動
の
充
実
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
お
客
様
を
は
じ
め
関
係
各
機
関
の
ご
指
導
を

頂
き
な
が
ら
、
安
全
で
快
適
な
高
速
道
路
の
交
通
確
保
に

努
め
、
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
に
貢
献
す
る
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

る ･ 杲 を れ そ を て し な
勺 な 当 を 可 ぞ れ 利 し 真 て ら 雪 =

　 　 　 　　 　 　 　
　

お
わ
り
に



首
都
高
速
湾
岸
線
の
羽
田
空
港
と
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

を
結
ぶ
一
六
･
四
如
区
間
が
昨
年
三
一月
二
一
日
に
開
通

し
、
横
浜
-
東
京
-
千
葉
四
九
如
余
の
湾
岸
ル
ー
ト
が
つ

な
が
り
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
今
回
開
通
区
間
の
特
徴
や
そ
の
効
果
な
ど

に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

東
京
湾
岸
道
路
に
つ
い
て

二
一
世
紀
に
向
け
て
首
都
圏
の
交
通
渋
滞
を
緩
和
･
解

消
す
る
と
と
も
に
、
東
京
湾
及
び
そ
の
周
辺
地
域
を
総
合

的
･
広
域
的
に
開
発
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
よ
り
高
度
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
交
通
網
を
整
備
す
る
た
め
に
計

画
さ
れ
た
も
の
が
、
｢東
京
湾
環
状
道
路
｣
で
す

(図
ー
)。

こ
れ
は
、
次
の
四
つ
の
路
線
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①

東
京
湾
沿
い
の
お
も
な
都
市
を
結
ぶ
、
延
長
約
一

六
〇
畑
の

｢東
京
湾
岸
道
路
｣

②

東
京
湾
の
中
央
部
に
お
い
て
川
崎
と
木
更
津
を
結

ぶ
、
延
長
約
一
五
如
の

｢東
京
湾
横
断
道
路
｣

③

東
京
湾
の
湾
ロ
部
に
お
い
て
三
浦
半
島
と
房
総
半

島
を
結
ぶ
、
延
長
約
一
○
如
の

｢東
京
湾
ロ
道
路
｣

④

東
京
都
大
田
区
か
ら
千
葉
県
市
原
市
を
結
ぶ
、
延

長
約
五
〇
如
の

｢第
二
東
京
湾
岸
道
路
｣

首
都
高
速
の
湾
岸
線
は
、
こ
の
東
京
湾
岸
道
路
の
自
動

車
専
用
部
の
う
ち
、
首
都
高
速
道
路
公
団
が
建
設
･
管
理

を
行
っ
て
い
る
横
浜
市
金
沢
区
か
ら
市
川
市
高
谷
ま
で
の

延
長
六
四
如
の
区
間
を
指
し
ま
す
。

今
回
開
通
し
た
の
は
、
大
田
区
の
羽
田
空
港
か
ら
横
浜

市
の
大
黒
ふ
頭
ま
で
の
区
間
で
、
高
速
湾
岸
線

(三
期
)

(四
期
)
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
横
浜
市
金
沢
区
並
木
か
ら
中
区
本
牧
ふ
頭
ま
で

湾
岸
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
招
待

そ
れ
で
は
、
今
回
開
通
し
た
湾
岸
線
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て

み
ま
し
ょ
う

(図
2
)。

昨
年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
羽
田
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
区
間
(
一
四
･
六
癜
)
に
つ
い
て
も
、
湾
岸
線

(五
期
)

と
し
て
現
在
工
事
を
進
め
て
お
り
、
早
期
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

高
速
湾
岸
線
は
、
高
速
神
奈
川
三
号
狩
場
線
、
高
速
神

奈
川
五
号
大
黒
線
、
高
速
一
号
羽
田
線
、
高
速
三

号
台

場
線
、
高
速
九
号
深
川
線
、
高
速
中
央
環
状
線
及
び
東
関

東
自
動
車
道
と
そ
れ
ぞ
れ
接
続
し
て
、
首
都
高
速
道
路
網

の
骨
格
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
神
奈

川
･
東
京
･
千
葉
を
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
、
大
き
な
期
待

が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
湾
岸
新
ル
ー
ト
の
開
通
に
つ
い
て

首
都
高
速
道
路
公
団
計
画
部
企
画
課

今
泉
伸
一
郎



羽
田
空
港
の
空
域
制
限
で
高
層
建
築
物
が
建
て
ら
れ
な

い
多
摩
川
河
口
と
、
隣
接
す
る
川
崎
航
路
部
分
が
ト
ン
ネ

ル
構
造
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

(ビ
ッ
グ
バ
ー
ド
)
付
近
を
過
ぎ
る
と
、
す
ぐ
多
摩
川
、

そ
し
て
川
崎
航
路
と
い
う
二
つ
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ" ･･

>
/

東京漕 げ /木更津市
　　　　

ee e 6 0

･ 東京湾環状道路路線図

　 　　　　 　　　　
　 　　　　　　 　　 　

計画中路蝋

図 1 ｢東京湾環状道路｣ の全体計画図

c
演浜港 鳳黛 妙 K 神蒋--県 も 東 京 都

昭和島I

ナノ
羽田空港

参匐驚通区間

図 2 路線案内図



い
ず
れ
の
ト
ン
ネ
ル
も
、
新
幹
線
の
車
両
が
三
一○
而

も
入
る
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
箱

(幅
四
0
m
、
高

さ
一
0
m
、
長
さ

一
三
0

m
)
を
海
底
に
沈
め
、
水
圧
に

よ
っ
て
次
々
と
結
合
さ
せ
て
い
く

｢沈
埋

(ち
ん
ま
い
)

工
法
｣
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す

(図
3
)。

沈
理
工
法
は
、
陸
上
の
ヤ
ー
ド

(ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
)
で

製
作
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

(函
体
)
を
一
函
ず
つ
あ
ら
か
じ
め

浚
漂
し
た
現
地
に
曳
航
し
て
沈
め
、
海
底
で
つ
な
ぎ
合
わ

さ
"

　
　　

　
　　　　　　　

ざ
ぶざぶ

　　
　
　　　

　
　
　
　

　
　
　

お ( え を 圧 の せ
･ り 総 多 ま 最 を 工 た

、 .
籍畔毀島彗尹 ･ 柾 摩 ず 大 利 法 後

　　　　　 　
　 　 　　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　

せ
た
後
、
土
で
埋
め
て
ト
ン
ネ
ル
を
造
る
も
の
で
す
。
こ

の
工
法
は
、
水
の
浮
力
を
利
用
し
て
函
体
を
輸
送
し
、
水

圧
を
利
用
し
て
函
体
同
士
を
接
合
す
る
な
ど
、
自
然
の
力

を
最
大
限
に
利
用
し
て
巨
大
な
構
造
物
を
造
る
工
法
と
言

え
ま
す
。

多
摩
川
ト
ン
ネ
ル
は
、
海
底
部
分
が
一
、
五
五
0
m

(総
延
長
二
、
一
七
0
m
)、
三
一の
箱
が
つ
な
が
っ
て

お
り
、
こ
の
工
法
の
自
動
車
道
と
し
て
は
世
界
最
大
級
の

　
　
　　　
　　
　
　
　

　

ふ
さ
ぐ
ふき
こ
ん

総
滋
養
もさ
き
,

　　　
　　
　
　　

労( )は多摩川トンネルの数値を表す。

図 3 多摩川 ･川崎航路トンネル

も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
に
は
、
首
都
高
速
道

路
で
最
も
低
い
部
分

(平
均
海
面
下
二
五
m

…
従
来
は
湾

岸
線
東
京
港
ト
ン
ネ
ル
の
二
0
m
)
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
｢
こ
の
よ
う
な
海
底
ト
ン
ネ
ル
の
防
災
対

策
は
大
丈
夫
?
L
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
御
安
心
下
さ
い
。

こ
の
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
に
は
、
非
常
電
話
、
押
ボ
タ
ン

式
通
報
装
置
、
泡
消
火
栓
、
水
噴
霧
設
備
な
ど
の
各
種
非

常
用
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
勿
論
で
す
が
、
車
道

部
の
両
側
に
は
、
車
道
と
厚
さ
六
〇
伽
の
壁
で
隔
離
さ
れ

た
避
難
道
路
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
避
難
道
路
へ
の
非
常

ロ
は
五
○
ー
七
0
m
間
隔
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

避
難
道
路
は
、
車
椅
子
で
の
避
難
も
想
定
し
、
幅
員
が
二

m
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
常
時
の
救
助
活
動
や

消
防
活
動
の
た
め
の
上
下
線
連
絡
道
路
は
、
約
二
〇
0
m

の
間
隔
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
安
全
面
に
関
し
て
は
、
万

全
を
期
し
て
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
か
ら
地
上
に
出
る
と
、
川
崎
市
東
扇
島
の
倉

庫
群
。
こ
こ
か
ら
約
七
如
は
首
都
高
速
道
路
に
は
珍
し
い

一
直
線
の
道
路
。
こ
の
区
間
は
、
倉
庫
･
工
場
街
な
の
で
、

防
音
壁
も
な
く
眺
望
は
抜
群
で
す
が
、
管
理
者
サ
イ
ド
の

心
配
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
と
わ
き
見
運
転
で
す
。

川
崎
市
と
横
浜
市
の
市
境
に
は
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
工

場
が
両
市
を
ま
た
い
で
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
工
場
は
、

今
回
の
湾
岸
線
の
開
通
に
併
せ
、
工
場
の
お
色
直
し
を
行
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
際
、
市
境
で
工
場
の
色
を
変
え
た
の

さこ、ごとミニな.消す爵三

羽田空港周辺



鶴見つばさ橋 つばさ橋から川崎航路トンネル方向

だ
そ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん
気
が
つ
か
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

首
都
高
速
道
路
に
と
っ
て
も
良
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ

て
い
ま
す
。

横
浜
市
に
入
る
と
、
直
ぐ
に
今
回
の
開
通
区
間
の
目
玉

で
あ
る

｢鶴
見
つ
ば
さ
橋
｣。
全
長
一
、
○
二
0
m
、
高

さ
一
八
三
m
の
二
つ
の
逆
Y
字
形
の
塔
か
ら
斜
め
に
張
ら

れ
た
六
八
本
の
鋼
鉄
ケ
ー
ブ
ル
が
長
大
な
橋
桁
を
引
っ
張
っ

て
支
え
る
斜
張
橋

(し
ゃ
ち
よ
ぅ
き
ょ
う
)
で
す
。
大
黒

ふ
頭
を
挟
ん
で
位
置
す
る

｢横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
｣
よ
り

一
六
0
m
程
長
く
、
ケ
ー
ブ
ル
で
道
路
の
中
央
分
離
帯
部

分
を
つ
る
一
面
づ
り
の
斜
張
橋
と
し
て
は
、
世
界
最
長
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
鶴
見
つ
ば
さ
橋
は
防
災
上
、
風
速

七
五
m
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
･
九
以
上
の
地
震
に
も
耐

え
ら
れ
る
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

都
心
か
ら
横
浜
に
向
か
う
と
、
東
京
港
に
架
か
る
レ
イ

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
鶴
見
つ
ば
さ
橋
、
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
と
い
う
三
つ
の
橋
を
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
夜
間

は
三
橋
と
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
湾
岸
ル
ー
ト
の

新
名
所
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
新
名
所
と
な
る
こ
と
で
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
の
で
す
。

平
成
元
年
に
開
通
し
た
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
、
平
成
五

年
に
開
通
し
た
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
で
も
生
じ
た
現
象

な
の
で
す
が
、
橋
上
で
路
肩
に
車
両
を
停
車
し
た
り
、
さ

ら
に
下
車
し
て
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
の
違
法
行
為

(首

都
高
速
道
路
は
、
自
動
車
専
用
道
路
で
す
か
ら
歩
行
者
の

ご三テゴ "一三--" -- --‐‐‐一二三ギコニニ
三=慰霊とし詠も尹 --

--こせ--‐こご三ニセニ国字幽霊一半℃三品-。
｢富三にこご三片せ‐三三ざ学者だ‐

建設中のつばさ橋

通
行
は
勿
論
出
来
ま
せ
ん
し
、
駐
停
車
禁
止
に
な
っ
て
い

ま
す
。
)
が
発
生
す
る
の
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
事

故
の
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
安
委
員
会
と
協
力
し

な
が
ら
、
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。
利
用
者
の
皆

様
の
御
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
つ
ば
さ
橋
に
関
し
て
は
、
将
来
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
る
国
道
三
五
七
号
用
に
、
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
橋

を
並
べ
て
架
け
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。

つ
ば
さ
橋
を
渡
り
き
る
と
、
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
と
高

速
神
奈
川
五
号
大
黒
線
と
が
連
結
す
る
大
黒
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
。
今
回
開
通
区
間
の
終
点
で
す
。
大
黒
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
は
、
幾
重
に
も
重
な
る
曲
線
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景

観
を
生
み
出
し
て
お
り
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内
に



は
首
都
高
速
道
路
を
利
用
さ
れ
る
方
々
に
、
憩
い
と
交
通

今
回
の
開
通
効
果

情
報
を
提
供
す
る

｢大
黒
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
｣
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
稿
の
執
筆
時

こ
の
原
稿
の
執
筆
時
点
で
は
、
ま
だ
本
路
線
が
開
通
し

て
い
ま
せ
ん
し
、
開
通
後
も
、
年
末
年
始
で
交
通
量
が
安

定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
路
線
の
開
通
効
果
に
つ

い
て
は
、
執
筆
時
点
で
の
予
想
で
あ
る
こ
と
を
御
了
解
下

さ

い
。

今
回
の
羽
田
空
港
j
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
間
の
開
通
に

よ
っ
て
、
東
京
-
横
浜
間
が
二
つ
の
路
線
で
結
ば
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
一
日
約
一
二
万
台
の
交
通
を
担
っ

て
い
た
高
速
神
奈
川
一
号
横
羽
線

(四
車
線
)
の
交
通
量

が
六
車
線
の
新
線
に
約
三
万
台
強
転
換
す
る
と
予
想
さ
れ

ジ

て
お
り
、
横
羽
線
の
渋
滞
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。
ま

ン

た
、
高
速
湾
岸
分
岐
線
西
行
き
と
高
速
一
号
羽
田
線
下
り

--
ェ…孑

方
向
が
合
流
す
る
昭
和
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
先
頭
と

汐

し
た
渋
滞
も
、
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
o

イ

こ
の
渋
滞
緩
和
に
よ
り
、
横
浜
中
心
部
か
ら
東
京
都
心

黒大

ま
で
は
、
横
羽
線
、
湾
岸
線
の
ど
ち
ら
を
経
由
し
て
も
、

と

時
間
帯
に
よ
っ
て
多
少
の
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
よ

-
ジツI

り
二
〇
ー
三
〇
分
程
度
の
所
要
時
間
の
短
縮
が
予
想
さ
れ

"

ま
す
。

泳

そ
の
反
面
･

現
在
渋
滞
が
生
じ
て
い
る
高
速
一
号
羽
田

横

ゞ

し

線
と
高
速
一
一
号
台
場
線
の
上
り
方
向
が
合
流
す
る
芝
浦
･

浜
崎
橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
で
は
、
湾
岸
線
の
開
通

に
よ
り
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
渋
滞
長
が
延
び
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
横
浜
方
面
か
ら
新
宿
･
渋
谷
方
面
へ

行
く
場
合
は
高
速
一
一
号
台
場
線

(
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
)
を
、
上
野
･
銀
座
方
面
へ
行
く
場
合
は
高
速
一
号
羽

田
線
を
利
用
す
る
と
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
走
行
し
て
い

た
だ
け
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
回
の
開
通
に
よ
り
、
利
用
者
の

方
々
が
、
ル
ー
ト
を
選
択
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
公
団
と
し
て
は
、
的
確
な
道
路
交
通
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
お
知
ら
せ
し
て
、
皆
さ
ん
の
選
択
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
通
前
の
イ
ベ
ン
ト

今
回
の
開
通
を
記
念
し
て
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
、
御
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

先
ず
、
鶴
見
の
斜
張
橋

(工
事
期
間
中
は

｢鶴
見
航
路

橋
｣
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
)
の
名
称
募
集
で
す
。

横
浜
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
に
名
称
を
公
募

し
た
と
こ
ろ
、
三
一、
0
0
0
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

有
識
者
等
か
ら
成
る
名
称
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
レ
イ

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
や
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
と
つ
な
が
り
な
が
ら

特
色
を
も
つ
こ
と
、
新
し
い
時
代
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
く

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
｢鶴
見
つ
ば
さ
橋
｣

に
決
定
し
ま
し
た
。
因
み
に
、
｢
オ
ー
ロ
ラ
ブ
リ
ッ
ジ
｣
、

｢横
浜
シ
ル
ク
ブ
リ
ッ
ジ
｣
、
｢横
浜
マ
リ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
｣
、

｢鶴
見
D
U
E
T

B
R
I
D
G
E
｣
が
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
や
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
と

同
様
、
｢鶴
見
つ
ば
さ
橋
｣
と
い
う
名
称
が
定
着
し
、
皆



さ
ん
か
ら
親
し
み
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

願

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
通
前
の
三
一月
四
日
㈲
に
は
、
工
事
の
完
成

し
た
つ
ば
さ
橋
付
近
に
お
い
て
新
聞
社
主
催
の
ハ
イ
ウ
ェ

イ
マ
ラ
ソ
ン

(二

一
･
0
九
七
薊
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
)

と
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
ク

(
エ
ハ
如
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
通
後
は
自
動
車
専
用
道
路
と
な
る
首
都
高
速
道
路
を
歩

く
唯

一
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、

一
三
、
0
0
0
八
も
の
参

加
者
が
あ
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
顔
ぶ
れ

で
の
渡
り
初
め
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

こ
の
橋
と
同
姓
同
名
の
男
の
子

"鶴
見
翼
“
君
の
参
加
や

東
京
、
川
崎
、
横
浜
の
三
都
市
の
計
六
人
の
ミ
ス
が
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
た
家
族
連
れ
は
、
好
天
の

も
と
、
五
時
間
の
所
要
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
使
い
、
つ
ば

さ
橋
の
上
で
弁
当
を
広
げ
た
り
、
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
、

の
ん
び
り
と
首
都
高
速
道
路
上
で
の
休
日
を
楽
し
ん
で
いハイウエイウ ク

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
翌
週
の
一
二
月

一
一
日
側
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン

と
同
様
、
開
通
前
の
っ
ば
さ
橋
付
近
に
お
い
て
、
テ
レ
ビ

局
主
催
の
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
及
び
サ
イ
ク
リ
ン
グ

｢
ツ
ー
ル
･
ド

.
M
E
X
W
A
Y
｣
(g
□
×
!"
が
て
=
首

都
高
速
道
路
の
略
称
…
｢
ツ
ー
ル
･
ド

･
0
0
｣
は
、
勿

論
あ
の
有
名
な

｢
ツ
ー
ル
･
ド

･
フ
ラ
ン
ス
｣
に
倣

っ
た

も
の
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
通
前
の
高
速
道
路
を
使
っ

た
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
･
レ
ー
ス
は
全
国
で
も
例
が
な
い
珍

し
い
も
の
。
約
五
、
0
0
0
人
の
参
加
者
は
、
年
齢
や
実

力
に
応
じ
、
二
部
門
=

種
目
に
分
か
れ
て
真
新
し
い
首

都
高
速
道
路
で
の
快
走
を
楽
し
み
ま
し
た
。

横
浜
5
羽
田
空
港
間
の
ル
ー
ト
選
択
に
つ
い
て

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
既
に
御
紹
介
し
た
よ
う
に
、
横

浜
-
東
京
間
が
二
ル
ー
ト
に
な
る
こ
と
か
ら
、
利
用
さ
れ

る
方
々
が
ル
i
ト
選
択
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
横
浜
か
ら
羽
田
空
港
ま
で
行
く
の
に
、
①
従

来
の
横
羽
線
ル
ー
ト
を
使
う
場
合
、
②
今
回
開
通
し
た
湾

岸
線
ル
ー
ト
を
使
う
場
合
で
、
料
金
に
差
異
が
生
じ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

①
の
横
羽
線
ル
ー
ト
の
場
合
は
、
普
通
車
五
〇
〇
円

(神
奈
川
線
五
〇
〇
円
の
み
)。
た
だ
し
、
羽
田
出
口
を

出
た
後
に
、
都
道
環
状
八
号
線
を
経
由
、
②
の
湾
岸
線
ル
ー

ト
の
場
合
は
、
普
通
車
八
〇
〇
円

(神
奈
川
線
五
〇
〇
円

十
特
定
区
間
三
〇
〇
円
)
と
三
〇
〇
円
の
差
が
生
じ
る
こ

横浜方面○冬 中 -- - -■･…㈹…◇○羽田空港

環状八号線

○羽田空港 (空港中央出入ロ)

ミ

円

一

の

タ

8

　
　

国

タ轢
※

　

浮

② 〔羽田空港/ 湾岸線ルートご利用の場合〕

横浜方面○

500円 (1000円) 300円 (600円)

島

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
両
ル
ー
ト
の
料
金
区
界
に
違
い
が
あ
る
こ
と

と
、
湾
岸
線
の
川
崎
市
浮
島
-
羽
田
空
港
間
に
特
定
料
金

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
で
す

(図
4
)
。

ル
ー
ト
の
選
択
如
何
に
よ
っ
て
、
通
行
料
金
が
異
な
る

図 4 横浜 ~ 羽田空港間の料金について

① 〔羽田空港/ 横羽線ルートご利用の場合〕
500円 (1000円)

羽田出入口



こ
と
は
、
利
用
者
の
方
々
に
混
乱
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
公
団
と
し
て
は
、
開
通
前
か
ら
雑
誌
･
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
広
報
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

首
都
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
お
い
て
、
同
一

地
点
へ
向
か
う
場
合
に
複
数
ル
ー
ト
が
あ
り
、
通
行
料
金

が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
料
金

に
関
す
る
広
報
を
行
い
な
が
ら
、
利
用
者
の
方
々
が
ル
ー

ト
選
択
し
や
す
い
情
報
提
供
や
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
料
金
差
が
利
用
者
の
方
々
に
定
着
し
た
後
、
利
用

者
の
方
々
の
選
択
が
、
①
一
般
街
路
を
経
由
す
る
と
い
う

不
便
さ
が
あ
っ
て
も

｢料
金
｣
(横
羽
線
ル
ー
ト
)
を
採

る
の
か
、
②
高
速
か
ら
直
接
空
港
に
乗
り
入
れ
る

｢利
便

性
｣
(湾
岸
線
ル
ー
ト
)
を
採
る
の
か
、
今
秋
に
予
定
し

て
い
る
O
D
調
査
の
結
果
は
、
今
後
の
政
策
料
金
な
ど
を

考
え
る
に
当
た
っ
て
の
参
考
デ
ー
タ
と
し
て
大
変
興
味
深

い
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
後
の
道
路
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
的
確
な
管

理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
つ
ば
さ
橋
の
名

称
募
集
か
ら
開
通
前
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
や
利
用
者
の
方
々
が
参
加
し
て
首
都
高
速
道
路

に
親
し
ん
で
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
有
料
の
自
動
車
専
用

道
路
に
お
け
る

｢参
加
型
の
道
路
管
理
｣
と
も
言
え
る
よ

う
な
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

今
回
の
開
通
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
利
用
者

の
方
々
に
ル
ー
ト
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
首
都
高

速
道
路
の
目
標
が
、
東
京
-
横
浜
間
で
実
現
し
た
、
エ
ポ
ッ

ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
開
通
で
し
た
。

首
都
高
速
道
路
公
団
と
し
て
は
、
今
後
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
の
た
め
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



は
じ
め
に

現
在
の
一
般
国
道
や
主
要
地
方
道

等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
広
域
的
な

幹
線
道
路
網
の
原
形
は
、
い
つ
の
頃

に
形
成
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

道
路
整
備
が
体
系
的
に
、
し
か
も

全
国
的
な
規
模
で
行
わ
れ
た
の
は
江

戸
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
、
少
な
く

と
も
こ
の
時
代
に
は
、
そ
の
原
形
が

形
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

茨
城
県
は
、
か
つ
て
の
常
陸
国
と

下
総
国
の
一
部
か
ら
成
っ
て
い
る
が

元
禄
時
代
(
一
六
八
八
-
一
七
〇
四
)

に
描
か
れ
た
絵
図
か
ら
作
成
し
た
交

茨城県土木部道路維持課
　 　シリ響ズ 窃②逼 嬬②邁

水戸街道を訪ねて

図 1 常陸国交通図 (国立公文書館所蔵) ｢元禄常陸国絵図｣ より作成



通
図

(図
1
)
と
現
在
の
国
道
図

(図
2
)
と
を
比
べ
る
と
、
直
轄
国

道
の
六
号
、
五
〇
号
、
五
一
号
を
初

め
、
知
事
管
理
の
四
六
一
号
、
三
四

九
号
、
一
一
八
号
、
一
二
二
号
、
-

二
四
号
、
一
二
五
号
の
一
部
な
ど
当

時
の
街
道
と
非
常
に
よ
く
似
た
ル
ー

ト
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
江
戸
時
代
の
街
道
は
、

現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

　　　
そ
こ
で
、
今
回
は
常
陸
国
で
最
も

重
要
な
道
路
で
あ
っ
た
と
い
う

｢水

戸
街
道
｣
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

一
一
江
戸
幕
府
に
よ
る
道
路
整

備道
路
整
備
は
大
和
時
代
に
は
す
で

に
行
わ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
に
は図 2 現在の国道図

常
陸
国
で
も
幅
員
約
九
m
で
両
側
に

側
溝
の
あ
る
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉

も
道
路
整
備
に
力
を
注
い
だ
が
、
江

戸
幕
府
に
よ
る
道
路
整
備
は
長
期
に

わ
た
っ
て
徹
底
し
、
各
藩
も
ま
た
領

内
の
主
要
道
路
や
橋
梁
、
渡
船
な
ど

の
整
備
に
努
め
た
た
め
、
全
国
的
に

陸
上
交
通
網
の
発
達
を
み
る
こ
と
に

な

っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
基
幹
道
路
と
し
て

五
街
道

(東
海
道
･
中
山
道
･
奥
州

街
道
･
日
光
街
道
･
甲
州
街
道
)
が

あ
り
、
さ
ら
に
五
街
道
か
ら
分
岐
す

る
地
方
的
な
幹
線
道
路
と
し
て
伊
勢

路
･
佐
屋
路
･
美
濃
路
･
中
国
路
･

水
戸
路
･
佐
倉
路
な
ど
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
五
街
道
を

｢本
街
道
｣

と
い
っ
た
の
に
対
し
、
｢脇
往
還
｣

あ
る
い
は

｢脇
街
道
｣
な
ど
と
い
わ

れ
た
。

五
街
道
や
脇
往
還
に
は
、
松
や
杉

の
並
木
が
造
ら
れ
、
参
勤
交
代
の
大

名
行
列
や
旅
人
の
憩
い
の
場
と
し
て

も
利
用
さ
れ
た
。

ま
た
江
戸
日
本
橋
を
起
点
と
し
て

設
置
さ
れ
た
一
里
塚
は
、
街
道
の
道

の
り
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
運

賃
の
測
定
基
準
に
も
な
っ
た
。
一
里

塚
は
、
街
道
の
両
側
に
土
盛
り
を
し

榎
を
植
え
て
造
ら
れ
た
が
、
並
木
敷

と
と
も
に
、
昭
和
四
〇
年
代
以
降
の

開
発
に
伴
う
道
路
の
拡
幅
に
よ
り
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
消
失
し
て
い
る
。

三

水
戸
街
道
の
呼
称
の
変
遷

水
戸
街
道
は
水
戸
道
中
、
水
戸
道

な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
水
戸
か
ら
み
て

江
戸
街
道
、
江
戸
道
中
と
も
呼
ば
れ

た
。
江
戸
か
ら
水
戸
ま
で
、
二
九
里

一
九
町

(約

三
一〇
畑
)、
幅
三
間

の
大
道
で
、
五
街
道
に
次
ぐ
脇
往
還

と
し
て
重
視
さ
れ
た
。

ま
た
、
水
戸
街
道
は
、
水
戸
か
ら

陸
奥
国
岩
沼

(現
在
の
宮
城
県
岩
沼

市
)
に
至
る
岩
城
相
馬
街
道
と
あ
わ

せ
て
浜
街
道
と
も
呼
ば
れ
た
。

明
治
元
年

(
一
八
六
八
年
)
に
、

陸
奥
国
が
五
か
国

(陸
奥
･
陸
中
･

陸
前
･
磐
城
･
岩
代
)
に
分
国
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
明
治
五
年
に
、
水

戸
街
道
と
岩
城
相
馬
街
道
は
陸
前
浜

シリーズ/あの道 この道



街
道
と
改
称
さ
れ
、
同
一
八
年
の
内

務
省
告
示
に
よ
り
、
前
者
は
第
一
四

号
国
道
、
後
者
は
第
一
五
号
国
道
の

一
部
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
大
正
九

年

(
一
九
二
〇
年
)
に
こ
の
路
線
は

国
道
六
号
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

四

水
戸
街
道
散
策

明
治
五
年
四
月
ま
で
水
戸
街
道
と

呼
ば
れ
て
い
た
道
路
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
県
道
あ
る
い
は
市
町
村
道
と

し
て
現
在
も
存
在
し
て
い
る
。

現
在
の
国
道
六
号
は
、
か
つ
て
の

水
戸
街
道
か
ら
、
バ
イ
パ
ス
に
よ
り

直
線
的
に
ル
ー
ト
を
変
え
、
両
者
が

重
複
す
る
区
間
は
ご
く
わ
ず
か
し
か

な
い
い
。

水
戸
街
道
は
、
利
根
川
を
渡
っ
て

現
在
の
茨
城
県
に
入
る
が
、
街
道
沿

い
の
宿
は
、
取
手

(現
･
取
手
市
)、

藤
代

(現
･
藤
代
町
)、
若
柴

(現
･

竜
ヶ
崎
市
)、
牛
久

(現
･
牛
久
市
)、

荒
川
、
中
村
、
土
浦
、
中
貫

(以
上

現
･
土
浦
市
)、
稲
吉

(現
･
千
代

田
町
)、
府
中

(現
･
石
岡
市
)、
竹

1 取手 (旧取手宿) の水戸街道

写真 2 竜ヶ崎市若柴町 (旧若柴宿) の

原
、
片
倉

(以
上
現
･
美
野
里
町
)、

小
幡
、
長
岡

(現
･
茨
城
町
)
に
置

か
れ
て
い
た
。

宿
は
、
宿
場
あ
る
い
は
宿
駅
と
も

い
わ
れ
、
江
戸
時
代
、
街
道
を
通
行

す
る
旅
人
の
休
憩
･
宿
泊
や
貨
物
の

輸
送
･
通
信
を
は
じ
め
駅
伝
業
務
を

取
扱
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。

ア

利
根
川
の
渡
し
、
取
手
宿
i
中

村
宿利

根
川
の
渡
し
は
大
難
所
で
、

川
幅
は
常
水
で
三
、
0
o
m
、
出

水
で
四
如
に
も
な
っ
た
と
い
う
。

江
戸
時
代
は
、
こ
こ
を
四
艘
の
船

で
人
馬
や
荷
物
を
運
ん
だ
。
明
治

時
代
に
は
発
動
機
船
と
な
っ
た
が
、

昭
和
五
年
に
大
利
根
橋
が
完
成
す

る
ま
で
、
人
々
は
こ
の
渡
し
を
利

用
し
た
。

取
手
宿
の
水
戸
街
道
は
、
今
は

県
道
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
で
は

当
時
の
面
影
を
残
す
建
物
等
は
な

い
が
、
沿
道
の
町
並
み
に
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気
は
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
残
っ
て
い
る

(写
真

1
)
。藤

代
宿
、
そ
し
て
牛
久
宿
か
ら

荒
川
宿
･
中
村
宿
に
か
け
て
は
、

現
国
道
六
号
が
水
戸
街
道
と
一
部

重
複
し
な
が
ら
、
ミ
ニ
バ
イ
パ
ス

に
よ
り
ル
ー
ト
を
直
線
的
に
と
っ

て
い
る
。
途
中
、
若
柴
宿
の
と
こ

ろ
だ
け
が
現
国
道
と
約
一
如
離
れ

た
ル
ー
ト
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の

若
柴
宿
の
あ
た
り
は
、
今
は
ゆ
っ

た
り
と
し
た
敷
地
を
も
つ
民
家
が

建
ち
並
び
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
集
落
と
な
っ
て
い
る

(写
真

2
)
0

イ

土
浦
宿
ー
中
貴
宿

現
在
の
土
浦
市
下
高
津
二
丁
目

(国
立
霞
ヶ
浦
病
院
の
近
く
)
の

水
戸
街
道
と
地
方
道
の
分
岐
点
に

道
標
が
あ
る

(写
真
3
)。
こ
れ

に
は

｢右
江
戸
道
、
左
な
め
川
阿

は
道
｣
と
書
い
て
あ
る
そ
う
で
す
。

(達
筆
で
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
)

そ
の
脇
に
建
て
ら
れ
て
い
る
石

碑
の
説
明
に
は
、

藤
川

　
　

高
高絲　

　



写真 4 松並木 (土浦市若松町付近)

｢
こ
の
道
標
は
、
水
戸
街
道
と
坂

東
街
道
の
交
叉
点
に
位
置
し
、
享

保
十
八
年

(
一
七
三
三
)、
東
崎

の
観
音
講
の
人
々
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｣

と
あ
る
。

何
と
い
う
こ
と
の
な
い
小
さ
な

道
標
で
す
が
、
一
エ
ハ
0
年
と
い
う

時
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

何
か
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。土

浦
市
街
を
抜
け
、
当
時
の
中

貴
宿
の
近
く
に
、
松
並
木
と
思
わ

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
ち
ょ
っ

と
昔
を
思
わ
せ
る
、
何
と
な
く
気

分
の
落
ち
着
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

(写
真
4
)。

ウ

稲
吉
宿

中
貫
宿
の
あ
た
り
で
水
戸
街
道

は
現
国
道
六
号
と
重
複
し
、
二
虹

ほ
ど
行
く
と
、
｢
旧
水
戸
街
道
、

稲
古
宿
入
口
｣
と
い
う
案
内
板
が

あ
り
、
こ
れ
に
従

っ
て
左
に
入
る

と
、
当
時
を
偲
ば
せ
る
雰
囲
気
を

も
っ
た
集
落
が
一
如
ほ
ど
続
く
。

稲
古
宿
は
江
戸
時
代
水
戸
街
道

の
宿
場
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で

写真 5 千代田町指定文化財 ｢稲吉宿本陣｣
(千代田町下稲吉)

写真 6 茨城県指定文化財 ｢木村家住宅 (旅篭礬
〕瀦

写真 7 千代田町下稲吉( の水戸街道

当
時
本
陣
や
一
七
軒
の
旅
篭
が
軒

を
連
ね
て
、
大
名
一
行
を
は
じ
め

旅
人
遊
客
で
目
を
見
張
る
よ
う
な

賑
わ
い
で
あ

っ
た
と
い
う
。

集
落
に
は
い
る
と
ま
も
な
く
千

代
田
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い

る

｢稲
吉
宿
本
陣
｣
が
あ
る

(写

真
5
)
。

本
陣
と
は
大
名
や
幕
府
の
公
用

人
が
休
泊
に
用
い
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
屋
敷
は
一
般
の
屋
敷
よ
り
一

段
高
く
、
建
物
は
本
陣
作
り
と
称

し
て
、
門
、
玄
関
、
上
段
の
間
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
玄
関
屋
根
の

上
部
に
は
領
主
本
堂
氏
の
定
紋

｢笹
り
ん
ど
う
｣
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
二
軒
先
に
は
、
水
戸
街
道

に
残
る
唯
一
の
旅
篭
で
、
県
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
る

｢木
村
家

住
宅

(旅
篭
皆
川
屋
)｣
が
あ
る

(写
真
6
)。
二
階
の
客
間
の
壁

に
は
墨
痕
も
鮮
や
か
に
、
遊
び
す

ぎ
て
支
払
い
に
窮
し
た
思
案
の
落

書
き
や
愛
し
い
女
達
の
名
前
が
記

し
て
あ
る
と
い
う
。

稲
吉
宿
は
水
戸
街
道
の
な
か
で

当
時
の
面
影
を
最
も
色
濃
く
残
し

シリーズ/あの道 この道



て
お
り
、
家
並
み
に
も
風
情
が
あ

る
。
ま
た
付
近
に
は
、
ほ
か
に
も

多
く
の
文
化
財
が
あ
り
、
そ
の
散

策
コ
ー
ス
も
作
ら
れ
て
い
る
。
稲

吉
宿
の
街
道
沿
い
に
も
案
内
図

が
設
置
さ
れ
て
い
る

(写
真
7
･

8
)
0府

中
宿

府
中

(現
･
石
岡
市
)
は
古
代
･

中
世
の
常
陸
国
の
国
府
の
所
在
地

で
あ
り
、
政
治
･
経
済
･
文
化
の

中
心
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
は
水

戸
藩
の
支
藩
と
し
て
栄
え
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

写真 8 千代田町下稲吉(旧稲吉宿)の水戸街道

ェ

写真 9 一里塚 (石岡市

古
く
か
ら
栄
え
た
石
岡
市
は
、

文
化
財
が
非
常
に
多
く
、
ま
た
、

古
代
遺
跡
を
再
現
し
た

｢常
陸
風

土
記
の
丘
｣
を
整
備
す
る
な
ど
、

｢歴
史
の
里
｣
と
し
て
特
色
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

水
戸
街
道
は
、
現
在
は
、
国
道

三
五
五
号
、
県
道
及
び
市
道
と

な
っ
て
お
り
、
国
道
の
区
間
は
現

在
で
も
石
岡
市
の
中
心
部
を
通
っ

て
い
る
。
こ
の
国
道
の
す
ぐ
近
く

に
は
常
陸
国
分
寺
跡
が
あ
り
、
当

時
の
建
造
物
土
台
石
が
保
存
さ
れ
、

数
少
な
い
国
指
定
特
別
史
跡
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
常
陸
国
分
尼

寺
跡
も
あ
り
、
全
国
で
唯
一
の
国

　

　
　　
　　
　
　

　

　

　　
　　
　

　

(旧小幡宿) の水

指
定
特
別
史
跡
と
な
っ
て
い
る
が
、

僧
寺
･
尼
寺
の
両
遺
構
が
現
存
す

る
の
は
全
国
で
も
常
陸
だ
け
だ
そ

う
で
あ
る
。

水
戸
街
道
は
国
道
三
五
五
号
で

中
心
市
街
地
を
抜
け
た
あ
と
現
在

の
県
道
へ
と
ル
ー
ト
を
と
る
が
、

国
道
か
ら
分
か
れ
て
約
一
如
ほ
ど

行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
県
指
定
史
跡

と
な
っ
て
い
る

｢
一
里
塚
｣
が
あ

る
。
今
日
で
は
両
側
に
残
っ
て
い

る
も
の
は
全
国
で
も
数
少
な
く
、

特
に
写
真
の
右
側
の
塚
は
原
形
を

と
ど
め
、
榎
木
の
大
木
は
築
造
当

時
を
偲
ば
せ
る

(写
真
9
)。

こ
の
あ
た
り
に
は
約

一
･
五
如

の
並
木
敷
が
道
の
両
側
に
あ
り
、

松
や
杉
の
大
木
が
あ
っ
た
そ
う
で

あ
る
が
、
現
在
で
は
歩
道
に
な
っ

て
い
る
。

オ

竹
原
ー
片
倉

(現
在
は
堅
倉
)

現
在
の
美
野
里
町
で
あ
る
が
、

こ
の
あ
た
り
に
は
神
社
が
非
常
に

多
く
、
町
全
体
で
三
一
社
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

余
談
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
か

ら
○
○
街
道
と
呼
ば
れ
た
主
要
な

道
路
で
は
、
当
時
の
村
々
に
あ
た

る
沿
道
に
神
社
が
あ
る
の
で
、
こ

の
こ
と
か
ら
昔
の
主
要
道
路
が

わ
か
る
の
だ
そ
う
で
あ
る

(写
真

刊
)。　

　　

　

　

　
　
　

　

　

　
　

斧

茨

街

　

　

　



写真12 茨城町長岡 (旧長岡宿) に残る茅葺き

の民家

力

小
幡
ー
長
岡

現
在
の
茨
城
町
で
あ
る
が
、
こ

の
区
間
は
、
現
在
の
国
道
六
号
と

重
複
す
る
区
間
も
あ
る
が
、
大
半

が
県
道
及
び
町
道
で
あ
る
。

小
幡
宿
、
長
岡
宿
と
も
に
、
現

在
は
若
柴
宿

(現
、
竜
ヶ
崎
市
)

な
と
ど
同
様
に
、
ゆ
っ
た
り
と
し

て
落
ち
着
い
た
感
じ
の
す
る
家
並

み
が
続
く
集
落
と
な
っ
て
い
る

(写
真
=
･
12
)
。

キ

水
戸

水
戸
街
道
は
茨
城
町
か
ら
現
国

道
六
号
と
約
一
･
五
鹸
ほ
ど
重
複

す
る
が
、
水
戸
市
に
入
る
と
す
ぐ

に
分
か
れ
、
現
在
の
県
道
と
な
っ

て
い
る
ル
ー
ト
を
と
り
終
点
ま
で

い

。
こ
の
沿
線
は
、
現
在
は
、
水
戸

の
中
心
市
街
地
で
は
な
い
が
、
住

宅
は
か
な
り
密
集
し
て
お
り
、
街

道
沿
い
に
は
商
店
も
多
く
、
そ
れ

な
り
の
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

こ
の
住
宅
や
商
店
が
建
ち
並
ぶ

な
か
に

｢
一
里
塚
｣
が
あ
る
。
完

全
な
姿
で
は
な
い
が
当
時
の
面
影

を
残
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
ま
た
付
近
の
バ
ス
停
に
は
一

里
塚
の
名
も
残
っ
て
い
る

(写
真

博
)。

五

お
わ
り
に

現
在
の
国
道
六
号
は
、
東
京
か
ら

仙
台
に
至
る
広
域
幹
線
と
し
て
、
ま

た
茨
城
県
に
と
っ
て
も
南
北
の
軸
と

し
て
、
自
動
車
交
通
量
の
非
常
に
多

い
路
線
で
あ
る
。
現
在
の
広
域
幹
線

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
円
滑
な

交
通
流
、
機
能
性
が
要
求
さ
れ
、
人

間
臭
さ
や
生
活
臭
さ
と
い
っ
た
も
の

は
な
い
。

一
方
、
移
動
手
段
の
主
が
自
分
の

足
で
あ
っ
た
時
代
の
街
道
は
、
人
で

賑
わ
い
、
人
間
臭
い
生
活
の
場
と
し

て
の
側
面
が
強
く
で
て
い
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

今
回
、
旧
水
戸
街
道
を
歩
い
て
み

て
、
自
動
車
の
交
通
量
の
あ
ま
り
多

く
な
い
、
落
ち
着
い
た
、
風
情
の
あ

る
集
落
内
の
道
に
は
、
生
活
の
場
で

あ
る
と
い
う
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
、

こ
う
い
う
道
路
も
ま
た
必
要
だ
と
、

あ
ら
た
め
て
感
じ
ら
れ
た
。

写真13 一里塚 (水戸市元吉田町)

シリーズ/あの道 この道



u
･
第28

12
･
820

月
･日

世

界

の
動

き

○
欧
州
委
員
会
が
欧
州
連
合

(F
U
、
三
万
国
)
の
一
九
九
五

年
の
経
済
見
通
し
を
発
表
。
国
内
総
生
産

へG
D
P
〉
の
実
質
成

長
率
は
全
体
で
二
･
九
%
と
九
四
年
五
月
時
点
で
の
予
測
を
上
方

修
正
し
た
。
国
別
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
三
･
二
%
が
ト
ッ
プ
で
、
以

下
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
各
三
･
0
%
、
英
二
･
七
%
。

○
欧
州
連
合
加
盟
を
め
ぐ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
国
民
投
票
が
開
票
さ

れ
、
加
盟
反
対
票
が
賛
成
票
を
上
回
っ
た
。
同
連
合
は
加
盟
三
一ヵ

国
を
一
六
ヵ
国
に
拡
大
す
る
こ
と
に
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
国
民
の
賛
同
を
得
た
が
、
最
後

の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
拒
否
さ
れ
た
。

○
ウ
ル
グ
ァ
イ
･
ラ
ウ
ン
ド

(ガ
ッ
ト
の
新
多
角
的
貿
易
交
渉
)

参
加
国
の
約
一
一
〇
ヵ
国
･
地
域
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
世
界
貿
易

機
関

(W
T
O
)
実
施
会
議
を
開
き
、
九
五
年
一
月
一
〇
日
に
同

機
関
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
た
。
W
T
O
は
国
際
通
貨
基
金
、

世
界
銀
行
並
ぶ
国
際
機
関
と
し
て
閣
僚
会
議
の
開
催
な
ど
を
通
じ

て
世
界
の
貿
易
政
策
の
監
視
に
当
た
る
。

○
経
済
協
力
開
発
機
構

(O
E
C
D
)
が
加
盟
先
進
二
五
ヵ
国
の

経
済
見
通
し
を
発
表
。
日
本
は
九
四
年
が
一
･
0
%
、
九
五
年
が

二
･
五
%
で
主
要
七
カ
国
の
最
下
位
。
O
E
C
D
全
体
で
は
九
四

年
が
二
･
八
%
、
九
五
年
が
三
･
○
%
。

事

項

11
･
21

乾
･
10

那
"

月
･目

国
内
の
動

き

○
衆
院
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
導
入
に
伴
う
三
〇
〇
小
選

挙
区
の
区
域
を
定
め
る
区
割
り
法

(改
正
公
職
選
挙
法
)
な
ど
政

治
改
革
関
連
三
法
が
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。
施
行
は

一
二
月
二
五
日
。
こ
れ
に
よ
り
、
衆
院
の
選
挙
制
度
に
戦
後
初
め

て
小
選
挙
区
を
基
本
と
す
る
制
度
に
改
め
ら
れ
る
。

○
新
進
党
が
結
党
大
会
。
初
代
党
首
に
海
部
俊
樹
元
首
相
、
幹
事

長
に
小
沢
一
郎
旧
新
生
党
代
表
幹
事
が
就
任
。

○
政
府
が
経
済
企
画
庁
の

｢国
民
経
済
試
算
｣
を
了
承
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
一
九
九
三
年
の
日
本
国
民
の
一
人
当
た
り
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
は
三
万
三
、
七
六
四
ド
ル
で
、
ス
イ
ス
を
抜
い
て
初

め
て
世
界
一
と
な
っ
た
。
二
位
ス
イ
ス
、
三
位
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、

四
位
デ
ン
マ
i
ク
、
五
位
ド
イ
ツ
、
六
位
米
国
の
順
。

0
政
府
が
経
済
対
策
閣
僚
会
議
と
臨
時
会
議
で
｢
一
九
九
五
年
度

の
経
済
見
通
し
と
経
済
運
営
の
基
本
的
態
度
｣
を
決
定
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
実
質
成
長
率
は
二
･
八
%
で
、
内
需
中
心
に
景
気
は
回

復
す
る
と
し
て
い
る
。

○
農
水
省
が
九
四
年
産
米

(水
稲
)
の
最
終
的
な
作
況
指
数

(平

年
作
=
一
〇
0
)
を
一
〇
九
の

｢良
｣
と
報
告
。
こ
れ
は
戦
後
五

番
目
の
大
豊
作
。

○
政
府
が
臨
時
閣
議
で
九
五
年
度
一
般
会
計
予
算
の
大
蔵
原
案
を

了
承
。
一
般
会
計
の
総
額
は
、
七
〇
兆
九
、
八
七
一
億
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
比
二
･
九
%
減
の
緊
縮
型
と
な
っ
て
い
る
。

事

項

11
･
“

吻
･
16れ

月
･日

道
路
行
政
の
動

き

○
行
政
改
革
閣
僚
懇
談
会
を
開
催
。
席
上
、
山
口
総
務
庁
官
に
よ

り
特
殊
法
人
見
通
し
状
況
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
が
な
さ
れ
る
。

○
建
設
省
は
高
規
格
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
機
能
を
果
た
す

｢地

域
高
規
格
道
路
｣
の
初
め
て
の
指
定
を
行
う
。
計
画
路
線
は
一
三

八
路
線
、
延
長
約
五
、
三
二
〇
懸
。

○
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
!
羽
田
空
港
開
通
。
こ
れ
に
よ
り
横
浜

(本
牧
ふ
と
う
)
!
東
京
-
千
葉
(市
川
市
高
谷
)
を
結
ぶ
四
九
･

四
如
港
岸
ル
ー
ト
が
一
本
化
。

事

項
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訂正とお詫び !

12月号の折込み広告、 一 ｢道路行政セミ

ナー｣ 専用バインダーのご利用を -、 の中

で道路広報センターの電話番号が間違って

いました。 訂正してお詫びいたします。爽
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2月号の特集テーマは ｢平成 7年度道路関係予算｣ の予定です。
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謹
賀
新
年
。
私
達
は
酒
と
同
じ
よ
う
に
、
水
に
も

味
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
。
だ
が
純
水
と
い
う

の
は
ど
ん
な
味
が
す
る
の
か
判
ら
な
い
。
酸
素
と
水

素
の
化
合
物
に
違
い
は
な
い
が
、
そ
ん
な
純
粋
な
も

の
は
天
然
に
は
な
い
。
純
水
は
大
量
の
電
力
と
膨
大

な
設
備
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
人
工
の
も
の
で
あ
る
。

原
爆
の
材
料
純
粋
ウ
ラ
ン
を
作
る
に
は
、
純
水
を
必

要
と
す
る
ら
し
い
。
私
達
が
飲
ん
で
い
る
水
に
は
、

い
ろ
ノ
＼
な
も
の
が
混
っ
て
い
る
か
ら
味
が
出
る
。

純
水
は
無
色
、
無
味
、
無
臭
だ
そ
う
だ
か
ら
さ
ぞ
か

し
味
気
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
酒
も
元
は
ア
ル
コ
ー
ル

だ
が
、
純
粋
な
も
の
は
と
て
も
飲
め
た
も
の
で
は
な

い
。お

多
福
と
は
福
々
し
い
女
の
面
相
で
、
“
お
か
め
“

と
も
言
う
。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
そ
の
顔
は
、
商
売

繁
盛
の
縁
起
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。
酉
の
市
の
熊

手
飾
り
の
眞
ん
中
に
は
、
お
め
で
た
い
も
の
･
代
表

と
し
て
こ
の
お
面
が
鎮
座
ま
し
ま
し
て
い
る
。
奉
納

神
楽
で
は
お
多
福
の
お
ど
り
が
笑
い
を
誘
う
。
こ
の

　
　
　　　

お
面
を
よ
く
見
る
と
額
は
山
の
形
を
し
た
富
士
額
。

目
と
ロ
は
小
さ
く
鼻
は
低
い
。
た
ゞ
両
頬
は
下
ぶ
く

れ
し
て
、
全
体
と
し
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
感
じ
で
あ

る
。
こ
れ
が
面
相
学
で
は
女
の
顔
の
最
高
の
福
相
な

の
で
あ
る
。
と
言
う
よ
り
も
顔
の
部
分
一
つ
ノ
＼
の

福
相
を
集
め
た
ら
、
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
福
を
多
く
集
め
た
か
ら
、
お
多
福
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
も
し
も

一
〇
0
%
こ
の
顔
を
し
た
女
性
が

目
前
に
現
れ
た
ら
、
純
粋
な
福
相
と
感
心
す
る
前
に

ふ
き
出
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
万
が

一
い
た
と
し
て

も

｢満
つ
れ
ば
欠
け
る
｣
た
と
え
の
と
お
り
、
こ
の

人
の
生
涯
は
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
も
の
は
な
い
。

と
す
る
と
純
粋
と
は
あ
く
ま
で
も
観
念
上
の
産
物
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
承
知
の
上
で
人
々

あ
と

が
純
粋
な
も
の
に
憧
が
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
物
指
し

の
役
目
を
果
す
か
ら
で
あ
る
。
純
水
を
基
準
に
す
れ

ば
、
現
実
の
水
の
汚
れ
具
合
が
よ
く
判
る
。
悩
む
女

性
の
顔
と
お
多
福
面
を
見
較
べ
れ
ば
、
そ
の
人
の
面

相
上
の
難
点
が
す
ぐ
判
る
。

か

易
に
は
乾
為
天
と
坤
為
地
と
言
う
純
陽
純
陰
の
卦

が
あ
る
。
人
間
に
た
と
え
る
と
純
粋
な
男
性
と
純
粋

な
女
性
の
こ
と
で
あ
る
。
陽
性
と
陰
性
が
持
つ
能
動

と
受
動
の
特
質
が
、
截
然
と
区
別
で
き
る
純
粋
な
男

と
女
。
私
達
は
男
と
言
っ
て
も
女
性
的
な
思
考
と
か
、

女
々
し
い
行
動
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
女
と
言
っ
て

も
考
え
方
や
行
動
が
、
へ
な
/
＼
の
男
よ
り
も
雄
々

し
い
女
性
も
い
る
。
純
男
純
女
は
純
水
や
お
多
福
と

同
様
、
こ
の
世
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
ん

な
こ
と
は
易
を
作
っ
た
古
代
中
国
人
も
当
然
承
知
の

上
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
二
つ
の
卦
に
登
場
す
る
の

が
、
龍
と
い
う
人
工
の
動
物
で
あ
る
。
龍
は
胴
体
は

蛇
、
足
の
爪
は
鷹
、
角
は
鹿
、
目
は
鬼
、
耳
は
牛
と

な
っ
て
い
る
。
い
る
/
＼
な
動
物
の
特
長
を
選
び
一

つ
の
形
に
し
た
と
こ
ろ
な
ど
、
お
多
福
面
に
共
通
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

易
の
解
説
書
の
中
に
は
、
純
陽
純
陰
の
乾
為
天
、

坤
為
地
の
二
卦
は
易
の
思
想
の
エ
キ
ス
だ
か
ら
、
こ

の
二
つ
を
勉
強
す
れ
ば
、
他
の
六
二
卦
は
容
易
に
理

解
で
き
る
と
書
い
て
あ
る
。
易
を
東
洋
哲
学
の
根
本

と
し
、
ま
た
漢
学
と
し
て
研
究
す
る
に
は
こ
の
純
粋

な
二
つ
の
卦
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
だ
が
、
占
い
の
書
と
し
て
活
用
す
る
と
き
に

は
、
こ
の
純
粋
な
二
つ
の
卦
は
あ
ま
り
に
も
観
念
的

す
ぎ
る
。
そ
れ
よ
り
も
陰
と
陽
が
交
り
合
っ
て
い
る

/
＼
に
変
化
す
る
他
の
六
二
卦
か
ら
入
っ
た
方
が
判

り
や
す
い
。
医
学
に
基
礎
医
学
と
臨
床
医
学
が
あ
る

よ
う
に
、
易
で
も
学
問
と
し
て
と
ら
え
る
か
、
生
身

の
人
間
を
相
手
と
す
る
実
占
の
た
め
に
易
を
学
ぶ
か
。

こ
れ
を
は
っ
き
し
て
お
か
な
い
と
、
迷
路
に
入
っ
て

ど
っ
ち
つ
か
ず
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

(経
)
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